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日本地質学会第115年学術大会プログラム

期　日　2008年9月20日（土）～9月22日（月）

会　場　秋田大学手形キャンパス ほか

●会場への交通機関のご案内●

○一般発表，シンポジウム，表彰式・記念講演会，関連普及行事・生徒「地学研究」発表会：秋田大学手形キャンパス（秋田
市手形学園町１-１）

○地質情報展2008あきた　―発見・探検！ 地球からのおくりもの―：秋田市民交流プラザ　ALVE（アルヴェ）きらめき広
場，（秋田駅東口隣接）

○市民講演会「大地の成り立ちと人びとの生活・歴史―男鹿半島・大潟村・豊川油田をジオパークに」：秋田大学手形キャンパ
ス，教育文化学部３号館大講堂（秋田市手形学園町１-１）

秋田駅から秋田大学手形キャンパスへの行き方は以下の通りです.

＜徒歩の場合＞

JR秋田駅東口から手形キャンパスまで徒歩約20分．

＜バス利用の場合＞

秋田駅西口バス乗場４番線　大学病院行　乗車約10分～秋田大学前下車．

＊大学構内の駐車場は学会用には確保できません．年会へは公共交通機関を利用して下さい．
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日本地質学会第115年学会各賞表彰式・記念講演

9月20日（土）15：30～17：30

会場：教育文化学部3号館大講堂

プログラム
15：30-16：10 新名誉会員，50年会員顕彰式，各賞授与式

16：10-16：30 韓国地質学会・日本地質学会　学術交流記念セレモニー

16：30-17：15 日本地質学会賞記念講演　榎並正樹氏「微小領域分析と変成岩」

17：15-17：30 日本地質学会柵山雅則賞　受賞記念スピーチ　片山郁夫氏「とにかくやってみる」

懇　親　会

9月20日（土）18：00～19：30，会場　大学会館生協食堂

原則として予約制です．予約は８月８日締切りました．会場に余裕がある場合には，当日参加を受付けます．会場受付で確

認し，当日参加の申込みをしてください．その場合の会費は，正会員・非会員（一般）6,000円，名誉会員・院生割引会費適

用正会員・準会員（会員の家族および非会員院生・学生含）は3,000円です．

当日の受付について

事前参加登録は８月８日に締切りました．事前登録者には，締切後近畿ツーリスト（株）より順次請求書をお送り致します

ので，速やかにご入金下さい（クレジット決済の場合は不要）．入金確認後，各申込項目ごとの『引換券』が９月５日頃まで

に近畿ツーリスト（株）から送られます．当日は，この引換券で受付を行いますので，忘れずにご持参ください．

＊事前参加登録者：『引換券』をご持参の方

事前登録者用受付にて，『引換券』に記載されている項目ごとに受付して下さい．

１．参加登録（全員）→ネームカードの配布．要旨付きの場合は，要旨の配布

２．講演要旨追加購入（予約購入者のみ）→要旨の配布

３．見学旅行（参加者のみ）→名簿確認と参加最終確認

４．見学旅行案内書（予約購入者のみ）→案内書の配布

５．懇親会（参加者のみ）→名簿確認

＊　事前登録をしていない方

１．当日参加者として参加登録をする．備え付けの『参加登録票』に必要事項を記入し当日用受付へ．

２．当日参加登録費（講演要旨集付きです．要旨集が不要の場合でも割引はありません）

正会員：9,500円

院生割引会費適用正会員：6,500円

名誉会員・50年会員・準会員・非会員学部学生：500円（講演要旨は付きません）

非会員（一般・院生）：15,000円

３．講演要旨当日販売

会　員：4,000円

非会員：5,500円

４．見学旅行案内書当日販売（ただし，残部がある場合に限る）

正会員・非会員（一般）：2,500円

５．懇親会の当日参加費（ただし，人数に余裕がある場合に限る）

正会員・非会員（一般）：6,000円

名誉会員・院生および準会員（家族および非会員院生・学生含）：3,000円
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見　学　旅　行

参加申込みは８月８日に締切られました．大会ホームペー

ジに参加者への連絡などを随時掲載しています．

http://www.geosociety.jp

企業等団体展示／書籍展示販売

企業・団体・研究機関などによる展示を行います．会場は，
一般教育１号館１階　般1-103室を予定しています．８月４
日現在，（独）海洋開発研究機構地球深部探査センター
IODP推進室，（NPO）ジオプロジェクト新潟，（独）日本原
子力研究開発機構・地層処分研究開発部門，（独）産業技術
総合研究所大陸棚調査研究プロジェクト，石油資源開発株式
会社・技術研究所，文化財調査コンサルタント（株）から申
し込みがありました．
一般教育１号館１階　般1-107室では書籍・物品の展示販

売コーナーを設けます．今回は，秋田大生協が書籍販売を担
当し，日本の出版社から発行されている書籍のほか，外国の
主要な出版社から発行されている書籍を展示販売します．
※追加募集等がある場合もありますので，随時大会ホーム
ページをご覧ください．

“緊急展示”の申し込みについて

学会活動の一端を広く社会に紹介するとともに，ホットな
テーマについて議論する場を提供するために，災害報告や社
会的に影響のある新技術紹介などの「緊急展示コーナー」を
設けます．ポスター展示を希望する方は，９月８日までに以
下の内容で下記の実行委員会にご連絡ください。
１）発表要旨PDF（ニュース誌５月号P12参照） ２）緊急
展示の必要性　３）発表代表者と連絡先　４）希望枚数（１
枚：幅90×180cm） ４）展示に関わる要望（２～５の様式
は自由）
実行委員会は行事委員会と協議し，可否の判断を致します。
希望にはできるだけ応えるようにしますが，展示方法等につ
いては実行委員会の指示に従ってください．

申込先　秋田大会実行委員会　西川　治
メール　nishi@ipc.akita-u.ac.jp

就職支援プログラム

来る９月20日からの日本地質学会第115年学術大会開催期
間中に昨年に引き続き，９月21日に表記「就職支援プログラ
ム」を開催することになりました．
本プログラムは，学生・院生および大学教員の会員，なら
びに秋田大学の学生・院生・関係者らを対象に，本会賛助会
員，地質調査業協会会員会社との相互の情報交換を行う場を
提供しようというものです．
学生，院生ならびに教員のかたがたにぜひご参加いただき
ますよう，ご案内をいたします．

日程　９月21日（日） 14時～17時まで
場所　秋田大学手形キャンパス　一般教育２号館１F 103
主催　日本地質学会
内容　主催者等挨拶・紹介，参加各社による数分のプレゼン

テーション．参加各社の個別説明会
対象　秋田大会に参加する学生・院生および大学教員等の会

員．秋田大学の学生・院生および教員等
参加費　無料
参加企業 （株）日さく　北信越支社，応用地質（株），明治

コンサルタント（株），太平洋セメント（株） など

問い合わせ先　
日本地質学会　理事　向山　栄/事務局　橋辺菊恵
電話　03-5823-1150 FAX：03-5823-1156
e-mail：main@geosociety.jp

秋田大会見学旅行案内書について

秋田大会の見学旅行案内書は，PDF版を114巻12号（2008
年12月号）に添付して会員に配布する予定です．また，地質
学雑誌の一部となりますので，発行から３ヶ月目にはJ-
STAGE＜http://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja＞に
て公開をいたします．さらに，冊子も並行して発行し，１部
2,500円で販売いたします．既に８月８日締め切りで予約販
売を行っていますが，残部がある場合に限り，学会会期中に
受付で販売いたします．

事務局主催　昼食会のお誘い
秋田大会にお集まりいただいたシニアの方々を

お誘いして，事務局主催で昼食会を計画していま
す．特に予めの予約等はとりませんので，参加ご

希望の方は，前日20日までに事務局までお知らせください．
シニアの定義は，おおよそ65歳以上の方を想定いたしており
ますが，以下の方でもまったく問題はありませんので，ぜひ
ご参加くださいますよう，お待ちしております．取り立てて
何か特別な企画があるわけではありません．年一度のせっか
くの機会ですので，お昼を食べながらの久々の顔合わせの場
になればと思っています．お気軽にご参加下さい．

主催　日本地質学会本部事務局（橋辺・細川・堀内）
日時　2008年９月21日（日）12～14時頃
会場　未定（当日掲示にてお知らせ致します）
会費　未定（適切価格に致します）
申込　会期中20日までに，会場内学会事務局（大学会館１F）

にて直接受け付けます．
電話（前９月18日まで）03-5823-1150

秋田大学工学資源学部附属
鉱業博物館無料優待券の発行

鉱業博物館を大会期間中に学会参加者に無料公開します。
学会受付で優待券を配布しますので，博物館入館の際に提示
してください。また，通常は閉館日の９月22日（月）も開館
する予定です。
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発　表　者　へ

一般講演の発表者は招待講演，一部のシンポジウムを除いて本

学会の会員に限ります（共同発表の場合は筆頭者に適用）．また，

やむを得ない事情により，あらかじめ連記された共同発表者内で

筆頭者の変更を希望する場合は，必ず事前に行事委員会（会期前

は学会本部へ，会期中は年会本部事務局へ）に連絡して下さい．

この場合も，シンポジウム以外の場合は「会員に限り１人１題」

の発表制限は守るものとします．代理人による代読，発表会場内

での突然の発表者変更，発表順序の変更は一切認めませんのでご

注意下さい．とくに口頭発表者の方には発表時間の厳守をお願い

いたします．発表に際しては座長の指示に従い，会場の運営がス

ムーズに行われるようご協力下さい．

●口頭発表

・１題15分（討論時間を含む）

・口頭発表会場には液晶プロジェクターとWindowsパソコン

（OS：Windows Vista, Office Standard 2007）を用意します．

なお，今大会から35mmスライドプロジェクターの使用はでき

ません．

・口頭発表で使用するファイルのインストールは，試写室（大学

会館２階）にて各自事前に作業を行ってください．インストー

ルはセッション・シンポジウム開始30分前までに大学会館２階

で受け付けますが，それ以後は講演会場で直接行ってください．

なお，大会初日９月20日午前に発表される方についても，８：

30まで大学会館２階でインストールを受け付けます．混雑が予

想されますので講演直前にならないよう，十分な時間的余裕を

持って確実に行ってください（午前中のセッションであれば前

日に，午後のセッションであれば午前中にインストールを完了

してください）．ファイルは，試写室において正常に作動する

ことを事前に確認してください．特に，会場に設置するものと

異なるバージョンで作成されたパワーポイントファイルは，レ

イアウトが崩れる事例が報告されていますのでご注意願いま

す．

・パワーポイントを使用しない方やMacパソコンを使用される方

は世話人とご相談の上，ご自身でパソコンを持参して下さい．

Mac用アダプター類は発表者自身でご用意下さい．

・プロジェクターとパソコンの接続等については，発表者自身が

責任を持ち，緊急用としてのOHPシートも必ずご用意くださ

い．

●ポスターセッション

・掲示する際の画鋲，テープ等の用意はありません．必要なもの

は各自でご用意ください．

・展示時間は，20日（土）が９：00－15：30，21日（日）と22日

（月）が９：00－17：00です．展示準備は早めにお願いします．

撤収は，20日は18：30までに，21日と22日は17：30までにお願

いします．

・コアタイムは，20日（土）が12：00－13：00，21日（日）と22

日（月）が13：00－14：00です．この時間は必ずポスターに立

ち会い，その他の時間は各自の都合によって随時行って下さい．

・ボード面積は90cm×180cm（ヨコ×タテ）です．

・発表番号・発表題名・発表者名をポスタータイトルとして，必

ず明記して下さい．

・コンピューターやビデオを使用される場合，機器の準備は各自

で行ってください．電源は確保できませんので，予備バッテリ

ーをご準備下さい．

・ポスター発表に対し，別記の要領にて優秀ポスター賞が授与さ

れます．奮ってご準備下さい．

優秀ポスター賞について

今年度秋田大会より，これまでの「優秀講演賞」を「優秀
ポスター賞」と名称を新たにし、学会講演での優秀ポスター
に対して賞を授与いたします．この賞は学会で発表される全
ポスター発表の中から，選考委員会の審査に基づき，日本地
質学会長から大会開催中に授与されるものです．

●本賞は，毎日３～５件の発表講演に対して授与される．
・学会長から受賞者に直接賞状の授与（表彰と写真撮影）
される．
・受賞ポスターは，その栄誉をたたえ，大会期間中，別途
設けられたボードに掲示される．
・News誌11月号（年会報告記事）において氏名，課題名，
受賞事由等が公表される．

●審査は選考委員会によって行われ，学会長がこれを承認す
る．
・選考委員会は，大会期間中毎日召集され，行事委員会委
員５名，大会事務局代表１名および各賞選考委員会委員
２名の合計８名から構成される．なお，選考委員氏名リ
ストは学会終了後のNews誌11月号にて公表．

●審査基準の項目
（発表様式）
・美しいポスターか
・レイアウトはわかりやすいか
・斬新であるかどうか
（内容）
・発表内容の妥当性はあるか
・発表内容にオリジナリティがあるか

●受賞発表の時期と方法
・発表は，16：00以降に行う．表彰は決定後直ちに，ポス
ター会場で行う．（なお，20日の受賞のみ表彰式・記念
講演会終了後，会場にて行う予定）
・ポスター会場：受賞ポスターに「花」をつける．
・口頭セッション会場：各日の最終講演後に審査結果を公
表する．
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■シンポジウム
１．地震・津波堆積物研究の最先端と防災への貢献
後藤和久＊（東北大・kgoto@tsunami2.civil.tohoku.ac.jp）・藤

原　治（産総研）・藤野滋弘（産総研）

２．新生代後期における北極海-北太平洋／北大西洋間の流通と
古海洋環境変動
佐藤時幸＊（秋田大・toki@ipc.akita-u.ac.jp）・尾田太良・天野

和孝・山崎　誠・嶋田千恵子

３．高分解能火山活動史構築の現状・課題（日本鉱物科学会　共
催）
及川輝樹＊（産総研・teruki-oikawa@aist.go.jp）・伴　雅雄

（山形大）・奥野　充（福岡大）・下司信夫（産総研）

４．地域振興と地質学－ジオパークが開く地域と地質学の未来－
渡辺真人＊（産総研・mht.watanabe@aist.go.jp）・天野一男

（茨城大）・沢田順弘（島根大）・斎藤　眞（産総研）・吉川敏之
（産総研）

５．地球生命進化と外宇宙との相互作用　
磯�行雄＊（東京大・isozaki@ea.c.u-tokyo.ac.jp）・川幡穂高

（東京大）・丸山茂徳（東工大）

６．日韓合同深海掘削シンポジウム2008（日本地球掘削科学コン
ソーシアム　共催）
松本　剛（東京大）・朴　進午・川幡穂高（東京大）・梅津慶太

＊（AESTO・umetsu@aesto.or.jp）

７．超高圧変成岩の微細解析の最前線
岡本和明＊（埼玉大・ kokamoto@mail.saitama-u.ac.jp）・寺林

優（香川大）・Hafiz Ur Rehman（鹿児島大）

８．「ちきゅう」による南海トラフ地震発生帯掘削計画ステージ
１Ａの成果［総括］（日本地球掘削科学コンソーシアム　共催）
坂口有人＊（JAMSTEC・arito@jamstec.go.jp）・芦　寿一郎

（東京大）・木村　学（東京大）
――――――――――――――――――――――――――――――

■トピックセッション
１．ジュラ系＋（読み方：ジュラケイプラス）
松岡　篤＊（新潟大・matsuoka@geo.sc.niigata-u.ac.jp）・堀

利栄・小松俊文・近藤康生・尾上哲治・石田直人

２．地下地質環境の地球科学：現象と応用
吉田英一＊（名古屋大・dora@num.nagoya-u.ac.jp）・高橋正

樹・梅田浩司・渡辺芳夫

３．グリーンタフルネサンス－水中火山砕屑岩類の堆積相解析に
基づいた日本列島新生代テクトニクスの再構築－
天野一男＊（茨城大・kazuo@mx.ibaraki.ac.jp）・松原典孝

４．地球史とイベント大事件４：環境と生命の進化に迫る
清川昌一＊（九州大・kiyokawa@geo.kyushu-u.ac.jp）・山口耕

生・黒田潤一郎・小宮　剛

５．後生動物の進化と絶滅史
小宮　剛＊（東京工大・tkomiya@geo.titech.ac.jp）・上野雄一

郎（東京工業大）・磯闢行雄（東京大）

６．高分解火山地質学
及川輝樹＊（産総研・teruki-oikawa@aist.go.jp）・伴　雅雄・

奥野　充・下司信夫

７．沖積層研究の新展開
木村克己＊（産総研・k.kimura@aist.go.jp）・卜部厚志・三田村

宗樹

８．「ちきゅう」による南海トラフ地震発生帯掘削計画ステージ
１Ａの成果
坂口有人＊（JAMSTEC・arito@jamstec.go.jp）・芦　寿一郎・

木村　学
――――――――――――――――――――――――――――――

■定番セッション
９．地域地質・地域層序（地域地質部会・層序部会）
吉川敏之＊（産総研・t-yoshikawa@aist.go.jp）・岡田　誠（茨

城大）・斎藤　眞（産総研）

10．地域間層序対比と年代層序スケール（層序部会）
里口保文＊（琵琶湖博物館・ satoguti@lbm.go.jp）・岡田　誠

（茨城大）

11．海洋地質（海洋地質部会）
片山　肇＊（産総研・katayama-h@aist.go.jp）・徳山英一（東

大海洋研）・芦　寿一郎（東大海洋研）・小原泰彦（海上保安庁）

12．砕屑物組成・組織と続成作用（堆積地質部会）
野田　篤＊（産総研：a.noda@aist.go.jp）・太田　亨（早稲田大）

13．炭酸塩岩の起源と地球環境（堆積地質部会）
山田　努＊（東北大：yamada@dges.tohoku.ac.jp）・Humblet

marc Andre（東北大）

14．堆積相と堆積システム・シーケンス（堆積地質部会）
廣木義久＊（大阪教育大：hiroki@cc.osaka-kyoiku.ac.jp）・中条

武司（大阪市立自然史博物館）

15．堆積作用・堆積過程（現行地質過程部会・堆積地質部会）
小松原純子＊（産総研・j.komatsubara@aist.go.jp）・北沢俊幸

（原子力機構）

16．石油・石炭地質学と有機地球化学（石油・石炭関係・堆積地
質部会）ポスターセッションのみ
大久保　進＊（石油資源開発・susumu.okubo@japex.co.jp）・金
子信行（産総研）

17．岩石・鉱物の破壊と変形（構造地質部会）
河野義生＊（愛媛大・kono@sci.ehime-u.ac.jp）・西川　治（秋

田大）

18．付加体（構造地質部会）
鎌田祥仁＊（山口大学・kamakama@yamaguchi-u.ac.jp）・坂口

有人（JAMSTEC）

19．テクトニクス（構造地質部会）
大坪　誠＊（産総研・otsubo-m@aist.go.jp）・丹羽正和（日本

原子力研究開発機構）

20．ノンテクトニック構造（応用地質部会・構造地質部会）
柏木健司＊（富山大　kasiwagi@sci.u-toyama.ac.jp）・永田秀尚

（風水土）・村井政徳（中国開発調査株式会社）

21．古生物（古生物部会）
北村晃寿＊（静岡大・seakita@ipc.shizuoka.ac.jp）・太田泰弘
（北九州博）・三枝春生 （兵庫県立人と自然の博）・須藤　斎
（名古屋大）

22．噴火と火山発達史（火山部会）（日本鉱物科学会　共催）
西来邦章＊（産総研・k-nishiki@aist.go.jp）・工藤　崇（産総

研）・大場　司＋・田村芳彦＋・伴　雅雄＋

23．マグマプロセス・サブダクションファクトリ（火山部会・岩
石部会・日本鉱物科学会　共催）
金丸龍夫＊（日大・t-kanama@chs.nihon-u.ac.jp）・ 古川竜太

（産総研）・木村純一＋・伴　雅雄＋・大場　司＋・田村芳彦＋・石
塚　治＋

24．深成岩及び変成岩（岩石部会・日本鉱物科学会　共催）
青矢睦月＊（産総研・aoya.m@aist.go.jp）・加々島慎一（山形

大）・宮本知治＋・亀井淳志＋

25．岩石・鉱物・鉱床学一般（岩石部会・日本鉱物科学会　共催）
石渡　明＊（東北大・geoishw@cneas.tohoku.ac.jp）・土谷信高

（岩手大）・角替敏昭＋

26．情報地質（情報地質部会）ポスターセッションのみ
坂本正徳＊（国学院大・cigma@kokugakuin.ac.jp）・能美洋介

（岡山理科大）

27．環境地質（環境地質部会）
難波謙二（福島大）・風岡　修（千葉環境研）・三田村宗樹

（大阪市大）・田村嘉之 ＊（千葉環境財団・ t a m u r a -
yoshiyuki@pop07.odn.ne.jp）

28．応用地質学一般（応用地質部会）
上野将司＊（応用地質（株）・ueno-shouji@oyonet.oyo.co.jp）・横
田修一郎（島根大）

29．地学教育・地学史（地学教育部会・地学教育委員会共催）
矢島道子＊（東京医科歯科大・pxi02070@nifty.com）

30．第四紀地質（第四紀地質部会）
吉川周作＊（大阪市大・ yoshi@sci.osaka-cu.ac.jp）・白石建雄

（秋田大）・内山　高（山梨環科研）

■講演セッション・世話人一覧■
＊印は，連絡責任者．＋印は鉱物科学会側の世話人
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00

会
場

９
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（
鉱
物
）

ザ
ク
ロ
石
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形
態
と
成
長
量
測
定
．
西
上
原
航
・
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海
光
弘

９
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太
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ife
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ス
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縞
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床
に
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．
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・
高
野
雅
夫
・
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峰
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９
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変
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．
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・
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ッ
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ル
フ
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ク
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・
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政
蔵
９
：
45
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変
成
・
変
形
履
歴
か
ら
推
定
さ
れ
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紋
岩
体
の
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お
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昇
過
程
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．
平
内
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一
・
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口
は
る
か
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騨
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縁
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か
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紋
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体
の
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と
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波
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井
彩
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・
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禎
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隠
岐
島
後
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ン
ラ
ン
岩
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獲
岩
の
微
細
構
造
解
析
．

佐
津
川
貴
子
・
道
林
克
禎
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四
国
中
央
部
三
波
川
帯
東
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石
か
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ら
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岩
体
の
変

形
微
細
構
造
．
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政
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・
道
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克
禎
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45
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の
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．
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光
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．
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ピ
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．
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代
．
芳
川
雅
子
・
新
井
田
清
信

11
：
45

R
2-
03
（
鉱
物
）

固
液
境
界
層
で
の
水
の
移
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
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融
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岬
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．
星
出
隆

志
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＊
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．
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）
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岸
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上
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．
松
冨
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夫
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形
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ら
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地
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．
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．
平
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９
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津
波
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る
沿
岸
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野
上
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．
藤
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弘
・
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p
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20
04
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ス
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沖
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大
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震
に
よ
る
津
波
の
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上
に
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け
る
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動
．
海
津
正
倫
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S
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三
陸
・
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磐
沿
岸
の
津
波
堆
積
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査
．
今
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俊
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・
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達
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・
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・
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強
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45
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水
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．
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・
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．
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彦
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津
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を
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す
．
岡
村

眞
・
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岡
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．
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・
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設
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の
安
山
岩
脈
中
の
F
eに
富
む
カ

ン
ラ
ン
石
．
榎
並
正
樹
・
壷
井
基
裕
・
西
井
　
彩
・
纐

纈
佑
衣

10
：
15

R
3-
06
（
鉱
物
）

京
都
市
北
部
の
ひ
ん
岩
岩
脈
中
の
角
閃
石
か
ん
ら
ん

岩
の
成
因
．
石
丸
聡
子
・
荒
井
章
司
・
田
村
明
弘
・
武

内
美
佑
紀
・
貴
治
康
夫

10
：
30

R
3-
07
（
鉱
物
）

流
体
包
有
物
デ
ー
タ
か
ら
推
定
さ
れ
る
紀
伊
半
島
南

部
地
域
の
熱
水
流
体
の
起
源
．
花
室
孝
広
・
梅
田
浩

司
・
前
田
勝
彦

10
：
45

R
3-
08
（
鉱
物
）

ロ
シ
ア
北
東
部
コ
リ
ヤ
ー
ク
山
地
の
古
生
代
前
期
ウ

ス
チ
ベ
ラ
ヤ
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
：
交
代
作
用
を
受
け
た

ウ
ェ
ッ
ジ
マ
ン
ト
ル
の
鉱
物
学
．
石
渡
　
明
・
町
　
澄

秋
・
早
坂
康
隆
・
L
ed
n
ev
a 
G
al
in
a 
V
.・
S
ok
ol
ov

S
er
g
ey
 D
.・
P
al
an
d
zh
y
an
 S
u
re
n
 A
.・
M
oi
se
ev

A
rt
em
 V
.・
B
az
yl
ev
, B
or
is
 A
.

11
：
00

R
3-
09
（
鉱
物
）

北
部
ベ
ト
ナ
ム
・
レ
ッ
ド
リ
バ
ー
剪
断
帯
に
分
布
す

る
グ
ラ
ニ
ュ
ラ
イ
ト
中
の
ザ
ク
ロ
石
＋
コ
ラ
ン
ダ
ム
＋

石
英
共
生
と
そ
の
評
価
．
中
野
伸
彦
・
小
山
内
康
人

11
：
15

R
3-
10
（
鉱
物
）

ベ
ト
ナ
ム
縦
貫
造
山
帯
の
衝
突
型
変
成
作
用
．
小
山

内
康
人
・
中
野
伸
彦
・
大
和
田
正
明
・
T
ra
n
N
g
oc

N
am
・
宮
本
知
治
・
N
g
u
y
en
 T
h
i 
M
in
h
・
T
ra
n

V
an
 T
ri

11
：
30

R
3-
11
（
鉱
物
）

衝
突
帯
深
部
の
変
成
過
程
，
東
南
極
セ
ー
ル
ロ
ン

ダ
ー
ネ
山
地
中
央
部
の
泥
質
変
成
岩
類
の
例
．
大
和
田

正
明
・
佐
藤
　
彰
・
小
山
内
康
人
・
豊
島
剛
志
・
白
石

和
行
11
：
45

R
3-
12
（
鉱
物
）

ガ
ー
ナ
共
和
国
タ
ク
ワ
金
鉱
山
の
地
質
調
査
速
報
．

金
容
義
・
Je
rr
y 
K
um
・
竹
田
　
知
・
片
山
啓
孜
・
坂

本
泉
・
M
os
es
 K
pe
bu

座
長
：
土
谷
信
高
（
R
3-
01
～
06
），
角
替
敏
昭
（
R
3-

07
～
12
）

般
２
-1
01

（
定
番
）
岩
鉱
一
般
＊



（ ）9

■
9月
20
日
（
土
）
午
前

9：
00

会
場

９
：
15

R
1-
1（
鉱
物
）

東
北
日
本
第
四
紀
火
山
に
お
け
る
安
山
岩
質
マ
グ
マ

の
温
度
・
含
水
量
・
圧
力
の
推
定
．
草
野
哲
也
・
藤
巻

宏
和
・
大
場
　
司

９
：
30

R
1-
2（
鉱
物
）

白
山
火
山
の
ア
ダ
カ
イ
ト
質
岩
石
．
氏
家
　
治
・
真

下
礼
奈

９
：
45

R
1-
3（
鉱
物
）

甲
府
盆
地
北
縁
に
分
布
す
る
火
山
岩
類
の
地
球
化
学

的
時
間
変
化
に
対
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
役

割
．
柴
田
知
之
・
芳
川
雅
子
・
輿
水
達
司

10
：
00

R
1-
4（
鉱
物
）

背
弧
海
盆
拡
大
停
止
後
の
背
弧
地
域
で
の
マ
グ
マ

テ
ィ
ズ
ム
－
伊
豆
小
笠
原
弧
で
の
検
討
－
．
石
塚

治
・
湯
浅
真
人
・
T
ay
lo
r 
R
ex
 N
.

10
：
15

R
1-
5（
鉱
物
）

マ
リ
ア
ナ
弧
N
W
 R
ot
a-
1火
山
の
安
山
岩
マ
グ
マ
．

田
村
芳
彦
・
S
h
aw
・
石
塚
　
治
・
宿
野
浩
司
・
川
畑

博 10
：
30
休
憩

10
：
45

R
1-
6（
鉱
物
）

九
州
～
琉
球
弧
の
火
山
岩
中
に
包
有
す
る
灰
長
石
巨

晶
の
鉱
物
化
学
的
特
徴
と
S
r同
位
体
組
成
．
荒
川
洋

二
・
松
井
智
彰
・
木
股
三
善
・
新
村
太
郎

11
：
00

R
1-
7（
鉱
物
）

玄
武
岩
質
マ
グ
マ
の
組
成
進
化
：
均
質
分
化
と
境
界

層
分
化
の
相
対
的
重
要
性
．
栗
谷
　
豪

11
：
15

R
1-
8（
鉱
物
）

マ
ン
ト
ル
ペ
リ
ド
タ
イ
ト
中
の
不
適
合
元
素
分
布
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
．
平
賀
岳
彦
・
K
o
h
ls
te
d
t

D
av
id

11
：
30

R
1-
9（
鉱
物
）

ス
ラ
ブ
由
来
流
体
相
が
超
臨
界
流
体
で
あ
る
こ
と
の

意
義
．
川
本
竜
彦
・
神
崎
正
美
・
三
部
賢
治
・
松
影
香

子
・
小
野
重
明

11
：
45

R
1-
10
（
鉱
物
）

微
細
な
循
環
物
質
：
炭
素
と
塩
素
を
含
む
微
細
物

質
．
三
浦
保
範
・
田
野
崎
隆
雄
・
高
取
祐
貴
・
末
吉
祐

貴座
長
：
栗
谷
　
豪
（
R
1-
1～
5）
，
柴
田
知
之
（
R
1-
6～

10
）

V
B
L-
セ
ミ
ナ
ー

（
定
番
）
マ
グ
マ
プ
ロ
セ
ス
＊

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

■
M
E
M
O
■



（ ）10

■
9月
20
日
（
土
）
午
後

13
：
00

会
場

13
：
00

O
-1
96

夜
久
野
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
の
起
源
に
つ
い
て
の
再
検

討
．
隅
田
祥
光
・
早
坂
康
隆

13
：
15

R
2-
04
（
鉱
物
）

ソ
ン
・
マ
縫
合
帯
に
産
す
る
角
閃
岩
の
微
量
元
素
組

成
．
宮
本
知
治
・
小
山
内
康
人
・
グ
エ
ン
　
チ
・
ミ

ン
・
中
野
伸
彦
・
大
和
田
正
明
・
チ
ャ
ン
　
ン
ゴ
ッ

ク
・
ナ
ム

13
：
30

O
-1
97

南
ア
ル
プ
ス
鳳
凰
三
山
に
お
け
る
甲
斐
駒
ケ
岳
花
崗

岩
の
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
．
金
　
容
義
・
坂
本
　
泉
・
相
馬

伸
介
13
：
45

O
-1
98

北
上
山
地
，
遠
野
複
合
深
成
岩
体
の
累
帯
構
造
と
全

岩
化
学
組
成
．
御
子
柴
（
氏
家
）
真
澄
・
蟹
澤
聰
史

14
：
00

O
-1
99

西
南
日
本
弧
東
端
に
お
け
る
前
期
白
亜
紀
火
成
活

動
：
朝
日
山
地
，西
朝
日
複
合
塩
基
性
岩
体
の
多
様
性
．

加
々
島
慎
一
・
穴
田
真
一

14
：
15

O
-2
00

領
家
帯
葛
城
ト
ー
ナ
ル
岩
に
見
出
さ
れ
た
後
期
白
亜

紀
の
大
規
模
ア
ダ
カ
イ
ト
質
火
成
活
動
．
西
岡
芳
晴

14
：
30

O
-2
01

西
南
日
本
の
い
わ
ゆ
る
Ｓ
タ
イ
プ
花
崗
岩
に
つ
い

て
．
中
島
　
隆

14
：
45

O
-2
02

隠
岐
島
後
の
S
-t
y
p
e花
崗
岩
類
と
飛
騨
帯
の
ミ
グ
マ

タ
イ
ト
質
花
崗
岩
類
．
加
納
　
隆
・
吉
原
雅
之
・
谷

大
輔

座
長
：
西
岡
芳
晴
（
19
6-
19
8，
R
2-
04
），
隅
田
祥
光

（
19
9-
20
2）

工
資
-1
27

（
定
番
）
深
成
岩
・
変
成
岩
＊

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

13
：
00

O
-1
15

紀
伊
半
島
四
万
十
帯
音
無
川
層
群
砂
岩
の
後
背
地
に

つ
い
て
．
別
所
孝
範
・
中
屋
志
津
男

13
：
15

O
-1
16

堆
積
物
か
ら
見
た
南
部
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
弧
－
弧

衝
突
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
．
久
田
健
一
郎
・
伊
藤
穂
高
・
戸

上
　
愛

13
：
30

O
-1
17

風
化
作
用
と
淘
汰
作
用
に
よ
る
砕
屑
物
組
成
の
改
変

過
程
と
源
岩
組
成
の
復
元
方
法
．
太
田
　
亨

座
長
：
太
田
　
亨
（
11
5-
11
6）
，
野
田
　
篤
（
11
7）

工
資
-2
24

（
定
番
）
砕
屑
物
組
成

13
：
00

O
-6
5

IO
D
P
 E
xp
ed
it
io
n 
31
5,
熊
野
ト
ラ
フ
海
域
か
ら
掘

削
さ
れ
た
堆
積
物
の
帯
磁
率
異
方
性
．
金
松
敏
也
・

P
ar
es
 
Jo
se
p
・
芦
寿
一
郎
・
L
al
le
m
an
t

S
ie
g
fr
ie
d
・
眞
砂
英
樹
・
IO
D
P
 E
x
p
ed
it
io
n
31
5乗

船
研
究
者
一
同

13
：
15

O
-6
6

L
og
g
in
g
-w
h
ile
-d
ri
lli
n
g
で
明
ら
か
に
な
っ
た
熊
野

海
盆
南
縁
部
IO
D
P
 S
it
e 
C
00
02
の
層
序
と
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
の
産
状
．
斎
藤
実
篤
・
宮
川
歩
夢
・
木
下

正
高
・
ハ
ロ
ル
ド
ト
ビ
ン
・
IO
D
P
第
31
4次
研
究
航

海
乗
船
研
究
者

13
：
30

O
-6
7

ビ
ト
リ
ナ
イ
ト
反
射
率
に
よ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発

生
帯
掘
削
コ
ア
（
E
x
p
31
6）
の
古
地
温
環
境
と
分
析

手
法
．
坂
口
有
人
・
IO
D
P
 E
x
p
.3
16
乗
船
研
究
者
一

同
IO
D
P
 E
xp
.3
16
乗
船
研
究
者
一
同

13
：
45

O
-6
8

南
海
掘
削
ス
テ
ー
ジ
１
A
，
E
x
p
ed
it
io
n
 3
16
に
お

け
る
コ
ア
試
料
物
性
計
測
結
果
の
概
要
―
特
に
間
隙

率
，
密
度
に
つ
い
て
―
．
堤
昭
人
・
G
o
ld
s
b
y

D
av
id
・
H
ar
ri
s 
R
ob
er
t・
Ji
an
g
 T
ao
・
K
n
u
th

M
at
t・
L
ou
is
 L
au
re
n
t・
E
x
p
ed
it
io
n
 3
14
-3
16
 研

究
者
14
：
00

O
-6
9

南
海
掘
削
ス
テ
ー
ジ
１
Ａ
の
コ
ア
試
料
に
よ
る
非
弾

性
ひ
ず
み
測
定
の
速
報
結
果
．
林
為
人
・
B
y
rn
e

T
im
o
th
y
・
堤
　
昭
人
・
坂
口
有
人
・
IO
D
P

E
xp
ed
it
io
n 
31
5 
&
 3
16
 乗
船
研
究
者
一
同

14
：
15

O
-7
0

掘
削
地
点
C
00
01
お
よ
び
C
00
02
に
お
け
る
断
層
運

動
像
．
金
川
久
一
・
ル
イ
ス
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
バ
ー
ン

テ
ィ
モ
シ
ー
・
フ
ァ
マ
ン
　
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ベ
ー
ル
マ

ン
　
ヤ
ン
・
IO
D
P
第
31
5研
究
航
海
乗
船
研
究
者

14
：
30

O
-7
1

IO
D
P
 E
x
p
ed
it
io
n
 3
15
,3
16
航
海
で
採
取
さ
れ
た

黒
色
断
層
物
質
の
熱
履
歴
解
析
お
よ
び
化
学
分
析
．
濱

田
洋
平
・
廣
野
哲
朗
・
三
島
稔
明
・
石
川
剛
志
・
谷
水

雅
治
・
氏
家
恒
太
郎
・
池
原
実
・
IO
D
P
 E
x
p
ed
it
io
n

31
5&
31
6 
乗
船
研
究
者
一
同

14
：
45

O
-7
2

IO
D
P
 E
x
p
ed
it
io
n
 3
16
航
海
で
採
取
さ
れ
た
付
加

体
堆
積
物
の
高
速
剪
断
す
べ
り
挙
動
．
廣
瀬
丈
洋
・
谷

川
亘
・
林
為
人
・
徐
　
垣
・
廣
野
哲
朗
・
IO
D
P

E
xp
ed
it
io
n 
31
6 
乗
船
研
究
者
一
同

座
長
：
廣
瀬
丈
洋
（
65
-6
8）
，
堤
昭
人
（
69
-7
2）

工
資
-3
21

（
ト
ピ
ッ
ク
）
南
海
ト
ラ
フ

13
：
00

O
-4
3

南
中
国
三
峡
地
域
の
地
層
に
保
存
さ
れ
た
S
r同
位
体

比
変
動
か
ら
読
み
と
る
エ
デ
ィ
ア
カ
ラ
紀
の
表
層
環
境

変
動
．
澤
木
佑
介
・
田
畑
美
幸
・
小
宮
　
剛
・
丸
山
茂

徳
・
平
田
岳
史

13
：
15

O
-4
4

南
中
国
、
エ
デ
ィ
ア
カ
ラ
紀
炭
酸
塩
岩
の
高
解
像
度

炭
素
・
酸
素
同
位
体
化
学
層
序
．
田
畑
美
幸
・
上
野
雄

一
郎
・
石
川
智
子
・
澤
木
佑
介
・
小
宮
　
剛
・
吉
田
尚

弘
・
丸
山
茂
徳

13
：
30

O
-4
5

新
原
生
代
後
期
の
溶
存
有
機
炭
素
リ
ザ
ー
バ
ー
と
造

礁
動
物
の
進
化
．
狩
野
彰
宏
・
東
郷
徹
宏
・
國
光
陽

子
・
王
偉

13
：
45

O
-4
6

海
洋
酸
素
濃
度
や
栄
養
成
分
濃
度
変
化
と
生
命
進

化
．
小
宮
　
剛
・
志
村
　
崇

14
：
00

O
-4
7

原
生
代
後
期
、
南
中
国
W
en
g
’a
n
地
域
の
微
化
石

の
生
層
序
と
微
小
化
学
分
析
．
村
上
一
輝
・
小
宮

剛
・
平
田
岳
史
・
澤
木
佑
介

14
：
15

O
-4
8

中
国
雲
南
省
澄
江
（
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ン
）
地
域
の
最
上

部
エ
デ
ィ
ア
カ
ラ
系
－
最
下
部
カ
ン
ブ
リ
ア
系
S
S
F

（
S
m
al
l 
S
h
el
ly
 F
os
si
ls
）
化
石
層
序
．
佐
藤
友
彦
・

磯
闢
行
雄
・
小
宮
　
剛
・
丸
山
茂
徳

14
：
30

O
-4
9

南
中
国
・
四
川
省
朝
天
に
お
け
る
ペ
ル
ム
紀
中
-後

期
（
G
-L
）
境
界
の
層
序
．
斎
藤
誠
史
・
磯
闢
行
雄
・

姚
　
建
新
・
紀
　
戦
勝

14
：
45

O
-5
0

白
亜
紀
後
期
の
二
酸
化
炭
素
に
富
む
コ
マ
チ
ア
イ
ト

の
噴
火
：
表
層
環
境
変
動
の
引
き
金
に
な
り
得
る
か
？

清
水
健
二

座
長
：
清
水
健
二
（
43
-4
6）
，
澤
木
佑
介
（
47
-5
0）

工
資
-3
20

（
ト
ピ
ッ
ク
）
進
化
と
絶
滅
史

13
：
45

O
-1
29

ベ
ト
ナ
ム
・
メ
コ
ン
デ
ル
タ
沿
岸
，
バ
ー
ド
ン
海
岸

に
お
け
る
中
潮
差
海
浜
地
形
の
変
化
と
現
行
堆
積
過

程
．
洞
口
圭
史
・
田
村
亨
・
七
山
太
・
T
a 
T
h
i 
K
im

O
an
h・
渡
辺
和
明
・
N
gu
ye
n 
T
hi
 M
on
g 
L
an
・
村

上
文
敏
・
N
gu
ye
n 
V
an
 L
ap
・
斎
藤
文
紀
・
立
石
雅

昭 14
：
00

O
-1
30

砂
質
干
潟
に
お
け
る
泥
質
堆
積
物
の
堆
積
プ
ロ
セ

ス
：
千
葉
県
中
部
小
櫃
川
河
口
．
西
田
尚
央
・
伊
藤
慎

14
：
15

O
-1
31

流
速
の
“
空
白
”
が
ウ
ェ
ー
ブ
リ
ッ
プ
ル
の
形
態
と

移
動
に
与
え
る
影
響
．
山
口
直
文
・
関
口
秀
雄

14
：
30

O
-1
32

房
総
半
島
鮮
新
統
清
澄
層
の
シ
ー
ト
状
砂
岩
の
累
重

様
式
．
浦
本
豪
一
郎
・
伊
藤
　
慎

14
：
45

O
-1
33

広
域
的
な
露
光
率
分
布
か
ら
見
た
天
竜
川
ー
遠
州
灘

に
お
け
る
砂
粒
子
の
運
搬
過
程
．
白
井
正
明
・
劉
海

江
・
高
川
智
博
・
岸
本
　
瞬
・
佐
藤
愼
司

座
長
：
小
松
原
純
子
（
12
9-
13
3）

（
定
番
）
堆
積
作
用
・
堆
積
過
程



（ ）11

■
9月
20
日
（
土
）
午
後

13
：
00

会
場

13
：
00

O
-1
46

U
-P
b
年
代
測
定
法
の
現
世
付
加
体
へ
の

適
用
へ
向
け
て
．
柴
田
伊
廣
・
折
橋
裕
二
・

山
本
由
弦
・
木
下
正
高

13
：
15

O
-1
47

深
度
2-
3k
m
領
域
に
お
け
る
プ
レ
ー
ト
境

界
断
層
の
変
形
．
山
本
由
弦
・
山
口
は
る

か
・
亀
田
　
純
・
千
葉
淳
一

13
：
30

O
-1
48

赤
石
山
地
南
部
，
四
万
十
帯
白
根
層
群
に

み
ら
れ
る
二
つ
の
タ
イ
プ
の
メ
ラ
ン
ジ
ュ
．

村
松
　
武

13
：
45

O
-1
49

足
尾
帯
南
西
部
黒
保
根
―
桐
生
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
の
変
形
構
造
と
混
在
岩
．
鎌
田
祥

仁
・
久
布
白
健
太
郎

14
：
00

O
-1
50

美
濃
帯
，
舟
伏
山
ユ
ニ
ッ
ト
の
緑
色
岩
類

の
変
形
構
造
か
ら
推
察
さ
れ
る
海
山
付
加
過

程
．
原
　
勝
宏
・
狩
野
謙
一

14
：
15

O
-1
51

沈
み
込
み
帯
に
お
け
る
チ
ャ
ー
ト
層
の
続

成
・
脱
水
と
変
形
の
関
係
　
―
美
濃
帯
犬
山

地
域
よ
り
―
．
小
林
今
日
子
・
山
口
飛
鳥
・

木
村
　
学

14
：
30

O
-1
52

地
質
断
面
図
の
３
種
：
付
加
体
に
お
け
る

例
と
エ
ク
シ
ュ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
へ
の

適
用
．
小
川
勇
二
郎
・
森
　
良
太

座
長
：
鎌
田
祥
仁
（
14
6-
14
8）
，
山
本
由
弦

（
14
9-
15
2）

般
１
-3
02

（
定
番
）
付
加
体

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

13
：
15

O
-9
7

南
東
太
平
洋
S
it
e1
23
7の
新
生
代
珪
藻
化

石
層
序
に
み
る
中
期
更
新
世
事
変
．
岩
井
雅

夫 13
：
30

O
-9
8

関
東
平
野
，
多
摩
丘
陵
西
部
の
鮮
新
-更

新
統
の
古
地
磁
気
層
序
．
植
木
岳
雪

13
：
45

O
-9
9

千
葉
県
銚
子
地
域
に
分
布
す
る
犬
吠
層
群

の
浮
遊
性
有
孔
虫
生
層
序
（
予
報
）．
中
満

隆
博
・
林
　
広
樹
・
北
村
敦
史
・
栗
原
行

人
・
田
中
裕
一
郎

14
：
00

O
-1
00

宮
崎
層
群
と
の
テ
フ
ラ
対
比
か
ら
み
た
津

房
川
層
の
堆
積
年
代
．
里
口
保
文

14
：
15

O
-1
01

房
総
半
島
鴨
川
地
域
川
谷
ル
ー
ト
に
お
け

る
安
房
層
群
木
の
根
層
の
浮
遊
性
有
孔
虫
生

層
序
．
林
　
広
樹
・
吉
田
達
哉
・
高
橋
雅
紀

14
：
30

O
-1
02

双
葉
層
群
お
よ
び
久
慈
層
群
の
シ
ー
ケ
ン

ス
層
序
学
的
対
比
．
照
井
一
明
・
鈴
木
　
直

座
長
：
里
口
保
文
（
97
-9
9）
，
植
木
岳
雪

（
10
0-
10
2）

般
１
-3
05

（
定
番
）
年
代
層
序

13
：
00

O
-1
3

地
下
地
質
環
境
と
地
層
処
分
－
地
下
空
間

利
用
に
伴
う
地
下
地
質
環
境
の
変
化
と
影

響
－
．
吉
田
英
一

13
：
15

O
-1
4

北
海
道
北
部
，
幌
延
地
域
の
珪
質
泥
岩
中

に
お
け
る
割
れ
目
の
発
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
岩

盤
透
水
係
数
の
深
度
依
存
性
と
の
関
係
．
石

井
英
一
・
舟
木
泰
智

13
：
30

O
-1
5

阿
寺
断
層
の
形
成
史
解
析
－
断
層
・
割
れ

目
形
態
お
よ
び
充
填
鉱
物
を
用
い
た
試

み
－
．
長
友
晃
夫
・
吉
田
英
一

13
：
45

O
-1
6

ヘ
リ
ウ
ム
同
位
体
は
伏
在
活
断
層
を
検
出

す
る
た
め
の
指
標
と
な
り
得
る
か
？
　
梅
田

浩
司
・
二
ノ
宮
　
淳

14
：
00

O
-1
7

ス
イ
ス
モ
ン
テ
リ
サ
イ
ト
の
炭
素
安
定
同

位
体
比
分
布
．
中
田
英
二
・
メ
ー
ダ
ー
　
ウ

ル
ス
14
：
15

O
-1
8

天
然
現
象
に
対
す
る
深
部
地
質
環
境
の
応

答
：
北
海
道
北
部
，
幌
延
地
域
を
事
例
と
し

た
地
下
水
の
流
動
状
態
の
長
期
的
変
遷
．
新

里
忠
史

14
：
30

O
-1
9

火
山
・
マ
グ
マ
活
動
長
期
安
定
性
の
将
来

予
測
と
地
層
処
分
：
現
状
と
今
後
の
課
題
．

高
橋
正
樹

14
：
45

O
-2
0

地
球
科
学
の
研
究
成
果
の
放
射
性
廃
棄
物

地
層
処
分
安
全
評
価
へ
の
反
映
．
川
村

淳
・
大
井
貴
夫
・
牧
野
仁
史
・
江
橋
　
健
・

河
内
　
進

座
長
：
渡
部
芳
夫
（
13
-1
6）
，
吉
田
英
一

（
17
-2
0）

般
１
-4
05

（
ト
ピ
ッ
ク
）
地
下
地
質
環
境

13
：
00

O
-2
17

C
H
IM
E
年
代
測
定
に
お
け
る
鉛
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
測
定
法
の
検
討
．
加
藤
丈

典
・
鈴
木
和
博

13
：
15

O
-2
18

マ
リ
ア
ナ
前
弧
の
蛇
紋
岩
海
山
群
－
よ
こ

す
か
　
Y
K
08
-0
8航
海
L
eg
 1
の
成
果
－
．

前
川
寛
和
・
吉
田
尚
悟
・
横
瀬
久
芳
・
佐
藤

創
・
F
ry
er
P
at
ri
ci
a

13
：
30

O
-2
19

朝
日
山
地
の
花
崗
岩
類
の
岩
石
学
的
特
徴

と
火
成
活
動
．
小
笠
原
正
継
・
小
島
秀
康
・

藤
本
幸
雄
・
水
落
幸
広
・
朝
日
団
体
研
究
グ

ル
ー
プ

13
：
45

O
-2
20

オ
マ
ー
ン
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
中
の
斜
長
花

崗
岩
類
の
全
岩
化
学
組
成
の
特
徴
．
土
谷
信

高
・
宮
下
純
夫
・
足
立
佳
子

14
：
00

O
-2
21

一
の
目
潟
に
産
す
る
角
閃
石
含
有
捕
獲
岩

の
鉱
物
の
S
r同
位
体
組
成
．
山
元
正
継
・

武
田
理
香

14
：
15

O
-2
22

マ
ン
ト
ル
同
位
体
不
均
質
の
起
源
と
地
球

規
模
の
物
質
分
化
・
循
環
の
制
約
．
岩
森

光座
長
：
石
渡
　
明
（
21
7-
22
2）

般
２
-1
01

（
定
番
）
岩
鉱
一
般
＊

13
：
30

O
-1
81

北
海
道
中
央
部
，
勇
払
油
ガ
ス
田
を
胚
胎

す
る
滝
の
上
期
火
山
岩
類
の
岩
石
化
学
的
特

徴
と
背
弧
海
盆
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
．
岡
村

聡
・
八
幡
正
弘
・
西
戸
裕
嗣
・
指
宿
敦
志
・

横
井
　
悟

13
：
45

O
-1
82

島
弧
深
成
岩
マ
グ
マ
の
累
進
的
酸
化
－
ケ

イ
長
質
マ
グ
マ
溜
ま
り
へ
注
入
す
る
高
S
O
2

苦
鉄
質
マ
グ
マ
．
山
口
佳
昭

14
：
00

O
-1
83

朝
鮮
半
島
に
分
布
す
る
白
亜
紀
か
ら
古
第
三

期
の
花
崗
岩
質
マ
グ
マ
活
動
の
起
原
と
時
空

間
進
化
．
パ
ク
　
テ
ホ
・
岩
森
　
光
・
折
橋

裕
二
・
左
　
容
周
・
權
　
盛
澤

14
：
15

O
-1
84

沈
み
込
み
帯
形
成
初
期
に
お
け
る
島
弧
火
成

活
動
の
特
徴
―
小
笠
原
母
島
離
島
火
山
岩
類

の
全
岩
主
要
・
微
量
元
素
組
成
か
ら
の
考

察
．
金
山
恭
子
・
海
野
　
進
・
石
塚
　
治

14
：
30

O
-1
85

オ
マ
ー
ン
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
北
部
に
お
け
る

モ
ホ
遷
移
帯
の
地
域
変
化
と
海
嶺
セ
グ
メ
ン

ト
構
造
と
の
関
係
．
橋
本
瑛
久
・
足
立
佳

子
・
宮
下
純
夫

14
：
45

O
-1
86

オ
マ
ー
ン
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
北
部
V
1噴
出

岩
層
の
岩
石
学
的
特
徴
－
特
に
海
嶺
セ
グ
メ

ン
ト
構
造
と
の
関
係
に
つ
い
て
－
．
草
野
有

紀
・
宮
下
純
夫
・
海
野
　
進

座
長
：
金
丸
龍
夫
（
18
1-
18
3）
，
古
川
邦
之

（
18
4-
18
6）

V
B
L-
セ
ミ
ナ
ー

（
定
番
）
マ
グ
マ
プ
ロ
セ
ス
＊



（ ）12

■
9月
21
日
（
日
）
午
前

9：
00

会
場

９
：
00
韓
国
地
質
学
会
長
よ
り

９
：
05

S
-3
9

（
招
待
講
演
）
C
u
rr
en
t 
ac
ti
v
it
ie
s 
to
w
ar
d
s 
th
e

IO
D
P
 p
ro
g
ra
m
 b
y
 K
or
ea
n
 s
ci
en
ti
st
s 
an
d

fu
tu
re
 s
co
p
e 
fo
r 
jo
in
t 
K
or
ea
-J
ap
an
 o
ce
an

dr
ill
in
g．
Y
ou
ng
-J
oo
 L
ee

９
：
25

S
-4
0

（
招
待
講
演
）
O
ri
gi
n 
an
d 
D
ev
el
op
m
en
t 
of
 t
he

no
rt
he
rn
 O
ki
na
w
a 
T
ro
ug
h．
Ji
n 
H
o 
K
im

９
：
45

S
-4
1

過
去
42
,0
00
年
間
の
東
シ
ナ
海
北
部
の
環
境
変
動
．

川
幡
穂
高

10
：
05

S
-4
2

千
年
ス
ケ
ー
ル
の
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
変
動
の
開
始

と
時
代
変
化
．
多
田
隆
治

10
：
25

S
-4
3

（
招
待
講
演
）
沖
縄
ト
ラ
フ
中
軸
部
の
構
造
と
発
達

史
概
説
．
松
本
　
剛
・
新
城
竜
一
・
木
村
政
昭
・
金
城

文
乃
・
金
　
鎭
浩

10
：
45

S
-4
4

（
招
待
講
演
）
S
tr
u
ct
u
re
 o
f 
th
e 
n
or
th
ea
st
er
n

E
as
t 
C
h
in
a 
S
ea
 S
h
el
f 
b
as
in
 a
n
d
 a
d
ja
ce
n
t

O
k
in
aw
a 
T
ro
u
g
h
 r
eg
io
n
: 
p
re
lim
in
ar
y
 r
es
u
lt
s

of
 m
u
lt
i-c
h
an
n
el
 s
ei
sm
ic
 d
at
a 
in
te
rp
re
ta
ti
on
．

A
y
se
 G
u
n
g
or
, 
G
w
an
g
 H
. 
L
ee
, 
H
y
u
n
 C
. 
H
an
,

M
oo
 H
. K
an
g,
 J
in
 H
. K
im

11
：
05

S
-4
5

19
93
年
北
海
道
南
西
沖
地
震
の
震
源
域
に
お
け
る
海

底
地
盤
変
状
の
経
年
変
化
．
竹
内
　
章
・
上
嶋
正
人
・

三
輪
哲
也
・
根
本
　
卓
・
千
葉
　
元
・
鮑
巴
達
拉
胡
・

吉
田
加
奈
子
・
松
本
恭
平

11
：
25

S
-4
6

沈
み
込
み
帯
に
お
け
る
大
陸
地
殻
の
形
成
：
サ
ヌ
キ

ト
イ
ド
vs
 ト
ー
ナ
ラ
イ
ト
．
巽
　
好
幸

11
：
45
総
合
討
論

座
長
：
川
幡
穂
高
（
39
-4
1）
，
L
E
E
, 
Y
ou
n
g
-J
oo

（
42
-4
4）
，
松
本
　
剛
（
45
-4
6）

工
資
-3
21

（
シ
ン
ポ
）
日
韓
合
同
深
海
掘
削
シ
ン
ポ

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

９
：
00
趣
旨
説
明
．
世
話
人

９
：
05

S
-2
3

日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
　
―
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

―
．
渡
辺
真
人

９
：
25

S
-2
4

大
学
の
野
外
巡
検
か
ら
み
た
ジ
オ
パ
ー
ク
．
高
木
秀

雄 ９
：
45

S
-2
5

（
招
待
講
演
）
山
陰
・
島
根
ジ
オ
パ
ー
ク
実
現
に
向

け
た
島
根
大
学
の
取
り
組
み
．
赤
坂
正
秀
・
高
須

晃
・
林
　
広
樹

10
：
05

S
-2
6

地
方
大
学
と
ジ
オ
パ
ー
ク
―
茨
城
大
学
に
お
け
る
こ

こ
ろ
み
―
．
天
野
一
男

10
：
25

S
-2
7

地
質
情
報
の
活
用
に
よ
る
商
品
開
発
―
化
石
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
，
世
界
遺
産
屋
久
島
ポ
ス
タ
ー
及
び
屋
久
島
地

質
図
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
例
．
斎
藤
　
眞
・
利
光
誠
一
・
小
笠

原
正
継
・
森
尻
理
恵
・
下
司
信
夫
・
青
木
正
博
・
井
川

敏
恵
・
長
森
英
明
・
古
谷
美
智
明
・
大
熊
洋
子
・
中
島

和
敏
・
川
畑
　
晶

10
：
45

S
-2
8

秋
田
ま
る
ご
と
地
球
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
．
佐
々
木
詔
雄

11
：
05

S
-2
9

糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
域
振
興
活
動
と
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
へ
の
期
待
．
竹
之
内
耕
・
宮
島
　
宏
・
茨
木
洋

介 11
：
25
総
合
討
論

座
長
：
斎
藤
　
眞
（
23
-2
6）
，
渡
辺
真
人
（
27
-2
9）
，

天
野
一
男
（
総
合
討
論
）

般
１
-3
05

（
シ
ン
ポ
）
ジ
オ
パ
ー
ク

10
：
00

O
-2
23

20
08
年
５
月
千
葉
県
で
観
測
さ
れ
た
長
周
期
地
震

動
．
加
藤
晶
子
・
酒
井
　
豊
・
楠
田
　
隆

10
：
15

O
-2
24

房
総
半
島
で
観
測
さ
れ
た
や
や
短
周
期
地
震
動
に
関

す
る
検
討
．
酒
井
　
豊
・
楠
田
　
隆
・
加
藤
晶
子
・
山

本
真
理

10
：
30

O
-2
25

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
地
震
動
の
検
証
－
中
越
沖

地
震
時
の
飯
綱
町
の
事
例
－
．
富
樫
　
均
・
畑
中
健
一

郎 10
：
45

O
-2
26

地
下
水
位
・
地
盤
沈
下
観
測
井
に
現
れ
た
遠
地
地
震

の
影
響
．
香
川
　
淳
・
古
野
邦
雄
・
楠
田
　
　
隆
・
酒

井
　
豊

11
：
00

O
-2
27

19
87
年
千
葉
県
東
方
沖
地
震
時
の
旧
河
道
埋
立
層
中

に
見
ら
れ
る
液
状
化
－
流
動
化
現
象
－
香
取
市
石
納
で

の
高
密
度
貫
入
試
験
と
ト
レ
ン
チ
調
査
か
ら
－
．
風
岡

修
・
佐
藤
光
男
・
古
野
邦
雄
・
原
雄
・
香
村
一
夫
・
笠

原
豊
・
楠
田
　
隆
・
楡
井
　
久
・
酒
井
　
豊
・
佐
藤
賢

司
・
吉
田
　
剛

11
：
15

O
-2
28

画
像
判
読
に
よ
る
地
表
変
位
地
形
抽
出
の
可
能
性
．

小
荒
井
衛
・
中
埜
貴
元
・
天
野
一
男

11
：
30

O
-2
29

宮
城
県
大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
寒
湯
地
区
の
陥
没
現

象
．
川
辺
孝
幸

座
長
：
風
岡
　
修
（
22
3-
22
6）
，
富
樫
　
均
（
22
7-
22
9）

般
１
-4
05

（
定
番
）
環
境
地
質



（ ）13

■
9月
21
日
（
日
）
午
後

14
：
00

会
場

14
：
00

O
-2
03

東
南
極
ド
ロ
ン
イ
ン
グ
モ
ー
ド
ラ
ン
ド
・
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地
に
分

布
す
る
変
成
超
苦
鉄
質
岩
複
合
岩
体
の
変
成
作
用
．
小
山
内
康
人
・
豊
島
剛

志
・
馬
場
壮
太
郎
・
外
田
智
千
・
中
野
伸
彦
・
足
立
達
朗

14
：
15

O
-2
04

東
南
極
ド
ロ
ン
イ
ン
グ
モ
ー
ド
ラ
ン
ド
東
部
の
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地

中
央
部
に
お
け
る
大
構
造
と
変
形
作
用
．
豊
島
剛
志
・
小
山
内
康
人
・
馬
場

壮
太
郎
・
外
田
智
千
・
中
野
伸
彦
・
足
立
達
郎

14
：
30

O
-2
05

東
南
極
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地
中
央
部
に
産
す
る
高
度
変
成
岩
類
に
お

け
る
複
変
成
イ
ベ
ン
ト
分
離
の
試
み
．
外
田
智
千
・
足
立
達
朗
・
中
野
伸

彦
・
小
山
内
康
人
・
豊
島
剛
志
・
馬
場
壮
太
郎

14
：
45

O
-2
06

東
南
極
・
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地
ア
ウ
ス
ト
カ
ン
パ
ー
ネ
地
域
南
部
に

分
布
す
る
炭
酸
塩
岩
の
成
因
．
中
野
伸
彦
・
小
山
内
康
人
・
外
田
智
千
・
豊

島
剛
志
・
馬
場
壮
太
郎
・
足
立
達
朗

15
：
00

O
-2
07

東
南
極
，
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地
ブ
ラ
ト
ニ
ー
パ
ネ
地
域
に
お
け
る
変

成
作
用
．
馬
場
壮
太
郎
・
豊
島
剛
志
・
小
山
内
康
人
・
中
野
伸
彦
・
足
立
達

朗
・
外
田
智
千

15
：
15

O
-2
08

東
南
極
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地
・
ブ
ラ
ッ
ト
ニ
ー
パ
ネ
に
産
す
る
珪
長

質
斜
方
輝
石
片
麻
岩
と
珪
長
質
角
閃
石
黒
雲
母
片
麻
岩
と
の
成
因
的
関
係
．

足
立
達
朗
・
小
山
内
康
人
・
豊
島
剛
志
・
馬
場
壮
太
郎
・
外
田
智
千
・
中
野

伸
彦
15
：
30

O
-2
09

南
極
，
昭
和
基
地
付
近
の
グ
ラ
ニ
ュ
ラ
イ
ト
相
変
成
地
域
に
産
出
す
る
火

成
紅
柱
石
．
廣
井
美
邦
・
本
吉
洋
一
・
外
田
智
千
・
白
石
和
行

15
：
45

R
2-
05
（
鉱
物
）

東
南
極
リ
ュ
ッ
ツ
オ
ホ
ル
ム
岩
体
ル
ン
ド
ボ
ー
グ
ス
ヘ
ッ
タ
産
グ
ラ
ニ
ュ

ラ
イ
ト
の
ザ
ク
ロ
石
斑
状
変
晶
中
の
大
隅
石
，
ス
ピ
ネ
ル
＋
石
英
包
有
物
．

川
嵜
智
佑
・
中
野
伸
彦
・
小
山
内
康
人

16
：
00

R
2-
06
（
鉱
物
）

イ
ン
ド
東
ガ
ー
ト
帯
の
S
H
R
IM
P
年
代
：
東
ガ
ー
ト
／
ラ
イ
ナ
ー
帯
と
の

関
係
．
B
os
e 
Sa
nk
ar
・
有
馬
　
眞
・
D
un
kl
ey
 D
an
ie
l

16
：
15

R
2-
07
（
鉱
物
）

P
re
-2
.9
 G
a 
ch
ar
n
oc
k
it
e 
m
ag
m
at
ic
 e
v
en
ts
 i
n
 t
h
e 
N
te
m

co
m
p
le
x
-C
on
g
o 
cr
at
on
, 
re
co
rd
ed
 b
y
/f
ro
m
 S
H
R
IM
P
 z
ir
co
n

ge
oc
hr
on
ol
og
y．
T
ak
am
 T
al
la
・
A
ri
m
a 
M
ak
ot
o・
D
un
kl
ey
 D
an
ie
l

16
：
30

R
2-
08
（
鉱
物
）

P
et
ro
lo
gi
ca
l 
ev
ol
ut
io
n 
of
 t
he
 s
ou
th
er
n 
pa
rt
 o
f 
R
an
ot
sa
ra
 S
he
ar

Z
on
e,
 
M
ad
ag
as
ca
r 
d
u
ri
n
g
 
th
e 
P
an
-A
fr
ic
an
 
ev
en
t：

m
et
am
or
p
h
is
m
 
an
d
 
m
el
t/
fl
u
id
-r
oc
k
 
in
te
ra
ct
io
n
．

R
A
K
O
T
O
N
A
N
D
R
A
S
A
N
A
 N
ir
ih
aj
a 
O
th
on
 T
h
ie
rr
y
 ・
A
R
IM
A

M
ak
ot
o

16
：
45

O
-2
10

中
国
雲
南
省
・
三
江
地
域
（
ツ
ァ
ン
シ
ャ
ン
山
地
）
に
分
布
す
る
苦
鉄
質

変
成
岩
類
の
変
成
作
用
．
米
村
和
紘
・
小
山
内
康
人
・
中
野
伸
彦
・
大
和
田

正
明
・
馬
場
壮
太
郎

座
長
：
柚
原
雅
樹
（
20
3-
20
6）
，
亀
井
淳
志
（
20
7-
20
9，
R
2-
05
），
外
田
智

千
（
R
2-
06
～
08
，
21
0）

工
資
-1
27

（
定
番
）
深
成
岩
・
変
成
岩
＊

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

14
：
00

O
-1
22

北
海
道
北
部
地
域
幌
延
町
に
分
布
す
る
下
部
更
新
統
更
別
層
の
シ
ー
ケ
ン

ス
層
序
．
北
沢
俊
幸
・
重
野
聖
之
・
小
板
橋
重
一
・
宮
坂
省
吾
・
新
里
忠

史
・
保
柳
康
一

14
：
15

O
-1
23

東
ア
ジ
ア
東
縁
部
の
前
期
白
亜
紀
堆
積
盆
の
堆
積
サ
イ
ク
ル
．
坂
井
卓
・

太
田
亨
・
平
野
弘
道
・
田
中
智
史
・
相
田
和
明
・
り
　
が
ん

14
：
30

O
-1
24

新
潟
県
新
津
丘
陵
と
そ
の
周
辺
に
分
布
す
る
鮮
新
統
椎
谷
層
相
当
層
（
金

津
層
）
の
タ
ー
ビ
ダ
イ
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
遷
と
海
水
準
変
動
．
保
柳
康
一
・

井
藤
理
一
郎
・
熊
田
祐
子
・
小
平
千
尋
・
磯
野
　
大
・
荒
戸
裕
之

14
：
45

O
-1
25

横
ず
れ
断
層
に
よ
る
堆
積
盆
の
後
退
と
周
期
的
な
岩
相
変
化
：
四
国
中
央

部
の
和
泉
層
群
．
野
田
　
篤
・
利
光
誠
一

15
：
00

O
-1
26

琉
球
弧
に
沿
う
始
新
世
四
万
十
帯
の
堆
積
相
と
堆
積
シ
ス
テ
ム
．
福
田
泰

英 15
：
15

O
-1
27

各
種
堆
積
盆
の
沈
降
パ
タ
ー
ン
と
マ
ス
バ
ラ
ン
ス
論
に
基
づ
く
堆
積
シ
ス

テ
ム
累
重
・
堆
積
盆
埋
積
様
式
の
類
型
化
．
高
野
　
修
・
ヘ
ラ
ー
　
ポ
ー

ル
・
シ
ェ
　
シ
ャ
ン
ヤ
ン

15
：
30

O
-1
28

小
規
模
な
海
進
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
海
浜
堆
積
物
中
の
泥
層
：
大
分
県

中
津
地
域
の
例
．
中
条
武
司
・
山
下
翔
太

座
長
：
中
条
武
司
（
12
2-
12
4）
，
北
沢
俊
幸
（
12
5-
12
8）

工
資
-2
24

（
定
番
）
堆
積
相
と
堆
積
シ
ス
テ
ム

14
：
00

O
-1
03

C
O
ra
l 
R
E
ef
 F
ro
n
t（
C
O
R
E
F
）
計
画
の
紹
介
．
井
龍
康
文
・
松
田
博

貴
・
町
山
栄
章
・
W
er
n
er
 E
. 
P
ill
er
・
T
er
re
n
ce
 M
. 
Q
u
in
n
・
M
ar
ia

M
ut
ti

14
：
15

O
-1
04

北
西
太
平
洋
の
海
山
か
ら
採
取
さ
れ
た
炭
酸
塩
岩
の
組
成
の
時
代
変
遷
と

そ
の
要
因
．
高
柳
栄
子
・
井
龍
康
文
・
尾
田
太
良
・
佐
藤
時
幸
・
千
代
延

俊
・
西
村
　
昭
・
中
澤
　
努
・
塩
川
　
智

14
：
30

O
-1
05

最
終
氷
期
終
了
後
の
ベ
ー
リ
ン
グ
海
に
お
け
る
生
物
生
産
の
十
年
規
模
変

動
．
板
木
拓
也
・
香
月
興
太
・
内
田
昌
男
・
K
h
im
  
B
oo
-K
eu
n
・
多
田
隆

治 14
：
45

O
-1
06

下
北
東
方
沖
IO
D
P
 C
K
06
-0
6 
C
90
2-
90
01
C
に
お
け
る
底
生
有
孔
虫
群
集

の
層
位
分
布
（
概
報
）．
長
谷
川
四
郎
・
内
田
淳
一
・
大
井
剛
志
・
尾
田
太

良
・
堂
満
華
子
・
西
　
弘
嗣

15
：
00

O
-1
07

底
生
有
孔
虫
群
集
か
ら
み
た
最
終
氷
期
以
降
に
お
け
る
日
本
海
南
部
の
上

部
漸
深
海
帯
の
環
境
変
化
．
大
井
剛
志
・
内
田
淳
一
・
板
木
拓
也
・
長
谷
川

四
郎
15
：
15

O
-1
08

第
四
紀
深
海
底
堆
積
物
に
記
録
さ
れ
た
水
銀
含
有
量
と
気
候
変
動
の
関

係
．
小
島
　
淳
・
北
　
逸
郎
・
林
辰
弥
・
長
谷
川
英
尚
・
千
代
延
俊
・
佐
藤

時
幸
15
：
30

O
-1
09

白
鳳
丸
K
H
07
-4
次
航
海
に
お
け
る
南
大
洋
イ
ン
ド
洋
区
で
の
反
射
法
地

震
波
探
査
概
要
と
堆
積
物
コ
ア
の
岩
相
層
序
．
池
原
実
・
中
村
恭
之
・
野
木

義
史
・
香
月
興
太
・
三
浦
英
樹
・
菅
沼
悠
介

15
：
45

O
-1
10

日
本
海
南
東
部
に
お
け
る
堆
積
物
収
支
試
論
．
片
山
　
肇
・
板
木
拓
也
・

池
原
研

16
：
00

O
-1
11

日
本
海
東
縁
に
お
け
る
ガ
ス
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
鉱
床
の
集
積
と
崩
壊
．
松
本

良 16
：
15

O
-1
12

薩
摩
硫
黄
島
長
浜
湾
の
浅
海
熱
水
系
：
鉄
質
沈
殿
物
と
赤
褐
色
海
水
の
長

期
観
測
．
二
宮
知
美
・
清
川
昌
一
・
高
下
将
一
郎
・
小
栗
一
将
・
山
口
耕

生
・
伊
藤
　
孝
・
池
原
　
実

16
：
30

O
-1
13

反
射
法
地
震
探
査
お
よ
び
「
し
ん
か
い
65
00
」
に
よ
る
観
察
か
ら
推
定
さ

れ
る
日
本
海
溝
陸
側
斜
面
内
断
層
．
辻
健
・
伊
藤
喜
宏
・
藤
本
博
巳
・
木
戸

元
之
・
芦
寿
一
郎
・
Y
K
08
-0
6乗
船
研
究
者

16
：
45

O
-1
14

南
北
大
東
海
盆
の
構
造
と
堆
積
層
．
樋
口
　
雄
・
柳
本
　
裕
・
神
田
慶
太

座
長
：
池
原
　
実
（
1
0
3
-1
0
6
）
，
板
木
拓
也
（
1
0
7
-1
1
0
）
，
三
浦
　
亮

（
11
1-
11
4）

工
資
-3
21

（
定
番
）
海
洋
地
質

16
：
00

O
-1
18

揚
子
地
塊
南
部
で
特
徴
的
な
ペ
ル
ム
系
と
ト
リ
ア
ス
系
の
接
触
様
式
－
微

生
物
岩
形
成
直
前
の
環
境
変
遷
と
の
関
連
－
．
江
�
洋
一
・
劉
　
建
波
・
田

端
祥
世

16
：
15

O
-1
19

鹿
児
島
県
喜
界
島
南
西
方
島
棚
上
で
の
沈
水
サ
ン
ゴ
礁
の
発
見
-I
O
D
P
琉

球
サ
ン
ゴ
礁
掘
削
へ
向
け
て
-．
松
田
博
貴
・
荒
井
晃
作
・
井
上
卓
彦
・
町

山
栄
章
・
佐
々
木
圭
一
・
井
龍
康
文
・
杉
原
　
薫
・
藤
田
和
彦
・
奈
良
正
和

16
：
30

O
-1
20

タ
ヒ
チ
島
の
天
水
・
海
水
・
間
隙
水
の
同
位
体
・
化
学
組
成
．
山
田

努
・
K
ol
lin
gM
ar
ti
n・
松
田
博
貴
・
浅
海
竜
司
・
相
澤
省
一

16
：
45

O
-1
21

ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
質
ト
ラ
バ
ー
チ
ン
の
ラ
ミ
ナ
形
成
に
お
け
る
微
生
物
の
働

き
．
奥
村
知
世
・
白
石
史
人
・
長
沼
　
毅
・
幸
村
基
世
・
高
島
千
鶴
・
西
田

伸
・
小
池
裕
子
・
狩
野
彰
宏

座
長
：
足
立
奈
津
子
（
11
8-
12
1）

（
定
番
）
炭
酸
塩
岩



（ ）14

■
9月
21
日
（
日
）
午
後

14
：
00

会
場

14
：
00

O
-2
53

高
大
に
お
け
る
地
学
の
科
目
選
択
の
現
状
と
課
題
．
大
久
保
　
敦

14
：
15

O
-2
54

環
境
教
育
と
防
災
教
育
の
た
め
の
地
学
公
開
資
料
の
活
用
．
細
山
光
也

14
：
30

O
-2
55

20
04
年
新
潟
県
中
越
地
震
を
地
域
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
「
地
震
の
伝

わ
り
方
」
の
授
業
実
践
．
結
城
義
則

14
：
45

O
-2
56

小
型
S
E
M
を
用
い
た
地
学
教
材
の
開
発
．
鈴
木
芳
行
・
川
村
寿
郎
・
青

木
守
弘

15
：
00

O
-2
57

教
員
参
加
型
「
野
外
観
察
デ
ー
タ
共
有
シ
ス
テ
ム
」：
「
学
区
の
な
か
の
た

か
ら
も
の
」
の
紹
介
．
伊
藤
　
孝

15
：
15

O
-2
58

学
芸
員
と
教
師
と
の
協
働
に
よ
る
身
近
な
自
然
の
教
材
化
の
試
み
と
教
師

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
．
平
田
大
二
・
田
口
公
則
・
一
寸
木
　
肇
・
飯
島

俊
幸
・
尾
崎
幸
哉
・
露
木
和
男
・
五
島
政
一

15
：
30

O
-2
59

S
an
d
 f
or
 S
tu
d
en
ts
-地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」
と
連
携
し
た
野

外
実
習
型
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
．
眞
砂
英
樹
・
吉
澤
理
・
五
十
嵐

智
秋
・
横
山
一
己
・
宮
下
　
敦

15
：
45

O
-2
60

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
企
画
展
示
「
ラ
イ
マ
ン
と
北
海
道
の
地
質
－
北

か
ら
の
日
本
地
質
学
の
夜
明
け
－
」
及
び
そ
の
入
館
者
の
地
学
に
関
す
る
興

味
・
関
心
の
実
態
と
分
析
．
松
田
義
章
・
在
田
一
則

16
：
00

O
-2
61

“
開
拓
峠
”
は
何
処
か
？
　
金
　
光
男
・
紺
谷
吉
弘

16
：
15

O
-2
62

国
士
舘
大
学
が
所
蔵
し
て
い
た
東
京
帝
国
大
学
収
集
の
地
質
標
本
に
つ
い

て
．
楡
井
　
尊
・
田
口
聡
史
・
小
林
ま
さ
代

座
長
：
矢
島
道
子
（
25
3-
26
2）

工
資
-3
20

（
定
番
）
地
学
教
育
・
地
学
史

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

14
：
00

O
-1
53

か
ぐ
や
（
S
E
L
E
N
E
）
搭
載
月
レ
ー
ダ
サ
ウ
ン
ダ
ー
（
L
R
S
）
に
よ
る
地

質
構
造
の
観
測
．
山
路
敦
・
山
口
靖
・
押
上
祥
子
・
小
野
高
幸
・
熊
本
篤

志
・
中
川
広
務
・
小
林
敬
生
・
笠
原
禎
也
・
大
家
　
寛

14
：
15

O
-1
54

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
変
成
岩
ナ
ッ
プ
の
前
進
・
冷
却
と
そ
の
造
山
運
動
に
お
け
る

テ
ク
ト
ニ
ッ
ク
な
意
義
．
酒
井
治
孝
・
檀
原
　
徹
・
岩
野
英
樹
・
瀧
上
　
豊

14
：
30

O
-1
55

イ
ン
ド
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
衝
突
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
高
原
形
成
の
F
E
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
．
林
大
五
郎
・
C
ha
m
la
ga
in
 D
ee
pa
k

14
：
45

O
-1
56

韓
半
島
の
中
生
界
か
ら
読
み
解
く
古
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
過
程

を
反
映
し
た
大
陸
側
の
挙
動
．
江
川
浩
輔
・
崔
　
兌
鎮
・
李
　
容
鎰

15
：
00

O
-1
57

濃
尾
断
層
帯
に
お
け
る
A
M
T
法
電
磁
探
査
に
よ
る
比
抵
抗
構
造
．
松
田

達
生
・
小
村
健
太
朗
・
山
田
隆
二

15
：
15

O
-1
58

市
之
川
時
階
（
70
-6
0M
a）
の
正
断
層
運
動
の
証
拠
：
中
央
構
造
線
沿
い

の
領
家
花
崗
岩
中
の
ヒ
ー
ル
ド
マ
イ
ク
ロ
ク
ラ
ッ
ク
に
よ
る
古
応
力
場
解
析

か
ら
．
高
木
秀
雄
・
会
沢
辰
介
・
山
田
哲
史

15
：
30

O
-1
59

新
潟
堆
積
盆
地
に
形
成
さ
れ
た
逆
断
層
性
地
震
断
層
と
重
力
断
層
の
競

合
，
小
林
健
太

15
：
45

O
-1
60

20
07
年
能
登
半
島
地
震
震
源
域
の
地
質
構
造
．
佐
藤
比
呂
志
・
岩
崎
貴

哉
・
加
藤
直
子
・
平
田
　
直
・
金
沢
敏
彦
・
伊
藤
谷
生
・
阿
部
　
進
・
斉
藤

秀
雄
・
川
崎
慎
治
・
野
口
武
雄
・
穴
田
文
浩
・
吉
田
　
進

16
：
00

O
-1
61

地
震
探
査
か
ら
み
た
甲
府
盆
地
南
縁
部
の
地
殻
構
造
．
加
藤
直
子
・
佐
藤

比
呂
志
・
蔵
下
英
司
・
阿
部
　
進

16
：
15

O
-1
62

長
大
測
線
統
合
的
地
震
探
査
に
よ
る
中
部
日
本
地
殻
構
造
の
解
明
と
ア
ク

テ
ィ
ブ
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
の
再
検
討
．
伊
藤
谷
生
・
狩
野
謙
一
・
池
田
安
隆
・

佐
藤
比
呂
志
・
岩
崎
貴
哉
・
津
村
紀
子
・
宮
内
崇
裕
・
佐
藤
利
典
・
駒
田
希

充
・
野
崎
謙
治
・
村
田
和
則
・
三
宅
康
幸
・
小
嶋
　
智
・
山
北
　
聡
・
阿
部

信
太
郎
・
川
中
　
卓
・
須
田
茂
幸
・
阿
部
　
進
・
戸
村
元
史

16
：
30

O
-1
63

反
射
法
地
震
探
査
デ
ー
タ
の
再
処
理
に
よ
る
関
東
平
野
の
浅
部
（
１
k
m

以
浅
）
地
盤
構
造
の
解
明
～
東
京
都
中
部
・
東
部
．
木
村
治
夫
・
中
山
俊

雄
・
加
野
直
巳
・
木
村
克
己

16
：
45

O
-1
64

黒
滝
不
整
合
と
丹
沢
・
伊
豆
の
衝
突
．
新
妻
信
明

17
：
00

O
-1
65

伊
豆
衝
突
帯
の
構
造
と
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
：
丹
沢
ト
ー
ナ
ル
岩
類
の
流
体
包

有
物
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
モ
メ
ト
リ
ー
か
ら
の
推
定
．
石
川
正
弘
・
佐
々
木
聡
子

座
長
：
丹
羽
正
和
（
15
3-
15
5）

内
野
隆
之
（
15
6-
15
8）

大
坪
　
誠

（
15
9-
16
2）

加
藤
直
子
（
16
3-
16
5）

般
１
-3
02

（
定
番
）
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

14
：
00

O
-7
3

フ
ラ
ン
ス
南
東
部
の
白
亜
系
C
en
om
an
ia
n
/T
u
ro
n
ia
n
境
界
の
統
合
層

序
と
古
環
境
の
検
討
．
高
嶋
礼
詩
・
西
　
弘
嗣
・
林
圭
一
・
川
幡
穂
高
・
山

中
寿
朗

14
：
15

O
-7
4

シ
リ
ア
，
ラ
ッ
カ
県
ガ
ー
ネ
ム
・
ア
ル
・
ア
リ
の
地
質
－
考
古
学
と
地
質

学
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
試
み
－
．
束
田
和
弘
・
星
野
光
雄
・
桂
田
祐

介
・
斉
藤
　
毅
・
吉
田
英
一
・
田
中
　
剛
・
中
村
俊
夫

14
：
30

O
-7
5

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
か
ら
イ
タ
コ
ル
マ
イ
ト
（
こ
ん
に
ゃ
く
石
）
の
発
見
と
そ

の
意
義
．
鈴
木
博
之
・
蟹
江
康
光
・
蟹
江
由
紀
・
R
am
b
el
os
on
 R
.A
.・

R
am
as
ia
ri
no
ro
 V
.

14
：
45

O
-7
6

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
，
ベ
ン
ガ
ル
低
地
中
央
部
の
完
新
統
．
鈴
木
茂
之
・

R
as
hi
d 
T
ow
hi
da
・
B
hu
iy
an
 M
oh
am
m
ad
 A
. H
.・
大
井
信
夫

15
：
00

O
-7
7

宮
崎
県
五
ヶ
瀬
地
域
の
下
部
白
亜
系
か
ら
産
出
し
た
テ
チ
ス
型
動
物
群
の

意
義
．
高
橋
　
努
・
田
中
　
均
・
加
登
住
誠
・
本
多
栄
喜

15
：
15

O
-7
8

熊
本
県
八
代
山
地
東
域
の
下
部
白
亜
系
の
層
序
と
構
造
．
田
中
　
均
・
高

橋
努
・
本
多
栄
喜

15
：
30

O
-7
9

下
部
白
亜
系
関
門
層
群
塩
浜
層
の
堆
積
相
解
析
．
堀
内
　
悠
・
久
田
健
一

郎
・
L
ee
 Y
on
g 
Il

15
：
45

O
-8
0

堆
積
相
解
析
か
ら
み
た
島
根
半
島
東
部
に
分
布
す
る
下
部
中
新
統
古
浦
層

の
堆
積
環
境
．
古
川
絢
子
・
酒
井
哲
弥
・
河
野
重
範

16
：
00

O
-8
1

四
国
中
央
部
，
秩
父
帯
の
名
野
川
衝
上
断
層
．
村
田
明
広
・
犬
房
陽
一
・

前
川
寛
和

16
：
15

O
-8
2

西
南
日
本
の
“
非
付
加
体
型
”
地
帯
に
お
け
る
砕
屑
岩
相
下
部
ペ
ル
ム
系

の
対
比
．
栗
原
敏
之

16
：
30

O
-8
3

京
都
東
南
部
の
ジ
ュ
ラ
紀
付
加
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
．
脇
田
浩
二

16
：
45

O
-8
4

紀
伊
半
島
下
部
中
新
統
田
辺
層
群
の
古
泥
火
山
．
中
屋
志
津
男
・
浜
田
好

弘 17
：
00

O
-8
5

飛
騨
外
縁
帯
福
地
地
域
の
前
期
デ
ボ
ン
紀
炭
酸
塩
岩
相
の
再
検
討
．
川
村

寿
郎
・
三
井
　
類
・
足
立
奈
津
子

17
：
15

O
-8
6

飛
騨
外
縁
帯
福
地
の
石
炭
系
一
の
谷
層
産
腕
足
類
P
u
rd
on
el
la
と
そ
の
古

生
物
地
理
学
的
重
要
性
．
田
沢
純
一
・
新
川
　
公
・
三
宅
幸
雄

座
長
：
吉
川
敏
之
（
73
-7
6）
，
川
村
寿
郎
（
77
-8
0）
，
堀
内
　
悠
（
81
-8
4）
，

菅
森
義
晃
（
85
-8
6）

般
１
-3
05

（
定
番
）
地
域
地
質
・
地
域
層
序



（ ）15

■
9月
21
日
（
日
）
午
後

14
：
00

会
場

14
：
00

O
-1

（
招
待
講
演
）
招
待
日
本
列
島
の
ジ
ュ
ラ
紀
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
．
八
尾
　
昭

14
：
15

O
-2

現
存
科
の
出
現
か
ら
み
た
古
生
代
末
以
後
の
二
枚
貝
類
の
多
様
化
．
近
藤

康
生
・
佐
野
晋
一

14
：
30

O
-3

下
部
ジ
ュ
ラ
系
豊
浦
層
群
西
中
山
層
よ
り
産
出
す
る
D
ac
ty
li
oc
er
as

he
lia
nt
ho
id
es
の
層
位
的
な
形
態
変
化
．
中
田
健
太
郎
・
松
岡
　
篤

14
：
45

O
-4

九
頭
竜
亜
層
群
貝
皿
層
（
中
部
ジ
ュ
ラ
系
）
に
お
け
る

P
se
ud
on
eu
qu
en
ic
er
as
 属
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
産
出
層
準
と
計
量
生
物
学
的

検
討
．
松
岡
　
篤
・
半
田
直
人
・
安
曽
潤
子
・
中
田
健
太
郎
・
寺
部
和
伸
・

佐
藤
　
正

15
：
00

O
-5

栗
坂
層
轟
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
放
散
虫
層
序
と
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
年
代
．
石
田
啓
祐
・
辻
野
泰
之
・
香
西
　
武
・
佐
藤
　
正
・
H
ir
sc
h

F
ra
nc
is

15
：
15

O
-6

ジ
ュ
ラ
紀
新
世
放
散
虫
化
石
群
集
の
特
性
．
石
田
直
人

15
：
30

O
-7

富
山
県
南
東
部
の
手
取
層
群
有
峰
頁
岩
部
層
か
ら
産
し
た
ジ
ュ
ラ
紀
新
世

放
散
虫
化
石
と
そ
の
意
義
（
予
報
）．
平
澤
　
聡
・
柏
木
健
司

15
：
45

O
-8

S
r同
位
体
に
も
と
づ
く
鳥
巣
式
石
灰
岩
の
堆
積
年
代
．
柿
崎
喜
宏
・
石
川

剛
志
・
谷
水
雅
治
・
永
石
一
弥
・
川
越
寛
子
・
片
岸
正
範
・
狩
野
彰
宏

16
：
00

O
-9

北
部
北
上
帯
大
鳥
層
の
石
炭
系
～
ジ
ュ
ラ
系
連
続
層
序
．
山
北
　
聡
・
永

広
昌
之
・
高
橋
　
聡
・
鈴
木
紀
毅

16
：
15

O
-1
0

ペ
ル
ム
系
芳
井
層
群
の
チ
ャ
ー
ト
層
最
上
部
の
年
代
．
伊
藤
　
剛
・
松
岡

篤
16
：
30

O
-1
1

美
濃
帯
南
部
坂
祝
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ト
リ
ア
ス
系
放
散
虫
生
層
序
．
二

階
堂
崇
・
松
岡
　
篤

16
：
45

O
-1
2

ジ
ュ
ラ
紀
古
世
海
洋
環
境
変
動
～
繰
り
返
す
O
A
E
s～
．
堀
　
利
栄
・
南

林
慶
子
・
池
原
　
実

17
：
00
総
合
討
論

座
長
：
堀
利
栄
（
1-
4）
，
松
岡
篤
（
5-
6）
，
尾
上
哲
治
（
9-
12
）

般
１
-4
02

（
ト
ピ
ッ
ク
）
ジ
ュ
ラ
系
＋

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

14
：
00

O
-2
30

日
本
海
の
孤
島
・
舳
倉
島
の
環
境
：
大
気
中
の
N
O
2，
酸
性
雨
，
ク
ロ
マ

ツ
の
枯
死
，
そ
し
て
漂
着
重
油
．
田
崎
和
江
・
川
合
康
平

14
：
15

O
-2
31

西
南
日
本
生
野
鉱
山
周
辺
の
河
川
堆
積
物
か
ら
み
た
元
素
分
布
．
シ
ャ
プ

ト
ラ
リ
オ
・
壷
井
基
裕

14
：
30

O
-2
32

南
部
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
地
域
の
地
下
水
の
地
球
化
学
特
性
と
地
質
構
造
．

輿
水
達
司
・
小
林
　
浩
・
内
山
　
高

14
：
45

O
-2
33

長
野
県
・
松
代
温
泉
の
高
濃
度
メ
タ
ホ
ウ
酸
温
泉
排
水
中
に
お
け
る
微
生

物
の
挙
動
．
佐
藤
和
也
・
田
崎
和
江

15
：
00

O
-2
34

強
ア
ル
カ
リ
性
p
H
 1
1に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ッ
ト
の
成
長
過
程
．
馬
塲
奈

緒
子
・
田
崎
和
江

15
：
15

O
-2
35

重
金
属
を
含
む
鉱
山
排
水
の
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
に
な
う
生

態
系
．
キ
ー
リ
ー
　
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
田
崎
和
江

15
：
30

O
-2
36

マ
ツ
バ
イ
に
よ
る
鉱
山
周
辺
の
重
金
属
汚
染
さ
れ
た
水
環
境
の
浄
化
．
榊

原
正
幸
・
大
森
優
子
・
グ
エ
ン
　
チ
ー
・
ホ
ア
ン
・
ハ
ー
・
佐
野
　
栄
・
世

良
耕
一
郎
・
堀
　
利
栄

15
：
45

O
-2
37

千
葉
県
観
測
井
に
お
け
る
孔
内
地
下
水
の
深
度
方
向
の
温
度
分
布
．
古
野

邦
雄
・
香
川
　
淳
・
酒
井
　
豊
・
風
岡
　
治
・
吉
田
　
剛
・
楠
田
　
隆
・
風

戸
孝
之

16
：
00

O
-2
38

最
も
脆
弱
な
帯
水
層
の
地
下
水
流
動
特
性
．
高
嶋
　
洋
・
佐
藤
賢
司
・
楠

田
　
隆
・
古
野
邦
雄
・
楡
井
　
久

16
：
15

O
-2
39

養
老
川
中
流
域
周
辺
の
地
下
水
位
変
動
の
特
徴
．
楠
田
　
隆
・
笠
原

豊
・
西
川
順
二
・
吉
田
　
剛
・
篠
原
誠
一
・
古
野
邦
雄
・
香
川
　
淳
・
金
城

有
吾
・
田
村
嘉
之
・
風
岡
　
修
・
加
藤
晶
子
・
山
本
真
理
・
酒
井
　
豊

16
：
30

O
-2
40

地
下
水
数
値
モ
デ
ル
の
長
期
予
測
は
信
頼
で
き
る
の
か
．
藤
崎
克
博

16
：
45

O
-2
41

土
壌
汚
染
で
問
わ
れ
る
地
質
調
査
．
上
砂
正
一

17
：
00

O
-2
42

人
工
地
層
の
層
序
（
層
位
）．
楡
井
　
久
・
メ
ー
カ
ー
　
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

シ
ク
ナ
ス
　
ヨ
ナ
ス
・
古
野
邦
雄

座
長
：
川
辺
孝
幸
（
2
3
0
-2
3
2
）
，
田
崎
和
江
（
2
3
4
-2
3
6
）
，
輿
水
達
司

（
23
7-
23
9）
，
高
嶋
　
洋
（
24
0-
24
2）

般
１
-4
05

（
定
番
）
環
境
地
質

14
：
00

O
-2
1

再
び
グ
リ
ー
ン
タ
フ
の
野
外
地
質
学
を
！
　
天
野
一
男

14
：
15

O
-2
2

爆
発
的
水
底
噴
火
と
そ
の
噴
出
物
：
水
底
火
山
活
動
に
関
す
る
最
近
の
研

究
成
果
と
，
そ
の
グ
リ
ー
ン
タ
フ
岩
相
解
析
へ
の
潜
在
的
貢
献
．
鹿
野
和
彦

14
：
30

O
-2
3

海
底
溶
岩
噴
泉
に
由
来
す
る
火
山
砕
屑
岩
の
岩
相
変
化
．
藤
林
紀
枝

14
：
45

O
-2
4

米
山
層
の
v
ol
ca
n
ic
 c
on
g
lo
m
er
at
eに
形
成
さ
れ
た
P
ep
er
it
e．
寺
崎
紘

一 15
：
00

O
-2
5

東
北
日
本
，
男
鹿
半
島
館
山
崎
に
分
布
す
る
火
砕
岩
の
産
状
と
起
源
．
佐

藤
雄
大
・
鹿
野
和
彦
・
大
口
健
志
・
小
笠
原
憲
四
郎

15
：
15

O
-2
6

水
中
火
山
砕
屑
岩
類
鍵
層
を
用
い
た
奥
羽
山
脈
隆
起
史
の
解
明
．
中
嶋

健
・
檀
原
　
徹
・
岩
野
英
樹
・
鎮
西
清
高

15
：
30

O
-2
7

爆
発
的
火
山
噴
火
が
与
え
る
河
川
堆
積
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
：
火
山
砕
屑

物
の
堆
積
学
と
古
洪
水
研
究
的
視
点
に
よ
る
検
討
．
片
岡
香
子

15
：
45

O
-2
8

堆
積
相
解
析
に
基
づ
い
た
南
部
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
丹
沢
地
塊
に
お
け
る
古

海
洋
性
島
弧
発
達
過
程
の
解
明
．
松
原
典
孝
・
京
相
健
二
・
天
野
一
男

16
：
00

O
-2
9

南
部
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
丹
沢
山
地
北
部
に
お
け
る
古
島
弧
の
復
元
．
京
相

健
二
・
松
原
典
孝
・
天
野
一
男

座
長
：
松
原
典
孝
（
21
-2
4）
，
天
野
一
男
（
25
-2
9）

V
B
L-
セ
ミ
ナ
ー

（
ト
ピ
ッ
ク
）
グ
リ
ー
ン
タ
フ
ル
ネ
サ
ン
ス



（ ）16

■
9月
22
日
（
月
）
午
前

9：
00

会
場

９
：
00
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
趣
旨
説
明
．
世
話
人

９
：
05

S
-4
7

M
ic
ro
-X
A
N
E
S
分
析
に
基
づ
く
単
斜
輝
石
，
ガ
ー

ネ
ッ
ト
，
金
雲
母
の
酸
化
還
元
状
態
．
岡
本
和
明
・
寺

林
　
優

９
：
25

S
-4
8

放
射
光
マ
イ
ク
ロ
X
A
N
E
S
に
よ
る
中
国
大
別
山
超

高
圧
変
成
帯
産
エ
ク
ロ
ジ
ャ
イ
ト
中
の
オ
ン
フ
ァ
ス
輝

石
の
F
e3
＋
/F
e2
＋
比
測
定
．
寺
林
　
優
・
松
井
　
隆
・

岡
本
和
明
・
小
澤
大
成

９
：
45

S
-4
9

Is
ot
op
e 
ge
oc
he
m
is
tr
y 
of
 t
he
 U
H
P
 e
cl
og
it
es

of
 
P
ak
is
ta
n
 
H
im
al
ay
a：

or
ig
in
 
an
d

m
et
am
or
ph
ic
 e
vo
lu
ti
on
 s
ea
rc
hi
ng
 t
hr
ou
gh
 i
on

p
ro
b
e．

H
af
iz
 
U
r 
R
E
H
M
A
N
, 
K
at
su
ra

K
O
B
Y
A
S
H
I, 
E
iz
o 
N
A
K
A
M
U
R
A
 a
n
d
 H
ir
os
h
i

Y
A
M
A
M
O
T
O

10
：
05
休
憩

10
：
15

S
-5
0

（
招
待
講
演
）
放
射
光
マ
イ
ク
ロ
X
R
F
と
差
分
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
に
よ
る
微
小
副
成
分
鉱
物
の
非
破
壊
探

索
．
小
木
曽
哲
・
鈴
木
勝
彦
・
鈴
木
敏
弘
・
上
杉
健
太

朗
・
竹
内
晃
久
・
鈴
木
芳
生

10
：
45

S
-5
1

A
T
E
M
，
F
E
-E
P
M
A
お
よ
び
L
as
er
-R
am
an
を
用

い
た
超
高
圧
鉱
物
の
微
細
解
析
．
山
本
伸
次
・
秋
山
大

介
・
廣
瀬
　
敬
・
小
宮
　
剛
・
丸
山
茂
徳
・
コ
ラ
ー
ソ

ン
　
ケ
ン

11
：
15

S
-5
2

（
招
待
講
演
）
同
位
体
顕
微
鏡
に
よ
る
同
位
体
組
成

マ
ッ
ピ
ン
グ
と
そ
の
超
高
圧
変
成
作
用
解
析
へ
の
応
用

の
可
能
性
．
圦
本
尚
義

11
：
45
総
合
討
論

座
長
：
H
af
iz
 U
r 
R
E
H
M
A
N
（
47
-4
8）
，
寺
林
　
優

（
49
-5
0）
，
岡
本
和
明
（
51
-5
2）

工
資
-1
27

（
シ
ン
ポ
）
超
高
圧
変
成
岩

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

９
：
00

S
-3
0

（
招
待
講
演
）
地
球
生
命
進
化
と
外
宇
宙
と
の
相
互

作
用
．
磯
闢
行
雄
・
川
幡
穂
高

９
：
10

S
-3
1

（
招
待
講
演
）
R
ib
os
e 
S
y
n
th
es
is
 v
ia
 B
or
at
e

M
in
er
al
s 
A
rg
u
es
 f
or
 a
 M
ar
ti
an
 O
ri
g
in
 o
f

T
er
re
st
ri
al
 
L
if
e 
v
ia
 
P
an
sp
er
m
ia
．
J.
L
.

K
ir
sc
hv
in
k

９
：
40

S
-3
2

（
招
待
講
演
）
初
期
地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
最
初

の
生
命
を
作
っ
た
．
掛
川
　
武

９
：
50

S
-3
3

（
招
待
講
演
）
ア
ミ
ノ
酸
の
熱
安
定
性
か
ら
み
た
ア

ル
カ
リ
性
熱
水
系
に
お
け
る
生
命
発
生
の
可
能
性
．
山

岡
香
子
・
川
幡
穂
高
・
グ
プ
タ
ラ
ラ
ン
・
伊
藤
美
穂
・

益
田
晴
恵

10
：
00

S
-3
4

（
招
待
講
演
）
地
球
外
天
体
衝
突
と
地
球
表
層
環
境

変
動
．
後
藤
和
久

10
：
20

S
-3
5

（
招
待
講
演
）
白
亜
紀
－
第
三
紀
（
K
T
）
境
界
に
お

け
る
生
物
の
絶
滅
．
西
　
弘
嗣

10
：
30

S
-3
6

（
招
待
講
演
）
過
去
の
宇
宙
線
変
動
の
記
録
．
宮
原

ひ
ろ
子
・
横
山
祐
典
・
増
田
公
明

11
：
00

S
-3
7

（
招
待
講
演
）
顕
生
代
に
お
け
る
地
球
表
層
環
境
変

動
．
川
幡
穂
高

11
：
20

S
-3
8

（
招
待
講
演
）
生
命
進
化
と
宇
宙
気
象
学
．
磯
闢
行

雄 11
：
40
総
合
討
論

座
長
：
磯
闢
行
雄
・
川
幡
穂
高

工
資
-2
24

（
シ
ン
ポ
）
地
球
生
命
進
化

９
：
00
趣
旨
説
明
．
佐
藤
時
幸

９
：
10

S
-1
1

2.
75
M
aに
お
け
る
日
本
海
側
の
軟
体
動
物
群
の
変

化
．
天
野
和
孝
・
吉
田
　
新

９
：
40

S
-1
2

北
大
西
洋
に
認
め
ら
れ
る
浮
遊
性
有
孔
虫

N
eo
g
lo
b
oq
u
ad
ri
n
a 
p
ac
h
y
d
em
a（
s）
の
殻
サ
イ

ズ
変
化
～
IO
D
P
 E
x
p
.3
03
 S
it
e 
U
13
04
を
例
と
し
て

～
．
山
崎
　
誠
・
松
井
真
理
・
嶋
田
智
恵
子
・
佐
藤
時

幸 10
：
10

S
-1
3

時
空
分
布
か
ら
み
た
浮
遊
珪
藻
属
N
eo
de
nt
ic
ul
aの

大
洋
間
移
動
の
可
能
性
．
嶋
田
智
恵
子
・
佐
藤
時
幸
・

山
崎
　
誠

10
：
40
指
名
討
論
．
神
谷
隆
宏

10
：
55

S
-1
4

石
灰
質
ナ
ン
ノ
化
石
か
ら
復
元
す
る
過
去
55
万
年
間

の
北
大
西
洋
と
太
平
洋
の
水
塊
構
造
変
化
と
気
候
変

化
．
千
代
延
俊
・
尾
田
太
良
・
森
　
悠
子
・
佐
藤
時

幸
・
影
山
裕
子

11
：
10

S
-1
5

（
招
待
講
演
）
第
四
紀
深
海
底
コ
ア
の
ナ
ン
ノ
化
石

量
と
窒
素
・
炭
素
同
位
体
比
に
基
づ
く
湧
昇
強
度
と
水

塊
構
造
．
北
　
逸
郎
・
南
　
浩
紀
・
小
島
　
淳
・
林

辰
弥
・
長
谷
川
英
尚
・
千
代
延
俊
・
佐
藤
時
幸

11
：
40
総
合
討
論

座
長
：
千
代
延
　
俊
（
11
-1
3）
，
山
崎
　
誠
（
14
-1
5）

工
資
-3
21

（
シ
ン
ポ
）
新
生
代
古
海
洋
環
境
変
動

９
：
00

O
-5
6

石
狩
低
地
沖
積
層
の
層
序
・
構
造
の
解
明
に
向
け

て
．
川
上
源
太
郎
・
廣
瀬
　
亘
・
大
津
　
直
・
仁
科
健

二
・
高
清
水
康
博
・
嵯
峨
山
積
・
岡
　
孝
雄
・
小
松
原

純
子
・
木
村
克
己

９
：
15

O
-5
7

北
海
道
に
お
け
る
沖
積
層
中
の
超
軟
弱
粘
土
（
鋭
敏

粘
土
）
層
形
成
の
意
義
．
岡
　
孝
雄

９
：
30

O
-5
8

新
潟
地
域
の
沖
積
平
野
の
地
形
・
堆
積
過
程
に
認
め

ら
れ
る
構
造
運
動
．
卜
部
厚
志

９
：
45

O
-5
9

普
通
角
閃
石
の
化
学
組
成
に
基
づ
く
新
潟
平
野
の
砂

丘
形
成
の
時
空
的
変
化
．
平
松
由
起
子
・
卯
田
　
強

10
：
00

O
-6
0

ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
支
援
ツ
ー
ル
．
木

村
克
己
・
石
原
与
四
郎
・
根
本
達
也
・
小
松
原
純
子

10
：
15

O
-6
1

大
阪
堆
積
盆
地
の
沖
積
層
の
地
質
特
性（
堆
積
環
境
）

と
土
質
特
性
の
相
関
性
に
つ
い
て
．
北
田
奈
緒
子
・
伊

藤
浩
子
・
井
上
直
人
・
竹
村
恵
二
・
三
田
村
宗
樹
・
大

島
昭
彦

10
：
30

O
-6
2

大
阪
市
城
東
区
蒲
生
ボ
ー
リ
ン
グ
で
採
取
さ
れ
た
沖

積
層
の
形
成
年
代
と
堆
積
速
度
．
三
田
村
宗
樹
・
吉
川

周
作
10
：
45

O
-6
3

四
国
西
部
の
臨
海
沖
積
低
地
の
更
新
統
お
よ
び
完
新

統
の
層
序
と
対
比
．
川
村
教
一

11
：
00

O
-6
4

地
中
レ
ー
ダ
ー
法
に
よ
る
扇
状
地
河
川
の
地
下
堆
積

構
造
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
．
齋
藤
　
有
・
田
村
　
亨
・
山
口

直
文
・
中
野
孝
教

座
長
：
三
田
村
宗
樹
（
56
-6
0）
，
卜
部
厚
志
（
61
-6
4）

一
般
１
-4
05

（
ト
ピ
ッ
ク
）
沖
積
層

11
：
15

O
-2
63

長
崎
湾
飽
の
浦
沖
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
の
岩
相
層
序
．

吉
川
周
作
・
辻
本
　
彰
・
村
上
晶
子
・
三
田
村
宗
樹
・

長
岡
信
治
・
山
崎
秀
夫

11
：
30

O
-2
64

山
陰
地
方
に
お
け
る
完
新
世
の
ス
ギ
の
分
布
と
拡

大
.渡
邉
正
巳

11
：
45

O
-2
65

飯
梨
川
の
洪
水
イ
ベ
ン
ト
と
最
近
の
中
海
の
環
境
変

化
.瀬
戸
浩
二

12
：
00

O
-2
66

島
根
県
中
海
の
貝
形
虫
群
集
と
環
境
の
時
空
変
化
.

川
上
遼
平
・
入
月
俊
明
・
河
野
重
範
・
野
村
律
夫

座
長
：
中
島
　
礼
（
26
3-
26
6）

（
定
番
）
第
四
紀
地
質



（ ）17

■
9月
22
日
（
月
）
午
前

9：
00

会
場

９
：
00

O
-1
78

サ
ヌ
カ
イ
ト
溶
岩
と
揮
発
性
成
分
－
二
上
層
群
，
春

日
山
安
山
岩
溶
岩
の
産
状
－
．
佐
藤
隆
春
・
冨
田
克

敏
・
佐
藤
良
二

９
：
15

O
-1
79

中
部
日
本
，
美
ヶ
原
高
原
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け

る
後
期
鮮
新
世
－
前
期
更
新
世
の
火
山
活
動
史
．
向
井

理
史
９
：
30

O
-1
80

火
山
ガ
ラ
ス
の
化
学
組
成
に
よ
る
ア
ダ
カ
イ
ト
質
テ

フ
ラ
層
の
同
定
と
噴
火
時
期
．
長
橋
良
隆
・
吉
川
清

志
・
吉
川
周
作
・
吉
田
武
義
・
里
口
保
文

９
：
45

（
鉱
物
）

伊
豆
諸
島
新
島
・
式
根
島
火
山
の
マ
グ
マ
供
給
系
の

岩
石
学
的
研
究
．
松
井
る
り
子
・
中
村
美
千
彦
・
吉
田

武
義
・
長
橋
良
隆

10
：
00

（
鉱
物
）

無
人
観
測
機
S
K
Y
-1
の
野
外
調
査
ツ
ー
ル
と
し
て
の

性
能
と
有
用
性
．
佐
伯
和
人

座
長
：
松
井
る
り
子
（
17
8-
18
0）
，
向
井
理
史
（
鉱
物

科
学
会
の
講
演
）

V
B
L-
セ
ミ
ナ
ー

（
定
番
）
噴
火
と
火
山
発
達
史
＊

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

■
M
E
M
O
■

10
：
30

O
-5
1

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
，
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
熱
ル
ミ

ネ
ッ
セ
ン
ス
年
代
．
守
安
　
誠
・
奥
野
　
充
・
高
島

勲
・
M
IR
A
B
U
E
N
O
 
M
a.
 
H
an
n
ah
 
T
.・

B
A
N
T
IG
U
E
 J
r.
 R
ol
an
do
・
小
林
哲
夫

10
：
45

O
-5
2

九
重
火
山
，
松
の
台
岩
屑
な
だ
れ
の
給
源
と
堆
積
物

の
特
性
．
小
林
哲
夫
・
筒
井
正
明
・
奥
野
　
充

11
：
00

O
-5
3

高
分
解
能
衛
星
画
像
を
活
用
し
た
ブ
ル
カ
ノ
式
噴
火

調
査
－
浅
間
火
山
20
04
年
９
月
１
日
噴
火
を
例
に
－
．

阪
上
雅
之
・
佐
々
木
　
寿
・
三
宅
康
幸
・
向
山
　
栄

11
：
15

O
-5
4

北
海
道
東
部
，
阿
寒
火
山
の
カ
ル
デ
ラ
形
成
期
に
お

け
る
珪
長
質
マ
グ
マ
の
生
成
・
進
化
過
程
：
高
分
解
能

テ
フ
ラ
層
序
に
基
づ
く
岩
石
学
的
研
究
．
長
谷
川

健
・
中
川
光
弘

11
：
30

O
-5
5

（
招
待
講
演
）
中
国
東
北
部
・
白
頭
山
火
山
の
噴
火

史
の
再
検
討
．
宮
本
　
毅
・
中
川
光
弘
・
奥
野
　
充
・

菅
野
均
志
・
金
　
旭
・
谷
口
宏
充

座
長
：
長
谷
川
　
健
（
51
-5
3）
，
阪
上
雅
之
（
54
-5
5）

（
ト
ピ
ッ
ク
）
高
分
解
能
火
山
地
質
学



（ ）18

■
9月
22
日
（
月
）
午
後

14
：
00

会
場

14
：
00

R
2-
09
（
鉱
物
）

薩
摩
半
島
野
間
岬
変
成
岩
中
の
苦
鉄
質
グ
ラ
ニ
ュ
ラ

イ
ト
の
変
成
条
件
．
池
田
　
剛
・
平
峯
　
綾

14
：
15

R
2-
10
（
鉱
物
）

ラ
ダ
ッ
ク
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
シ
ョ
ッ
ク
縫
合
帯
パ
ン
ゴ
ン

変
成
岩
塊
中
ザ
ク
ロ
石
－
藍
晶
石
－
十
字
石
片
麻
岩
：

ヘ
ア
ピ
ン
時
計
回
り
P
-T
経
路
．
T
h
an
h
 
N
g
o

X
u
an
・
S
aj
ee
v
 K
ri
sh
n
an
・
板
谷
徹
丸
・
A
h
m
ad

T
al
at
 ・
小
嶋
　
智
・
大
谷
具
幸
・
永
広
昌
之

14
：
30

R
2-
11
（
鉱
物
）

M
u
lt
i-s
ta
g
e 
m
et
am
or
p
h
is
m
 o
f 
th
e 
A
k
ty
u
z

H
P
 m
et
am
or
p
h
ic
 r
oc
k
s,
 K
y
rg
y
z 
T
ie
n
-S
h
an
．

O
ro
zb
ae
v
 R
.T
.・
T
ak
as
u
 A
.・
B
ak
ir
ov
 A
.B
.・

Sa
ki
ev
 K
.S
.・
T
ag
ir
i 
M
.

14
：
45

R
2-
12
（
鉱
物
）

九
州
黒
瀬
川
帯
の
藍
閃
石
片
岩
相
の
珪
質
変
成
岩
中

の
h
ow
ie
it
eと
共
存
す
る
M
n
に
富
む
ス
テ
ィ
ル
プ
ノ

メ
レ
ン
の
組
成
多
様
性
．
似
吹
大
・
平
島
崇
男
・
藤
本

善
航
・
高
谷
真
樹
・
三
宅
　
亮

15
：
00

O
-2
11

1/
5万
地
質
図
幅
「
日
比
原
」
に
お
け
る
四
国
中
央

部
三
波
川
帯
の
岩
相
構
造
と
南
北
断
面
．
青
矢
睦
月

15
：
15

O
-2
12

四
国
中
央
部
三
波
川
帯
：
瀬
場
地
域
の
オ
ン
フ
ァ
ス

輝
石
を
含
む
変
泥
質
岩
に
つ
い
て
．
纐
纈
佑
衣
・
榎
並

正
樹
・
水
上
知
行

15
：
30

O
-2
13

四
国
中
央
部
三
波
川
変
成
帯
の
灰
曹
長
石
-黒
雲
母

帯
の
変
成
P
-T
-t
履
歴
．
青
木
一
勝
・
北
島
宏
輝
・
高

畑
直
人
・
佐
野
有
司
・
丸
山
茂
徳

15
：
45

O
-2
14

ざ
く
ろ
石
中
の
L
u
お
よ
び
H
fの
分
布
‐
L
u
-H
f年
代

解
釈
に
お
け
る
重
要
性
．
遠
藤
俊
祐
・
W
a
ll
is

S
im
on
・
浅
原
良
浩
・
平
田
岳
史
・
A
n
cz
k
ie
w
ic
z

R
ob
er
t

16
：
00

O
-2
15

三
波
川
変
成
帯
の
方
解
石
を
含
む
鉱
物
脈
の
同
位
体

組
成
か
ら
み
た
流
体
移
動
．
諸
橋
啓
介
・
岡
本
敦
・

M
ad
hu
so
od
ha
n 
 S
at
is
h-
K
um
ar
・
土
屋
範
芳

16
：
15

O
-2
16

M
or
ph
ol
og
ic
al
 f
ea
tu
re
s 
an
d 
ca
rb
on
 i
so
to
pi
c

co
m
p
os
it
io
n
 o
f 
g
ra
p
h
it
e 
in
 m
ar
b
le
s 
fr
om

N
ax
os
, 
G
re
ec
e．

S
at
is
h
-K
u
m
ar
 
M
.・

H
am
am
at
su
 T
.・
W
ad
a 
H
.・
Ja
sz
cz
ak
 J
.

座
長
：
S
at
is
h
-K
u
m
ar
 M
.（
R
2-
09
～
12
），
池
田

剛
（
21
1-
21
3）
，
岡
本
　
敦
（
21
4-
21
6）

工
資
-1
27

（
定
番
）
深
成
岩
・
変
成
岩
＊

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

14
：
00

O
-1
66

黒
瀬
川
帯
伊
野
層
の
片
岩
中
に
発
達
す
る
ノ
ン
テ
ク

ト
ニ
ッ
ク
褶
曲
構
造
．
柏
木
健
司
・
横
山
俊
治
・
山
梨

太
郎
14
：
15

O
-1
67

山
瀬
地
す
べ
り
体
内
部
構
造
の
検
討
．
林
　
信
雄
・

西
園
幸
久
・
後
田
弘
孝

座
長
：
永
田
秀
尚
（
16
6-
16
7）

工
資
-2
24

（
定
番
）
ノ
ン
テ
ク
ト
ニ
ッ
ク
構
造

14
：
00

O
-3
0

中
期
白
亜
紀
海
洋
無
酸
素
事
変
1a
お
よ
び
1b
層
準
に

お
け
る
ケ
ロ
ジ
ェ
ン
分
析
に
よ
る
古
環
境
変
動
の
検
討
．

岡
野
和
貴
・
沢
田
　
健
・
小
刀
禰
宅
朗
・
西
　
弘
嗣

14
：
15

O
-3
1

鉛
直
一
次
元
海
洋
生
物
化
学
循
環
モ
デ
ル
を
用
い
た

海
洋
無
酸
素
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
条
件
に
関
す
る
研
究
．

尾
崎
和
海
・
田
近
英
一

14
：
30

O
-3
2

ア
ジ
ア
内
陸
の
砂
漠
堆
積
物
か
ら
見
る
白
亜
紀
“
温
室

期
”
に
お
け
る
大
気
循
環
シ
ス
テ
ム
の
進
化
．
長
谷
川

精
・
多
田
隆
治
・
Ji
an
g
 X
in
sh
en
g
・
菅
沼
悠
介
・

Im
sa
m
u
t 
S
u
v
ap
ak
・
C
h
ar
u
si
ri
 
P
u
n
y
a・

Ic
hi
nn
or
ov
 N
iid
en

14
：
45

O
-3
3

太
平
洋
に
お
け
る
テ
チ
ス
型
生
物
群
の
消
滅
が
示
す

白
亜
紀
中
期
の
生
物
地
理
変
革
イ
ベ
ン
ト
．
伊
庭
靖

弘
・
佐
野
晋
一

15
：
00

O
-3
4

北
部
北
上
帯
の
遠
洋
成
深
海
相
ペ
ル
ム
紀
/三
畳
紀

境
界
層
セ
ク
シ
ョ
ン
に
み
ら
れ
る
ペ
ル
ム
紀
末
の
放
散

虫
の
減
少
と
有
機
炭
素
量
の
増
加
．
高
橋
　
聡
・
山
北

聡
・
鈴
木
紀
毅
・
海
保
邦
夫
・
大
庭
雅
寛
・
掛
川

武
・
永
広
昌
之

15
：
15

O
-3
5

（
招
待
講
演
）
先
カ
ン
ブ
リ
ア
代
の
知
ら
れ
ざ
る
大

進
化
：
地
球
最
古
の
生
態
系
誕
生
か
ら
多
細
胞
生
物
の

誕
生
ま
で
．
高
井
　
研

15
：
30

O
-3
6

四
種
硫
黄
同
位
体
分
析
に
よ
る
～
29
億
年
前
の
大
気

酸
素
濃
度
の
推
定
．
鶴
岡
昴
・
上
野
雄
一
郎
・
小
宮

剛
・
西
澤
　
学
・
吉
田
尚
弘
・
丸
山
茂
徳

15
：
45

O
-3
7

（
招
待
講
演
）
L
at
e 
A
rc
he
an
 海
洋
堆
積
物
の
地
球

化
学
：
酸
化
還
元
元
素
と
生
元
素
同
位
体
比
の
分
布
．

奈
良
岡
浩

16
：
00

O
-3
8

D
X
C
L
掘
削
計
画
：
ピ
ル
バ
ラ
海
岸
グ
リ
ー
ン
ス

ト
ー
ン
帯
，
32
億
年
前
の
ク
リ
バ
ー
ビ
ル
層
群
の
掘
削

報
告
１
．
清
川
昌
一
・
伊
藤
　
孝
・
池
原
　
実
・
北
島

富
美
雄
・
奈
良
岡
浩
・
山
口
耕
生
・
菅
沼
悠
介
・
高
下

将
一
郎
・
坂
本
　
亮
・
徳
野
康
太

16
：
15

O
-3
9

太
古
代
に
お
け
る
連
続
的
地
磁
気
変
動
復
元
の
試

み
．
菅
沼
悠
介
・
清
川
昌
一
・
伊
藤
　
孝
・
根
建
心
具

16
：
30

O
-4
0

A
rc
he
an
 B
io
sp
he
re
 D
ri
lli
ng
 P
ro
je
ct（
A
B
D
P
）

試
料
に
よ
る
約
34
.6
億
年
前
の
M
ar
bl
e 
B
ar
 C
he
rt
の

地
球
化
学
：
鉄
酸
化
物
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
海
洋
の
酸

化
還
元
状
態
．
山
口
耕
生
・
加
藤
泰
浩
・
中
村
謙
太

郎
・
鈴
木
勝
彦
・
根
建
心
具
・
H
ic
k
m
an
 A
rt
h
u
r・

座
長
：
黒
田
純
一
郎
（
30
-3
4）
，
小
宮
　
剛
（
35
-3
8）
，

山
口
耕
生
（
39
-4
2）

工
資
-3
21

（
ト
ピ
ッ
ク
）
地
球
史
と
イ
ベ
ン
ト
大
事
件
４

14
：
00

O
-1
34

一
面
せ
ん
断
試
験
に
よ
る
粘
土
鉱
物
の
メ
カ
ノ
ケ
ミ

カ
ル
反
応
．
滝
沢
　
茂
・
小
澤
佳
奈

14
：
15

O
-1
35

常
温
圧
縮
破
壊
お
よ
び
常
温
低
す
べ
り
速
度
実
験
に

よ
る
石
英
粉
砕
粒
子
の
形
状
と
結
晶
性
．
小
澤
佳
奈
・

滝
沢
　
茂

14
：
30

O
-1
36

石
英
粒
界
の
結
晶
方
位
差
と
エ
ッ
チ
ン
グ
効
果
の
関

係
：
マ
イ
ロ
ナ
イ
ト
中
の
石
英
集
合
体
の
粒
界
抽
出

法
．
半
田
さ
つ
き
・
高
木
秀
雄
・
重
松
紀
生
・
金
川
久

一 14
：
45

O
-1
37

剪
断
変
形
実
験
に
よ
る
人
工
水
晶
単
結
晶
の
フ
ァ
ブ

リ
ッ
ク
発
達
．
武
藤
　
潤
・
タ
リ
ス
ジ
ャ
ン
・
ハ
イ

ル
ブ
ロ
ン
ナ
ー
　
レ
ネ
ー

15
：
00

O
-1
38

斜
長
岩
の
弾
性
波
速
度
：
温
度
・
組
成
依
存
性
．
河

野
義
生
・
三
宅
　
亮
・
石
川
正
弘
・
有
馬
　
眞

15
：
15

O
-1
39

差
応
力
値
の
比
較
：
マ
イ
ク
ロ
ブ
ー
デ
ィ
ン
法
―
方

解
石
双
晶
法
―
再
結
晶
粒
径
法
．
増
田
俊
明
・
三
宅
智

也
・
岡
本
　
敦

15
：
30

O
-1
40

微
分
干
渉
顕
微
鏡
で
観
察
さ
れ
る
鹿
塩
マ
イ
ロ
ナ
イ

ト
の
細
粒
化
に
お
け
る
動
的
再
結
晶
作
用
．
豊
原
富
士

夫
・
藤
本
ゆ
か
り
・
隈
猛
・
梅
崎
基
考

15
：
45

O
-1
41

基
盤
岩
に
発
達
す
る
断
層
破
砕
帯
の
最
新
す
べ
り
面

と
物
質
移
動
：
阿
寺
断
層
破
砕
帯
に
お
け
る
例
．
大
谷

具
幸
・
森
川
公
一
朗
・
小
嶋
　
智
・
各
務
和
彦

16
：
00

O
-1
42

断
層
帯
内
部
構
造
解
析
に
向
け
た
中
央
構
造
線
の
掘

削
．
重
松
紀
生
・
小
泉
尚
嗣
・
藤
本
光
一
郎
・
ウ
ォ
リ

ス
　
サ
イ
モ
ン
・
高
橋
美
紀
・
中
島
　
隆
・
木
村
希

生
・
上
原
真
一
・
竹
下
　
徹
・
高
木
秀
雄

16
：
15

O
-1
43

台
湾
チ
ェ
ル
ン
プ
断
層
に
お
け
る
地
震
時
の
炭
質
物

の
化
学
変
化
．
廣
野
哲
朗
・
大
橋
聖
和
・
濱
田
洋
平
・

T
C
D
P
 H
ol
e 
B
研
究
グ
ル
ー
プ

16
：
30

O
-1
44

地
震
性
断
層
す
べ
り
に
伴
う
炭
素
鉱
物
の
消
失
．
大

橋
聖
和

（
講
演
中
止
）

O
-1
45

座
長
：
河
野
義
生
（
13
4-
13
7）
，
武
藤
潤
（
13
8-
14
1）
，

西
川
治
（
14
2-
14
5）

般
１
-3
02

（
定
番
）
岩
石
・
鉱
物
の
破
壊
と
変
形

★
特
別
サ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

14
：
30

O
-2
43

20
08
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
伴
う
地
表
地
震
断

層
．
茂
庭
隆
彦

14
：
45

O
-2
44

20
08
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
る
墓
石
転
倒
率

の
分
布
．
石
渡
　
明
・
小
栗
尚
樹
・
原
田
佳
和

15
：
00

O
-2
45

岩
手
宮
城
内
陸
地
震
に
と
も
な
う
p
re
se
is
m
ic
と

co
se
is
m
ic
な
地
下
水
・
温
泉
の
変
動
．
大
槻
憲
四

郎
・
鹿
島
雄
介
・
南
須
原
美
恵

15
：
15

O
-2
46

平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
る
斜
面
変
動

の
特
徴
．
上
野
将
司

15
：
30

O
-2
47

秋
田
県
男
鹿
温
泉
は
放
射
能
泉
か
？
－
温
泉
排
水
の

高
放
射
能
ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
T
ra
v
er
ti
n
eの
年
代
測

定
－
．
高
島
勲
・
ウ
ォ
ン
イ
ン
　
ク
リ
ッ
ト
・
白
石
建

雄
・
西
川
　
治
・
古
橋
恭
子

15
：
45

O
-2
48

石
灰
岩
体
に
発
達
す
る
亀
裂
面
の
指
向
性
と
応
用
地

質
的
問
題
点
．
近
藤
は
る
か
・
越
谷
　
賢
・
堀
川
滋
雄

16
：
00

O
-2
49

熊
本
県
観
音
岳
の
残
丘
地
形
形
成
に
か
か
わ
る
特
徴

的
な
地
質
構
造
と
斜
面
崩
壊
タ
イ
プ
．
木
村
健
志
・
横

田
修
一
郎

16
：
15

O
-2
50

系
統
的
割
れ
目
に
規
制
さ
れ
た
岩
盤
崩
壊
の
例
．
田

近
　
淳

16
：
30

O
-2
51

富
山
県
中
部
の
せ
き
止
め
湖
お
よ
び
せ
き
止
め
湖
堆

積
物
：
抜
戸
溜
池
・
桐
谷
・
小
井
波
・
縄
ヶ
池
．
小
嶋

智
・
永
田
秀
尚
・
野
崎
　
保
・
鈴
木
和
博
・
池
田
晃

子
・
大
谷
具
幸
・
岡
村
祝
明
・
近
藤
遼
一

16
：
45

O
-2
52

四
国
東
部
の
秩
父
帯
・
御
荷
鉾
帯
に
分
布
す
る
地
す

べ
り
の
テ
フ
ラ
に
よ
る
編
年
．
西
山
賢
一
・
北
村
真

一
・
川
村
教
一

座
長
：
西
山
賢
一
（
24
3-
24
6）
，
横
田
修
一
郎
（
24
7-

25
2）

（
定
番
）
応
用
地
質
一
般

渡
邊
由
美
子
・
大
本
洋

16
：
45

O
-4
1

太
古
代
の
ア
ル
カ
リ
性
熱
水
．
渋
谷
岳
造
・
小
宮

剛
・
中
村
謙
太
郎
・
高
井
　
研
・
丸
山
茂
徳

17
：
00

O
-4
2

大
陸
地
殻
の
形
成
と
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
組
み
込
ん
だ

大
陸
成
長
史
の
モ
デ
リ
ン
グ
．
丸
山
茂
徳
・
小
宮
　
剛



（ ）19

■
9月
22
日
（
月
）
午
後

14
：
00

会
場

14
：
00

O
-8
7

京
都
府
，
神
吉
盆
地
の
70
m
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
に
含

ま
れ
る
大
山
起
源
の
中
期
更
新
世
テ
フ
ラ
．
小
滝
篤

夫
・
加
藤
茂
弘
・
木
谷
幹
一
・
牧
野
州
明
・
三
宅
康
幸

14
：
15

O
-8
8

石
川
-富
山
県
地
域
，
鮮
新
―
更
新
統
大
桑
層
下
部

に
お
け
る
火
山
灰
層
と
貝
化
石
密
集
層
を
鍵
層
と
し
た

高
精
度
層
序
の
試
み
．
大
久
保
弘

14
：
30

O
-8
9

千
葉
県
北
東
部
に
お
け
る
下
総
層
群
指
標
テ
フ
ラ

Y
b1
．
中
里
裕
臣
・
佐
藤
弘
幸

14
：
45

O
-9
0

関
東
山
地
北
西
縁
部
に
お
け
る
中
部
中
新
統
の
地
質

学
的
研
究
．
川
闢
槙
平
・
向
井
理
史
・
小
坂
共
栄

15
：
00

O
-9
1

カ
ン
ブ
リ
ア
紀
を
源
岩
と
す
る
日
立
変
成
岩
の
地
史

―
S
H
R
IM
P
年
代
測
定
に
よ
る
結
果
．
田
切
美
智
雄
・

森
本
麻
希
・
横
須
賀
歩
・
望
月
涼
子
・
D
a
n

D
un
kl
ey
・
足
立
達
郎

15
：
15

O
-9
2

北
上
山
地
の
地
質
研
究
―
こ
の
25
年
の
進
展
－
．
永

広
昌
之

15
：
30

O
-9
3

秋
田
県
出
羽
丘
陵
鳥
田
目
断
層
群
に
関
連
す
る
新
第

三
系
の
変
形
構
造
．
吉
田
昌
幸
・
西
川
　
治
・
奥
平
敬

元
・
白
石
建
雄

15
：
45

O
-9
4

青
森
県
南
西
部
，
碇
ヶ
関
カ
ル
デ
ラ
地
域
に
分
布
す

る
鮮
新
世
火
山
岩
類
の
層
序
．
近
藤
梓
・
山
元
正
継
・

安
井
光
大
・
石
川
泰
己
・
松
田
光
明
・
松
島
桂
英

16
：
00

O
-9
5

北
海
道
東
部
に
分
布
す
る
根
室
層
群
・
富
川
累
層
に

お
け
る
渦
鞭
毛
藻
シ
ス
ト
化
石
層
序
と
古
環
境
．
林
圭

一
・
西
　
弘
嗣
・
小
布
施
明
子

16
：
15

O
-9
6

北
海
道
サ
ロ
ベ
ツ
地
域
に
お
け
る
沖
積
層
の
堆
積
環

境
変
遷
．
酒
井
利
彰
・
井
岡
聖
一
郎
・
石
島
洋
二

座
長
：
小
田
原
啓
（
87
-9
0）
，
鈴
木
茂
之
（
91
-9
4）
，

大
久
保
弘
（
95
-9
6）

般
１
-3
05

（
定
番
）
地
域
地
質
・
地
域
地
質

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
S）
・（
O
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

14
：
00

O
-1
68

山
口
県
西
部
の
中
部
ジ
ュ
ラ
-最
下
部
白
亜
系
か
ら

産
出
す
る
歌
野
・
清
末
両
植
物
群
の
比
較
お
よ
び
そ
の

層
序
学
的
意
義
．
河
村
博
之

14
：
15

O
-1
69

被
子
植
物
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
を
用
い
た
北
海
道
下
部

白
亜
系
に
お
け
る
被
子
植
物
の
出
現
年
代
の
検
討
．
中

村
英
人
・
沢
田
　
健
・
高
嶋
礼
詩

14
：
30

O
-1
70

植
物
化
石
の
抵
抗
性
高
分
子
か
ら
の
分
子
古
生
物
学

的
研
究
～
北
海
道
お
よ
び
中
部
日
本
の
第
三
紀
植
物
化

石
を
例
に
し
て
．
沢
田
　
健

14
：
45

O
-1
71

三
重
県
大
紀
町
の
四
万
十
累
帯
北
縁
部
か
ら
産
し
た

放
散
虫
化
石
．
山
梨
太
郎
・
柏
木
健
司

15
：
00

O
-1
72

岩
手
県
二
戸
地
域
の
下
部
中
新
統
四
ツ
役
層
か
ら
の

V
ic
ar
y
a（
腹
足
綱
）
の
発
見
と
そ
の
意
義
．
松
原
尚

志
・
小
守
一
男

15
：
30

O
-1
73

富
山
県
高
岡
市
の
鮮
新
統
頭
川
層
か
ら
産
出
し
た
海

牛
化
石
．
長
澤
一
雄
・
葉
室
麻
吹
・
水
上
輝
男
・
安
田

俊
雄
・
中
川
賢
勇
・
葉
室
俊
和
・
藤
井
昭
二

15
：
45

O
-1
74

S
p
at
ia
l 
an
d
 
T
em
p
or
al
 
V
ar
ia
ti
on
s 
in

P
le
is
to
ce
n
e 
C
or
al
 A
ss
em
b
la
g
es
 i
n
 t
h
e 
S
ou
th

an
d
 
C
en
tr
al
 
R
y
u
k
y
u
 
Is
la
n
d
s．
H
u
m
b
le
t

M
ar
c・
Y
as
uf
um
i 
Ir
yu

16
：
00

O
-1
75

海
底
洞
窟
“
大
洞
窟
”
に
お
け
る
過
去
7,
00
0年
間

の
洞
窟
性
微
小
二
枚
貝
群
集
の
時
空
間
分
布
の
変
遷
．

北
村
晃
寿
・
山
本
な
ぎ
さ
・
大
森
明
利

16
：
15

O
-1
76

八
代
海
中
央
部
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
か
ら
採
集
さ
れ
た

桑
野
幸
夫
標
本
の
地
質
学
的
価
値
．
秋
元
和
實

16
：
30

O
-1
77

化
石
記
録
に
見
ら
れ
る
形
態
進
化
パ
タ
ー
ン
に
対
す

る
時
間
的
平
均
化
の
影
響
：
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
評
価
．
生
形
貴
男

座
長
：
北
村
晃
寿
（
16
8-
17
4，
17
6-
17
7）
，
生
形
貴
男

（
17
5）

般
１
-4
02

（
定
番
）
古
生
物

14
：
00

O
-2
67

中
海
の
閉
鎖
性
水
域
の
開
削
の
た
め
の
自
然
放
射
能

調
査
と
湖
水
の
現
状
野
村
律
夫
・
瀬
戸
浩
二
・
井
上
睦

夫
・
入
月
俊
明

14
：
15

O
-2
68

唐
の
浜
層
群
六
本
松
層
の
新
露
頭
に
つ
い
て
（
速

報
）．
武
智
賢
樹
・
鹿
島
愛
彦

14
：
30

O
-2
69

豊
橋
平
野
の
第
四
系
層
序
．
中
島
　
礼
・
堀
　
常

東
・
宮
崎
一
博
・
西
岡
芳
晴
・
尾
崎
正
紀

14
：
45

O
-2
70

伊
勢
湾
・
三
河
湾
に
お
け
る
現
生
底
生
有
孔
虫
群
集

の
分
布
．
横
井
大
作
・
阿
部
　
理

15
：
00

O
-2
71

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
後
背
地
域
の
表
層
堆
積
物
中
に

捕
り
こ
ま
れ
た
大
気
汚
染
物
質
抽
出
．
金
井
篤
史
・
香

村
一
夫

15
：
15

O
-2
72

野
尻
湖
層
立
ヶ
鼻
砂
部
層
の
河
川
－
湖
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
洪
水
堆
積
物
．
竹
下
欣
宏
・
野
尻
湖
地
質
グ

ル
ー
プ

15
：
30

O
-2
73

長
野
市
信
更
町
に
分
布
す
る
高
野
層
に
記
録
さ
れ
た

M
IS
 5
e（
E
em
ia
n
）
の
湖
底
環
境
．
伊
藤
拓
馬
・
公

文
富
士
夫
・
坂
本
竜
彦
・
飯
島
耕
一

15
：
45

O
-2
74

長
野
市
，
高
野
層
T
K
N
-2
00
7コ
ア
の
層
相
と
有
機

炭
素
（
T
O
C
）
含
有
率
変
動
．
田
原
敬
治
・
公
文
富

士
夫
・
長
橋
良
隆

16
：
00

O
-2
75

新
潟
県
中
越
地
域
の
信
濃
川
ロ
ー
ム
層
の
帯
磁
率
．

吉
越
正
勝
・
渡
辺
秀
男

16
：
15

O
-2
76

南
東
北
地
域
に
お
け
る
前
期
更
新
世
の
広
域
テ
フ
ラ

の
対
比
と
運
搬
・
堆
積
機
構
の
検
討
．
酒
井
健
志
・
黒

川
勝
己

16
：
30

O
-2
77

青
森
県
下
北
半
島
沖
の
海
底
コ
ア
を
用
い
た
過
去
16

万
年
間
の
古
気
候
変
動
の
解
明
．
市
川
　
博
・
上
林
彰

仁
・
公
文
富
士
夫
・
青
池
　
寛

16
：
45

O
-2
78

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
の
赤
色
土
－
新
潟

県
下
の
生
成
時
代
と
分
布
状
況
か
ら
み
た
－
．
仲
川
隆

夫 17
：
00

O
-2
79

ベ
ト
ナ
ム
・
メ
コ
ン
デ
ル
タ
沿
岸
，
バ
ー
ド
ン
海
岸

の
貝
形
虫
と
そ
の
生
息
環
境
．
山
口
龍
彦
・
洞
口
圭

史
・
七
山
太
・
渡
辺
和
明
・
田
村
　
亨
・
グ
エ
ン
ヴ
ァ

ン
　
ラ
ッ
プ
・
斎
藤
文
紀
・
立
石
　
良
・
タ
ー
チ
ー

キ
ム
　
オ
ア
ン
・
立
石
雅
昭

座
長
：
瀬
戸
浩
二
（
26
7-
27
0）
，
渡
邊
正
巳
（
27
1-
27
4）
，

竹
下
欣
宏
（
27
5-
27
7）
，
吉
越
正
勝
（
27
8-
27
9）

般
１
-4
05

（
定
番
）
第
四
紀
地
質

14
：
00
趣
旨
説
明
．
世
話
人
一
同

14
：
10

S
-1
6

（
招
待
講
演
）
高
分
解
能
な
テ
フ
ラ
層
序
学
の
構
築
．

奥
野
　
充

14
：
30

S
-1
7

（
招
待
講
演
）
年
輪
年
代
学
的
手
法
に
よ
る
火
山
活

動
の
年
代
決
定
．
星
野
安
治
・
及
川
輝
樹

14
：
50

S
-1
8

（
招
待
講
演
）
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
法
を
用
い
た
火
山

噴
火
年
代
測
定
法
の
最
近
の
進
展
．
宮
入
陽
介
・
近
藤

玲
介
15
：
10

S
-1
9

（
招
待
講
演
）
伊
豆
・
小
笠
原
弧
基
盤
岩
類
の
ジ
ル

コ
ン
U
-P
b
年
代
：
数
百
万
年
～
数
十
万
年
単
位
の

S
H
R
IM
P
ジ
ル
コ
ン
年
代
測
定
の
適
用
例
．
谷
健
一

郎
・
D
un
kl
ey
 D
an
ie
l・
石
塚
　
治
・
及
川
輝
樹

15
：
30

S
-2
0

（
招
待
講
演
）
変
質
火
山
灰
を
使
っ
た
火
山
シ
ス
テ

ム
の
理
解
と
そ
の
展
望
．
大
場
　
司

15
：
50

S
-2
1

（
招
待
講
演
）
高
分
解
火
山
活
動
史
に
基
づ
く
活
火

山
の
岩
石
学
．
伴
　
雅
雄

16
：
10

S
-2
2

（
招
待
講
演
）
火
砕
堆
積
物
の
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
解
析

か
ら
探
る
火
山
噴
火
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
．
中
村
美
千

彦
・
佐
藤
典
子

16
：
30
総
合
討
論

座
長
：
及
川
輝
樹
・
下
司
信
夫
・
伴
　
雅
雄
・
奥
野

充

V
B
L-
セ
ミ
ナ
ー

（
シ
ン
ポ
）
高
分
解
能
火
山
地
質



（ ）20

■
9月
20
日
（
土
）
コ
ア
タ
イ
ム
12
：
00
-1
3：
00

ポ
ス
タ
ー
会
場
（
V
B
L・
総
合
研
究
棟
）

日
本
地
質
学
会
第
11
5年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ポ
ス
タ
ー
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
P
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

（
ト
ピ
ッ
ク
）
地
下
地
質
環
境
の
地
球
科
学

P
-2
東
ジ
ャ
ワ
島
ガ
ス
田
の
泥
水
噴
出
災
害
地
域
に
お
け
る

間
隙
水
圧
分
布
の
推
定
．
谷
川
　
亘
・
嶋
本
利
彦

P
-3
断
層
活
動
の
長
期
的
推
移
予
測
手
法
の
検
討
．
宮
下
由

香
里
・
小
林
健
太
・
山
元
孝
広
・
伊
藤
順
一

P
-4
断
層
活
動
に
伴
う
水
素
ガ
ス
発
生
の
検
討
－
立
坑
発

破
・
岩
石
破
壊
実
験
の
結
果
－
．
黒
澤
英
樹
・
石
丸
恒

存
・
丹
羽
正
和
・
島
田
耕
史

P
-5
C
O
2地
中
挙
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
物
理
探
査
法

の
適
用
性
に
つ
い
て
．
鈴
木
浩
一

P
-6
新
第
三
紀
未
固
結
堆
積
岩
中
の
不
均
一
な
物
質
の
移
動

経
路
（
水
み
ち
）
構
造
解
析
．
石
橋
正
祐
紀
・
吉
田
英

一 P
-7
幌
延
地
域
，
立
坑
の
地
表
付
近
に
お
け
る
地
下
水
水
質

と
風
化
作
用
．
田
中
姿
郎
・
大
山
隆
弘
・
石
井
英
一
・

岩
月
輝
希

P
-8
地
下
環
境
安
定
性
評
価
に
資
す
る
鉱
床
鉱
徴
地
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
作
成
．
内
藤
一
樹
・
渡
部
芳
夫

P
-9
長
期
的
火
山
（
マ
グ
マ
）
活
動
及
び
そ
の
影
響
評
価
に

資
す
る
火
山
地
質
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計
．
西
来
邦

章
・
伊
藤
順
一
・
中
野
　
俊

（
ト
ピ
ッ
ク
）「
ち
き
ゅ
う
」
に
よ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
発
生
帯
掘
削
計
画
ス
テ
ー
ジ
１
Ａ
の
成
果

P
-2
4

南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
検
層
デ
ー
タ
と
反
射
法
探
査

デ
ー
タ
の
比
較
．
中
村
恭
之
・
木
下
正
高
・
ト
ビ
ン

ハ
ロ
ル
ド
・
モ
ー
キ
ョ
ー
ト
ゥ
ー
・
IO
D
P
31
4次
航

海
乗
船
研
究
者
一
同

P
-2
5

熊
野
海
盆
海
底
泥
火
山
堆
積
物
の
粘
土
鉱
物
組
成
．
井

尻
　
暁
・
飯
島
耕
一
・
坂
本
竜
彦
・
角
皆
　
潤
・
大
村

亜
希
子
・
森
田
澄
人
・
芦
寿
一
郎

（
定
番
）
地
域
間
層
序
対
比
と
年
代
層
序
ス
ケ
ー
ル

P
-4
9

関
東
平
野
の
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
中
に
見
出
さ
れ
た
上
越

テ
フ
ラ
（
S
K
03
0）
の
深
度
分
布
と
，
そ
れ
か
ら
推
定

さ
れ
る
堆
積
盆
地
の
地
質
構
造
．
水
野
清
秀
・
山
口
正

秋
・
八
戸
昭
一
・
川
島
　
眞

（
定
番
）
砕
屑
物
組
成
・
組
織
と
続
成
作
用

P
-5
7

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
テ
チ
ス
，
中
央
ネ
パ
ー
ル
Jo
m
so
m
地
域

に
お
け
る
三
畳
系
砕
屑
岩
の
後
背
地
．
吉
田
孝
紀
・
鈴

木
茂
之
・
山
中
晶
子
・
川
村
寿
郎
・
D
h
it
al
 M
eg
h

R
aj
i

P
-5
8

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
テ
チ
ス
，
中
～
上
部
三
畳
系
の
堆
積
環
境

―
中
央
ネ
パ
ー
ル
Jo
m
so
m
地
域
の
例
―
．
山
中
晶

子
・
吉
田
孝
紀
・
川
村
寿
郎
・
鈴
木
茂
之
・
D
h
it
al

M
eg
h 
R
aj
i

P
-5
9

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
近
傍
の
石
炭
紀
礫
岩
中
の
含
パ
ン
ペ

リ
ー
石
酸
性
火
成
岩
礫
お
よ
び
砂
岩
中
の
含
パ
ン
ペ

リ
ー
石
岩
石
片
の
起
源
と
そ
の
意
義
．
足
立
　
守
・
束

田
和
弘
・
吉
田
英
一
・
D
or
js
u
re
n
, 
B
.・
S
er
sm
aa
,

G
.・
M
aj
ig
su
re
n,
 U
.・
M
in
jin
, C
.

P
-6
0

台
湾
に
発
達
す
る
新
第
三
系
メ
ラ
ン
ジ
ュ
か
ら
産
出
し

た
砕
屑
性
ク
ロ
ム
ス
ピ
ネ
ル
の
供
給
源
．
島
村
雄
彦
・

久
田
健
一
郎
・
T
en
g
 L
ou
is
・
Y
u
 N
en
g
-T
i・
Y
en

Ji
un
-Y
ee
・
T
sa
i 
Y
i-L
in
g

P
-6
1

北
海
道
芦
別
地
域
東
方
の
蝦
夷
層
群
砂
岩
に
含
ま
れ
る

砕
屑
性
ザ
ク
ロ
石
の
化
学
組
成
．
岡
本
嵩
大
・
吉
田
孝

紀 P
-6
2

岐
阜
県
石
徹
白
地
域
に
分
布
す
る
変
F
e-
A
l質
砕
屑
岩

の
堆
積
構
造
と
砕
屑
粒
子
．
上
久
保
寛
・
竹
内
　
誠

P
-6
3

美
濃
帯
木
曽
福
島
地
域
の
ジ
ュ
ラ
系
泥
岩
の
化
学
組

成
．
塩
見
大
志
・
吉
田
孝
紀

P
-6
4

第
三
系
牟
婁
層
群
中
O
q
礫
の
堆
積
岩
石
学
的
特
徴
．

忽
滑
谷
優
里
・
久
田
健
一
郎
・
小
室
光
世

P
-6
5

神
奈
川
県
中
央
部
，
中
津
層
群
の
チ
ャ
ー
ト
礫
か
ら
産

出
し
た
三
畳
紀
と
ジ
ュ
ラ
紀
放
散
虫
化
石
の
地
質
学
的

意
義
．
河
尻
清
和
・
柏
木
健
司

P
-6
6

圧
密
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
は
ど
う
や
っ
て
獲
得
さ
れ
る

か
？
－
北
大
西
洋
と
北
太
平
洋
と
の
深
海
堆
積
物
の
地

質
年
代
を
通
し
た
超
長
期
的
な
圧
密
過
程
か
ら
の
検

討
－
．
川
村
喜
一
郎

（
定
番
）
堆
積
相
と
堆
積
シ
ス
テ
ム
・
シ
ー
ケ
ン
ス

P
-7
3

エ
ジ
プ
ト
，
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
盆
地
カ
ル
ン
湖
北
岸
の
フ

ラ
ッ
シ
ュ
洪
水
が
卓
越
す
る
完
新
世
段
丘
堆
積
物
．
前

島
　
渉
・
猪
岡
聖
・
ホ
ッ
サ
ム
　
ア
ブ
デ
ル
モ
ー
ネ
ム

ト
ー
フ
ィ
ク
　
ア
ブ
デ
ル
ハ
ミ
ド
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
　
モ

ハ
メ
ド
　
ガ
ン
ド
ー
ロ

P
-7
4

ネ
パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
の
更
新
統
に
見
つ
か
っ

た
湖
底
ス
ラ
ン
プ
堆
積
物
と
そ
れ
に
伴
う
“
津
波
”
堆

積
物
．
酒
井
哲
弥
・
ガ
ジ
ュ
レ
ル
　
ア
ナ
ン
タ
・
田
端

英
雄
・
大
井
信
夫
・
ウ
プ
レ
テ
ィ
　
ビ
シ
ャ
ー
ル

P
-7
5

北
海
道
十
勝
海
岸
に
分
布
す
る
最
終
間
氷
期
海
成
段
丘

構
成
層
の
堆
積
相
解
析
．
仁
科
健
二
・
菅
　
和
哉

P
-7
6

C
on
fi
n
ed
 b
as
in
に
お
け
る
タ
ー
ビ
ダ
イ
ト
の
連
続
性

と
粒
度
分
布
：
鮮
新
統
安
野
層
A
n
55
層
準
の
例
．
石

原
与
四
郎
・
片
淵
康
隆

P
-7
7

大
阪
層
群
ア
ズ
キ
火
山
灰
層
の
堆
積
相
・
色
・
含
泥

率
・
p
H
・
鉱
物
組
成
と
堆
積
環
境
：
淡
水
v
s.
海
水
．

廣
木
義
久
・
山
口
　
弘

P
-7
8

堆
積
相
と
珪
藻
化
石
・
安
定
炭
素
同
位
体
比
・
全
有
機

炭
素
・
イ
オ
ウ
量
か
ら
復
元
さ
れ
る
陸
棚
環
境
変
化
－

福
島
県
鮮
新
統
大
年
寺
層
の
例
－
．
吉
内
佑
佳
・
保
柳

康
一
・
柳
沢
幸
夫

（
定
番
）
堆
積
作
用
・
堆
積
過
程

P
-7
9

静
岡
県
清
水
海
岸
沖
の
表
層
堆
積
層
の
形
成
に
つ
い

て
．
吉
河
秀
郎
・
根
元
謙
次

P
-8
0

北
海
道
南
東
沖
の
釧
路
海
底
谷
と
外
縁
隆
起
帯
．
辻
野

匠
・
野
田
　
篤
・
川
村
喜
一
郎
・
本
山
　
功
・
佐
々
木

智
之
・
柳
沢
幸
夫

P
-8
1

房
総
半
島
下
部
更
新
統
大
田
代
層
の
単
層
解
析
に
基
づ

く
重
力
流
堆
積
物
の
時
空
変
化
の
特
徴
．
長
谷
川
裕

樹
・
久
保
雄
大
・
伊
藤
　
慎

P
-8
2

重
力
流
堆
積
物
中
の
障
害
物
洗
掘
痕
か
ら
推
定
し
た
ア

ン
ダ
ー
フ
ロ
ー
の
厚
さ
．
尾
崎
か
お
り
・
宮
田
雄
一
郎

P
-8
3

高
領
域
流
れ
を
示
唆
す
る
堆
積
物
重
力
流
の
堆
積
構

造
．
宮
田
雄
一
郎
・
河
野
光
宏
・
尾
崎
か
お
り

P
-8
4

粒
子
配
列
で
可
視
化
し
た
塊
状
タ
ー
ビ
ダ
イ
ト
砂
岩
層

中
の
バ
ッ
ク
セ
ッ
ト
構
造
．
河
野
光
宏
・
宮
田
雄
一
郎

P
-8
5

W
av
e 
d
u
n
es
と
G
ia
n
t 
ri
p
p
le
sの
形
成
条
件
の
違
い

～
粒
径
に
依
存
す
る
大
型
リ
ッ
プ
ル
形
成
の
限
界
振
動

周
期
～
．
谷
口
圭
輔
・
高
川
智
博
・
増
田
富
士
雄

P
-8
6

房
総
半
島
中
部
更
新
統
万
田
野
層
上
部
の
サ
ン
ド
リ
ッ

ジ
を
構
成
す
る
複
合
デ
ュ
ー
ン
堆
積
物
の
内
部
構
造
．

島
野
恭
史
・
勝
山
　
暁
・
伊
藤
　
慎
・
吉
田
修
二

P
-8
7

只
見
川
・
阿
賀
野
川
流
域
に
お
け
る
沼
沢
火
山
５
万
年

前
の
火
砕
流
噴
火
後
の
火
砕
物
二
次
堆
積
作
用
．
馬
場

綾
佳
・
卜
部
厚
志
・
片
岡
香
子

P
-8
8

実
験
水
路
で
で
き
た
河
床
勾
配
急
変
域
．
坂
本
隆
彦

（
定
番
）
付
加
体

P
-1
08

房
総
半
島
南
部
三
浦
層
群
の
鉱
物
組
成
．
亀
田
　
純
・

山
本
由
弦

P
-1
09

関
東
山
地
，
白
亜
紀
四
万
十
帯
付
加
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

（
小
仏
層
群
）
に
お
け
る
弱
変
成
岩
の
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
．

原
　
英
俊
・
栗
原
敏
之

P
-1
10

前
縁
付
加
体
が
高
圧
変
成
場
に
搬
入
さ
れ
る
ま
で
の
変

形
履
歴
：
神
居
古
潭
帯
新
冠
地
域
の
検
討
．
植
田
勇
人

P
-1
11

美
濃
帯
南
部
，
養
老
山
地
と
北
鈴
鹿
山
脈
に
分
布
す
る

付
加
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
地
質
構
造
か
ら
み
た
養
老
断

層
お
よ
び
一
志
断
層
の
起
源
．
南
部
拓
未
・
狩
野
謙
一

P
-1
12

四
国
西
部
，
北
部
秩
父
帯
に
お
け
る
海
山
起
源
岩
石
と

粗
粒
砕
屑
岩
の
地
質
学
的
関
係
．
辻
　
智
大
・
榊
原
正

幸 （
定
番
）
マ
グ
マ
プ
ロ
セ
ス
・
サ
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
＊
（
鉱
物
科
学
会
合
同
）

R
1-
P
1（
鉱
物
）

板
状
貫
入
岩
体
に
基
づ
く
マ
グ
マ
溜
ま
り
の
冷
却
分
化

過
程
:山
形
県
青
沢
ド
レ
ラ
イ
ト
の
岩
石
学
的
解
析
．

高
田
悠
志
・
小
澤
一
仁

P
-1
34

東
北
日
本
弧
火
山
フ
ロ
ン
ト
に
産
す
る
二
種
類
の
角
閃

石
含
有
マ
グ
マ
～
そ
の
H
2O
量
の
違
い
～
．
安
井
光

大
・
山
元
正
継
・
近
藤
　
梓
・
宮
嶋
弘
樹
・
松
田
光

明
・
北
　
逸
郎

P
-1
35

石
英
の
カ
ソ
ー
ド
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
像
に
記
録
さ
れ
た

マ
グ
マ
混
交
・
混
合
：
足
摺
岬
花
崗
岩
体
の
例
．
横
山

正
敬
P
-1
36

オ
マ
ー
ン
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
・
南
部
フ
ィ
ズ
岩
体
マ
ン

ト
ル
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
マ
ン
ト
ル
ー
メ
ル
ト
反
応

の
空
間
変
化
．
村
上
龍
太
朗
・
高
澤
栄
一
・
菅
家
奈
未

P
-1
37

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
北
西
壁
に
分
布
す
る
先
阿
蘇
火
山
岩
類

の
地
質
学
・
岩
石
学
的
研
究
．
古
川
邦
之
・
三
好
雅

也
・
新
村
太
郎
・
柴
田
知
之
・
荒
川
洋
二

（
定
番
）
深
成
岩
及
び
変
成
岩
＊
（
鉱
物
科
学
会
合
同
）

P
-1
38

大
阪
府
北
部
剣
尾
花
崗
岩
の
全
岩
化
学
組
成
．
木
村
祐

美
子
・
壷
井
基
裕

P
-1
39



（ ）21

■
9月
20
日
（
土
）
コ
ア
タ
イ
ム
12
：
00
-1
3：
00

ポ
ス
タ
ー
会
場
（
V
B
L・
総
合
研
究
棟
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
P
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

鹿
児
島
県
大
隅
半
島
，
高
隈
山
花
崗
岩
の
地
質
学
・
岩

石
学
．
沢
田
順
弘
・
鰺
坂
泰
士

P
-1
40

接
触
変
成
作
用
を
う
け
た
蛇
紋
岩
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の

鉱
物
記
載
と
そ
の
成
因
．
加
藤
欣
也
・
岡
村
　
聰
・
加

藤
孝
幸

P
-1
41

日
高
変
成
帯
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
ザ
ク
ロ
石
グ
ラ
ニ
ュ

ラ
イ
ト
相
」
岩
石
の
Ｐ
-Ｔ
変
化
経
路
．
志
村
俊
昭
・

K
em
p 
A
. I
. S
.

P
-1
42

5万
分
の
1地
質
図
幅
「
御
油
」・
「
豊
橋
及
び
田
原
」
地

域
の
領
家
変
成
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
．
宮
崎
一
博
・
中
島

礼
・
堀
常
東
・
西
岡
芳
晴
・
尾
崎
正
紀

P
-1
43

鹿
塩
マ
イ
ロ
ナ
イ
ト
帯
に
関
す
る
諸
問
題
．
小
野
　
晃

P
-1
44

（
講
演
中
止
）

R
2-
P
01
（
鉱
物
）

志
賀
島
塩
基
性
岩
類
の
結
晶
作
用
－
鉱
物
化
学
組
成
と

S
r同
位
体
比
組
成
に
よ
る
検
討
－
．
柚
原
雅
樹
・
河

野
美
香
・
岡
野
　
修

R
2-
P
02
（
鉱
物
）

岐
阜
県
北
部
小
鳥
川
地
域
に
分
布
す
る
飛
騨
変
成
岩
類

の
温
度
圧
力
履
歴
の
再
検
討
．
西
宮
ゆ
き
・
角
替
敏
昭

R
2-
P
03
（
鉱
物
）

夜
久
野
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
朝
来
岩
体
に
み
る
島
弧
下
部

地
殻
の
部
分
融
解
と
花
崗
岩
質
マ
グ
マ
の
進
化
過
程
．

隅
田
祥
光
・
早
坂
康
隆

R
2-
P
04
（
鉱
物
）

西
南
日
本
三
波
川
及
び
周
防
変
成
帯
の
白
雲
母
年
代

学
．
N
uo
ng
 N
gu
ye
n・
板
谷
徹
丸

R
2-
P
05
（
鉱
物
）

東
南
極
ナ
ピ
ア
岩
体
に
産
す
る
超
高
温
変
成
岩
中
の

si
lli
m
an
it
eの
微
細
組
織
．
三
宅
　
亮
・
崎
山
智
昭
・

外
田
智
千

P
-1
45

東
南
極
ナ
ピ
ア
岩
体
の
原
岩
構
成
と
そ
の
起
源
．
石
塚

英
男
P
-1
46

南
イ
ン
ド
M
ad
u
ra
u
岩
体
の
M
g
-A
l岩
に
み
ら
れ
る

コ
ー
ネ
ル
ピ
ン
の
起
源
：
ホ
ウ
素
を
含
む
流
体
の
意

義
．
角
替
敏
昭
・
金
沢
友
仁
・
Sa
nt
os
h 
M
.・
佐
藤
桂

P
-1
47

南
イ
ン
ド
A
ch
an
k
ov
il
帯
か
ら
発
見
さ
れ
た
ス
ピ
ネ

ル
＋
石
英
共
生
の
意
義
．
清
水
恒
子
・
角
替
敏
昭
・

Sa
nt
os
h 
M
.

P
-1
48

レ
ー
ザ
ー
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
IC
P
質
量
分
析
装
置
を
用

い
た
イ
ン
ド
南
部
A
ch
an
k
ov
il 
S
h
ea
r 
Z
on
e産
グ
ラ

ニ
ュ
ラ
イ
ト
の
ジ
ル
コ
ン
U
-P
b
年
代
測
定
．
佐
藤

桂
・
Sa
nt
os
h 
M
・
角
替
敏
昭
・
昆
　
慶
明
・
山
本
伸

次
・
平
田
岳
史

P
-1
49

プ
リ
ュ
ー
ム
に
起
因
し
た
上
部
マ
ン
ト
ル
の
化
学
的
不

均
質
に
つ
い
て
，
カ
メ
ル
ー
ン
火
山
列
を
例
と
し
て
．

大
谷
麻
実
・
松
影
香
子

P
-1
50

キ
ン
バ
ー
ラ
イ
ト
捕
獲
岩
の
温
度
圧
力
条
件
と
変
形
組

織
の
関
係
．
片
山
郁
夫
・
陶
山
由
夏
・
安
東
淳
一
・
道

林
克
禎
・
小
宮
　
剛

P
-1
51

モ
ン
ゴ
ル
西
部
・
レ
イ
ク
帯
チ
ャ
ン
ド
マ
ン
地
域
の
エ

ク
ロ
ジ
ャ
イ
ト
－
モ
ン
ゴ
ル
で
は
じ
め
て
記
載
さ
れ
た

エ
ク
ロ
ジ
ャ
イ
ト
－
．
高
須
　
晃
・
O
tg
on
kh
uu
 J
・

B
at
ul
zi
i 
D

R
2-
P
06
（
鉱
物
）

P
re
lim
in
ar
y
 r
ep
or
t 
of
 e
cl
og
it
es
 a
n
d
 r
el
at
ed

m
et
am
or
p
h
ic
 r
oc
k
s 
fr
om
 t
h
e 
C
h
an
d
m
an

di
st
ri
ct
 i
n 
th
e 
L
ak
e 
Z
on
e,
 w
es
te
rn
 M
on
go
lia
．

Ja
v
k
h
la
n
 O
tg
on
k
h
u
u
・
B
at
u
lz
ii
 D
.・
T
ak
as
u

A
ki
ra

R
2-
P
07
（
鉱
物
）

P
et
ro
lo
g
ic
al
 r
es
ea
rc
h
 o
f 
th
e 
h
ig
h
-T
 A
l-r
ic
h

p
el
it
ic
 r
oc
k
s 
in
 t
h
e 
M
as
h
an
 c
om
p
ex
, 
N
E

C
h
in
a．
G
u
o 
X
in
zh
u
an
・
T
ak
as
u
 A
k
ir
a・
L
iu

Y
on
gj
ia
ng
・
L
i 
W
ei
m
in

R
2-
P
08
（
鉱
物
）

40
A
r/
39
A
r 
ag
es
 o
f 
th
e 
hi
gh
-P
/T
 m
et
am
or
ph
ic

ro
ck
s 
of
 t
h
e 
H
ei
lo
n
g
ji
an
g
 C
om
p
le
x
 i
n
 t
h
e

Ji
am
u
si
 
M
as
si
f,
 
n
or
th
ea
st
er
n
 
C
h
in
a.
 
L
i

W
ei
m
in
・
T
ak
as
u
 A
k
ir
a・
L
iu
 Y
on
g
ji
an
g
・

G
uo
 X
in
zh
ua
n

R
2-
P
09
（
鉱
物
）

U
-T
h
-P
b
 C
H
IM
E
 a
g
es
 o
f 
m
on
az
it
es
 f
ro
m

g
ar
n
et
-c
h
lo
ri
to
id
-t
al
c 
sc
h
is
ts
 i
n
 t
h
e 
M
ak
b
al

C
om
p
le
x
, 
N
or
th
er
n
 
K
y
rg
y
z 
T
ie
n
-S
h
an
．

T
og
on
b
ae
v
a 
A
.A
・
B
ak
ir
ov
 A
.A
・
T
ak
as
u
 A
.

・
S
ak
u
ra
i 
T
．
・
T
ag
ir
i 
M
.・
B
ak
ir
ov
 A
.B
.・

Sa
ki
ev
 K
.S
．

R
2-
P
10
（
鉱
物
）

イ
ン
ド
　
ラ
ダ
ッ
ク
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
シ
ョ
ッ
ク
縫
合
帯
に

お
け
る
フ
ン
ダ
ー
火
成
岩
類
の
鉱
物
化
学
と
K
-A
r年
．

T
ha
nh
 N
go
 X
ua
n・
板
谷
徹
丸
・
A
hm
ad
 T
al
at
・

小
嶋
　
智
・
大
谷
具
幸
・
永
広
昌
之

R
2-
P
11
（
鉱
物
）

三
波
川
帯
東
赤
石
岩
体
周
辺
の
ザ
ク
ロ
石
中
石
英
包
有

物
の
残
留
歪
み
．
水
上
知
行
・
榎
並
正
樹
・
毛
利

崇
・
ウ
ォ
リ
ス
　
サ
イ
モ
ン

P
-1
52

変
成
岩
中
の
縞
状
構
造
．
佐
々
木
潤
・
岩
森
　
光

P
-1
53

夜
久
野
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
最
下
部
大
島
か
ん
ら
ん
岩
体

に
お
け
る
か
ん
ら
ん
石
の
構
造
解
析
．
田
阪
美
樹
・
鳥

海
光
弘

P
-1
54

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
ア
バ
チ
ャ
火
山
か
ん
ら
ん
岩
捕
獲

岩
の
微
細
構
造
解
析
．
大
原
達
也
・
道
林
克
禎

P
-1
55

高
温
高
圧
実
験
に
よ
る
石
英
の
結
晶
成
長
過
程
の
研

究
：
結
晶
方
位
異
方
性
の
効
果
．
井
元
　
恒
・
道
林
克

禎
・
増
田
敏
明

（
定
番
）
岩
石
・
鉱
物
・
鉱
床
一
般
＊

（
鉱
物
科
学
会
合
同
）

P
-1
56

北
海
道
ト
ム
ラ
ウ
シ
緑
色
岩
体
で
の
未
固
結
堆
積
物
に

貫
入
し
た
マ
グ
マ
と
堆
積
物
の
S
r，
N
d
同
位
体
比
変

化
．
野
原
（
今
中
）
里
華
子
・
宮
下
純
夫

P
-1
57

嶺
岡
・
瀬
戸
川
帯
斑
れ
い
岩
類
の
鉱
物
微
量
元
素
組

成
．
高
橋
直
樹
・
荒
井
章
司
・
田
村
明
弘

P
-1
58

丹
波
帯
小
浜
市
矢
代
の
混
在
岩
中
の
緑
色
岩
ブ
ロ
ッ

ク
：
緑
色
岩
の
化
学
組
成
の
多
様
性
と
そ
の
原
因
．
小

泉
一
人
・
石
渡
　
明
・
武
藤
俊
充

P
-1
59

山
陰
帯
島
根
県
横
田
地
域
に
分
布
す
る
花
崗
岩
類
の
地

質
と
岩
石
．
三
谷
明
日
華
・
亀
井
淳
志

P
-1
60

山
陰
帯
島
根
県
に
分
布
す
る
布
部
花
崗
岩
の
地
質
と
岩

石
．
亀
井
淳
志
・
松
場
康
二
・
覚
本
真
代
・
飯
塚
武
史

P
-1
61

山
陰
帯
尾
原
地
域
に
分
布
す
る
深
成
岩
類
の
地
質
学

的
・
岩
石
学
的
研
究
．
藥
師
寺
亜
衣
・
亀
井
淳
志

P
-1
62

石
灰
洞
の
壁
面
で
見
出
さ
れ
た
リ
ン
酸
塩
―
炭
酸
塩
鉱

物
の
微
細
縞
状
構
造
と
形
成
に
か
か
わ
る
水
．
鮎
沢

潤
・
村
上
恵
理
・
小
宮
詩
保
・
吉
村
和
久

R
3-
01
（
鉱
物
）

北
海
道
豊
羽
熱
水
系
に
産
す
る
粘
土
鉱
物
の
層
厚
解

析
．
木
工
裕
史
・
米
田
哲
朗
・
佐
藤
　
努

R
3-
02
（
鉱
物
）

北
海
道
東
部
・
常
呂
帯
に
お
け
る
微
生
物
変
質
作
用
を

受
け
た
ジ
ュ
ラ
紀
後
期
緑
色
岩
中
の
方
解
石
の
炭
素
同

位
体
地
球
化
学
．
榊
原
正
幸
・
菅
原
久
誠
・
富
山
雄

太
・
池
原
　
実
・
伊
東
佳
彦
・
岡
崎
健
治

R
3-
03
（
鉱
物
）

羽
越
地
域
花
崗
岩
類
の
鉱
物
化
学
・
長
石
組
織
と
関
連

鉱
化
作
用
．
斉
藤
秀
典
・
高
梨
彩
子
・
中
島
和
夫

R
3-
04
（
鉱
物
）

小
坂
・
釈
迦
内
鉱
山
黒
鉱
中
閃
亜
鉛
鉱
の
電
顕
的
ナ
ノ

組
織
：
空
間
的
分
布
と
そ
の
意
義
．
小
河
原
孝
彦
・
赤

井
純
治

R
3-
05
（
鉱
物
）

含
ざ
く
ろ
石
流
紋
岩
の
溶
融
実
験
に
よ
っ
て
生
成
し
た

P
2O
5に
富
む
ザ
ク
ロ
石
．
鶴
田
朋
己
・
有
馬
　
眞

R
3-
06
（
鉱
物
）

M
u
lt
is
ta
g
e 
m
et
am
or
p
h
is
m
 o
f 
th
e 
O
n
od
an
i

ec
lo
g
it
es
 i
n
 t
h
e 
S
am
b
ag
aw
a 
m
et
am
or
p
h
ic

b
el
t, 
B
es
sh
i 
d
is
tr
ic
t, 
ce
n
tr
al
 S
h
ik
ok
u
, 
Ja
p
an
．

K
ab
ir
 M
d 
F
az
le
・
T
ak
as
u 
A
ki
ra

R
3-
07
（
鉱
物
）

四
国
の
泥
質
片
岩
剪
断
帯
に
生
じ
た
lis
tw
ae
n
it
e．
皆

川
鉄
雄
・
浜
根
大
輔
・
清
久
直
子
・
新
庄
　
収
・
田
中

孝
明
R
3-
08
（
鉱
物
）

マ
リ
ア
ナ
前
弧
域
ウ
ェ
ッ
ジ
マ
ン
ト
ル
カ
ン
ラ
ン
岩
の

蛇
紋
岩
化
作
用
．
村
田
恵
子
・
前
川
寛
和

R
3-
09
（
鉱
物
）

高
隈
山
花
崗
岩
中
の
「
菫
青
石
斑
点
」
の
鉱
物
学
的
特

徴
．
松
井
智
彰

R
3-
10
（
鉱
物
）

モ
ン
ゴ
ル
西
部
ア
ル
タ
イ
山
地
B
od
on
ch
川
地
域
に
産

す
る
ざ
く
ろ
石
-藍
晶
石
-十
字
石
片
岩
の
変
成
条
件
．

Z
or
ig
tk
hu
u 
O
yu
n-
E
rd
en
e・
角
替
敏
昭
・
B
at
ul
zi
i

D
．
R
3-
11
（
鉱
物
）

タ
イ
国
，
C
h
at
re
e鉱
床
に
お
け
る
浅
熱
水
性
A
u
-A
g

鉱
化
作
用
の
特
徴
．
森
　
康
治
・
水
田
敏
夫
・
石
山
大

三 R
3-
12
（
鉱
物
）

金
鉱
山
及
び
漂
砂
鉱
床
中
の
金
及
び
エ
レ
ク
ト
ラ
ム
の

化
学
組
成
に
よ
る
産
地
推
定
の
試
み
．
竹
内
翔
吾
・
中

井
　
泉
・
横
山
一
己
・
松
原
　
聰

R
3-
13
（
鉱
物
）

地
質
標
本
館
所
蔵
鉱
物
標
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
カ

タ
ロ
グ
作
成
：
特
に
岡
本
標
本
，
木
下
標
本
，
南
部
標

本
に
つ
い
て
．
豊
　
遙
秋
・
春
名
　
誠
・
松
江
知
佐
世

R
3-
14
（
鉱
物
）

ト
ー
ラ
イ
ト
の
メ
タ
ミ
ク
ト
構
造
と
そ
の
岩
石
学
へ
の

応
用
：
ト
ー
ラ
イ
ト
地
質
タ
イ
マ
ー
の
提
案
．
林
　
宏

樹
・
赤
井
純
治

R
3-
15
（
鉱
物
）

F
e-
N
i-S
系
の
高
温
型
p
en
tl
an
d
it
e及
び
p
en
tl
an
d
it
e

の
相
転
移
．
苣
木
浅
彦
・
北
風
　
嵐

R
3-
16
（
鉱
物
）

含
水
微
結
晶
質
石
英
集
合
体
の
電
気
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

測
定
．
福
田
惇
一
・
P
ea
ch
 C
ol
in
・
Sp
ie
rs
 C
hr
is
・

中
嶋
　
悟

R
3-
17
（
鉱
物
）

マ
イ
ク
ロ
波
試
料
分
解
法
に
よ
る
ケ
イ
酸
塩
試
料
中
の

ケ
イ
素
の
定
量
分
析
．
矢
嶋
一
仁
・
笠
間
厚
子



（ ）22

■
9月
21
日
（
日
）
コ
ア
タ
イ
ム
13
：
00
-1
4：
00

ポ
ス
タ
ー
会
場
（
V
B
L・
総
合
研
究
棟
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
P
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

（
ト
ピ
ッ
ク
）
地
下
地
質
環
境
の
地
球
科
学

P
-1
九
州
東
部
，
秩
父
帯
の
中
部
ト
リ
ア
ス
系
層
状
チ
ャ
ー

ト
か
ら
産
す
る
球
粒
宇
宙
塵
．
尾
上
哲
治
・
安
田
知
佳

（
ト
ピ
ッ
ク
）
グ
リ
ー
ン
タ
フ
ル
ネ
サ
ン
ス
－

水
中
火
山
砕
屑
岩
類
の
堆
積
相
解
析
に
基
づ
い
た

日
本
列
島
新
生
代
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
の
再
構
築
－

P
-1
0

堆
積
相
解
析
に
よ
る
小
規
模
安
山
岩
質
水
中
火
山
体
の

復
元
：
栗
駒
南
部
地
熱
地
域
，
赤
倉
カ
ル
デ
ラ
．
大
竹

正
巳

（
定
番
）
海
洋
地
質

P
-5
0

メ
タ
ン
湧
水
域
に
お
け
る
海
底
自
然
ガ
ン
マ
線
異
常
―

日
本
海
東
縁
・
台
湾
南
西
沖
の
計
測
結
果
―
．
町
山
栄

章
・
木
下
正
高
・
徐
　
垣
・
松
本
　
良

P
-5
1

高
分
解
能
音
波
探
査
記
録
か
ら
み
た
能
登
半
島
西
方
沖

の
最
終
氷
期
以
降
の
堆
積
相
と
断
層
活
動
度
の
推
定
．

井
上
卓
彦
・
村
上
文
敏
・
岡
村
行
信
・
池
原
　
研

P
-5
2

Y
K
07
-1
4,
 K
R
05
-0
4 
航
海
で
得
ら
れ
た
反
射
法
探
査

記
録
と
精
密
海
底
地
形
に
基
づ
く
千
島
海
溝
陸
側
斜
面

域
の
プ
レ
ー
ト
沈
み
込
み
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
の
検
討
．

佐
々
木
智
之
・
辻
野
　
匠
・
川
村
喜
一
郎
・
荒
井
晃

作
・
佐
竹
健
治
・
岡
村
行
信
・
三
輪
哲
也
・
玉
木
賢
策

P
-5
3

日
本
海
溝
に
お
け
る
ゆ
っ
く
り
地
震
検
出
の
た
め
の
海

底
地
震
・
測
地
お
よ
び
湧
水
観
測
―
Y
K
08
-0
6航
海
の

概
要
と
成
果
―
．
伊
藤
喜
宏
・
藤
本
博
己
・
日
野
亮

太
・
木
戸
元
之
・
長
田
幸
仁
・
鈴
木
秀
市
・
山
本
揚
二

朗
・
東
　
龍
介
・
対
馬
弘
晃
・
鈴
木
健
介
・
辻
健
・
中

山
典
子
・
芦
寿
一
郎
・
蒲
生
俊
敬

P
-5
4

遠
州
断
層
系
活
断
層
群
の
分
布
と
変
形
構
造
．
芦
寿
一

郎
・
中
村
恭
之
・
大
塚
宏
徳
・
谷
岡
慧
・
徳
山
英
一
・

徐
　
垣

P
-5
5

母
島
海
山
は
「
根
無
し
」
蛇
紋
岩
海
山
か
？
　
三
浦

亮
・
徳
山
英
一
・
佐
藤
利
典
・
五
十
嵐
千
秋
・
石
井
輝

秋 P
-5
6

大
西
洋
中
央
海
嶺
北
緯
30
 度
に
お
け
る
ガ
ブ
ロ
質
海

洋
地
殻
の
側
方
構
造
に
つ
い
て
の
掘
削
に
よ
る
制
約
．

山
崎
　
徹
・
淡
路
俊
作
・
B
la
ck
m
an
 D
on
a・
前
田

仁
一
郎
・
加
藤
泰
浩
・
E
xp
. 
30
4/
30
5地
球
化
学
分
析

グ
ル
ー
プ

（
定
番
）
炭
酸
塩
岩
の
起
源
と
地
球
環
境

P
-6
7

最
古
の
コ
ケ
ム
シ
礁
が
示
す
微
生
物
礁
か
ら
後
生
動
物

礁
へ
の
置
換
背
景
．
足
立
奈
津
子
・
江
崎
洋
一
・
劉
建

波 P
-6
8

秋
吉
石
灰
岩
に
認
め
ら
れ
る
最
後
期
石
炭
紀
-中
期
ペ

ル
ム
紀
の
第
２
あ
る
い
は
第
３
オ
ー
ダ
ー
海
水
準
変
動

に
影
響
さ
れ
た
高
周
波
シ
ー
ケ
ン
ス
．
中
澤
　
努
・
上

野
勝
美
・
川
幡
穂
高
・
藤
川
将
之

P
-6
9

中
国
広
西
壮
族
自
治
区
鳳
山
県
金
牙
地
域
の
最
下
部
ト

リ
ア
ス
系
微
生
物
岩
に
見
ら
れ
る
組
織
の
遷
移
や
周
期

性
．
田
端
祥
世
・
江
崎
洋
一
・
劉
　
建
波

P
-7
0

沖
縄
県
辺
戸
岬
，
上
部
ト
リ
ア
ス
系
石
灰
岩
の
層
序
と

堆
積
相
．
安
田
知
佳
・
山
口
真
理
子
・
尾
上
哲
治

P
-7
1

沖
縄
県
多
良
間
島
炭
酸
塩
砂
丘
砂
層
中
に
見
ら
れ
る
古

地
表
面
と
陸
水
性
続
成
作
用
．
熊
井
教
寿
・
松
田
博
貴

P
-7
2

沖
永
良
部
島
の
石
筍
を
用
い
た
陸
上
古
環
境
の
復
元
．

馬
淵
し
の
・
山
田
努
・
吉
村
和
久
・
松
田
博
貴
・
栗
崎

弘
輔 （
定
番
）
石
油
・
石
炭
地
質
学
と
有
機
地
球
化
学

P
-8
9

ベ
ー
ス
ン
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
る
C
O
2地
中
貯
留
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
評
価
：
マ
レ
ー
海
盆
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
．
森
田
澄
人
・
後
藤
秀
作
・
松
林
　
修
・
棚
橋

学 P
-9
0

関
東
平
野
下
に
賦
存
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
つ
い

て
．
金
子
信
行
・
佐
脇
貴
幸
・
棚
橋
　
学

P
-9
1

北
海
道
勇
払
地
域
滝
の
上
層
火
砕
岩
中
の
粘
土
鉱
物
の

浸
透
率
に
お
よ
ぼ
す
影
響
．
大
久
保
　
進
・
中
島
秀

幸
・
洲
崎
照
夫 （
定
番
）
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

P
-1
13

北
海
道
北
部
幌
延
地
域
に
お
け
る
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
の

小
断
層
解
析
．
常
盤
哲
也
・
石
井
英
一
・
舟
木
泰
智

P
-1
14

電
磁
気
学
的
手
法
に
よ
る
北
海
道
北
部
の
背
斜
構
造
お

よ
び
内
陸
地
震
発
生
帯
の
構
造
の
解
明
．
市
原
　
寛
・

茂
木
　
透
・
本
多
亮

P
-1
15

中
央
北
海
道
に
お
け
る
古
第
三
紀
～
中
新
世
初
期
の

「
特
異
地
質
体
」
と
北
東
向
き
沈
み
込
み
．
加
藤
孝

幸
・
合
地
信
生

P
-1
16

東
北
日
本
の
反
時
計
回
り
回
転
運
動
：
小
泊
半
島
（
津

軽
）
の
前
期
～
中
期
中
新
世
火
山
岩
類
か
ら
の
新
た
な

証
拠
．
星
　
博
幸
・
檀
原
　
徹
・
岩
野
英
樹

P
-1
17

北
関
東
新
第
三
紀
堆
積
盆
地
は
15
M
a以
降
テ
ク
ト
ニ

ク
ス
的
に
静
穏
な
の
か
？
-北
関
東
弧
間
堆
積
盆
地
の

po
st
 N
.8
層
の
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
-．
大
坪
　
誠
・
奥
澤
康

一
・
竹
野
直
人
・
伊
藤
一
誠

P
-1
18

伊
予
断
層
の
地
質
構
造
と
先
第
四
紀
の
運
動
像
の
検

討
．
窪
田
安
打

P
-1
19

隠
岐
島
後
産
捕
獲
岩
試
料
の
音
響
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に

基
づ
く
中
国
地
方
下
部
地
殻
～
最
上
部
マ
ン
ト
ル
の
地

震
波
反
射
特
性
．
山
根
規
人
・
金
川
久
一

P
-1
20

北
上
山
地
に
お
け
る
中
期
古
生
代
の
前
弧
テ
ク
ト
ニ
ク

ス
．
内
野
隆
之
・
川
村
信
人

P
-1
21

三
重
県
多
気
地
域
領
家
花
崗
岩
中
の
シ
ュ
ー
ド
タ
キ
ラ

イ
ト
の
（
U
-T
h
）/
H
e年
代
測
定
．
山
田
国
見
・
高
木

秀
雄
・
田
上
高
広
・
岩
野
英
樹
・
檀
原
　
徹

P
-1
22

日
本
最
古
の
陸
棚
正
常
堆
積
層
．
中
間
隆
晃

（
定
番
）
古
生
物

P
-1
24

前
期
中
新
世
瑞
浪
層
群
明
世
累
層
の
貝
類
化
石
が
　
示

す
沿
岸
海
洋
気
候
の
再
検
証
．
高
橋
健
一
・
近
藤
康
生

P
-1
25

花
粉
・
胞
子
化
石
に
も
と
づ
く
後
期
白
亜
紀
古
植
生
・

古
気
候
の
東
ア
ジ
ア
沿
岸
－
内
陸
地
域
変
化
．
梅
津
慶

太
・
栗
田
裕
司

P
-1
26

北
海
道
小
平
町
の
上
部
白
亜
系
よ
り
産
出
し
た
長
頚
竜

類
化
石
．
中
谷
大
輔
・
仲
谷
英
夫

P
-1
27

日
本
か
ら
の
カ
リ
ブ
海
要
素
の
厚
歯
二
枚
貝
の
初
産
出

―
大
分
県
南
部
小
坂
層
産
厚
歯
二
枚
貝
の
再
検
討
―
．

佐
野
晋
一
・
ス
ケ
ル
ト
ン
ピ
ー
タ
ー

W
.・
田
中

均
・
平
田
正
礼
・
近
藤
康
生
・
伊
庭
靖
弘
・
佐
藤
裕
一

郎 P
-1
28

熊
本
県
五
木
村
三
宝
山
付
加
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
産

出
す
る
上
部
ト
リ
ア
ス
系
二
枚
貝
化
石
群
集
．
山
口
真

理
子
・
尾
上
哲
治

P
-1
29

後
期
鮮
新
世
に
お
け
る
日
本
海
の
貝
形
虫
化
石
群
集
の

分
布
．
石
田
　
桂
・
入
月
俊
明

P
-1
30

第
四
紀
の
対
馬
・
朝
鮮
海
峡
の
開
閉
と
貝
形
虫
の
分
散

過
程
―
長
崎
県
対
馬
の
内
湾
貝
形
虫
の
解
析
結
果
－
．

入
月
俊
明
・
河
野
重
範
・
岩
谷
北
斗

P
-1
31

関
東
平
野
中
央
部
に
お
け
る
過
去
80
万
年
の
沿
岸
珪
藻

化
石
群
集
の
変
遷
．
納
谷
友
規
・
本
郷
美
佐
緒
・
山
口

正
秋
・
中
里
裕
臣
・
水
野
清
秀

P
-1
32

北
西
太
平
洋
高
緯
度
域
に
お
け
る
上
部
漸
新
統
―
下
部

中
新
統
の
放
散
虫
化
石
層
序
．
澤
田
大
毅
・
本
山
　
功

（
定
番
）
環
境
地
質

P
-1
70

陶
石
鉱
山
の
酸
性
河
川
水
に
お
け
る
バ
イ
オ
ミ
ネ
ラ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
．
森
谷
　
匡
・
田
崎
和
江

P
-1
71

能
登
半
島
地
震
１
年
後
の
生
活
水
と
塩
害
水
田
地
の
現

況
．
野
村
正
純
・
田
崎
和
江
・
奥
野
正
幸
・
新
宅
睦
子

P
-1
72

日
本
海
の
孤
島
・
舳
倉
島
の
硫
化
水
素
を
発
生
す
る
龍

神
池
の
生
態
系
．
川
合
康
平
・
田
崎
和
江

P
-1
73

な
ぜ
，
ク
ロ
松
は
大
量
枯
死
し
た
の
か
？
　
福
山
厚

子
・
鈴
木
祐
恵
・
佐
藤
禮
子
・
内
田
新
二
・
田
崎
和
江

P
-1
74

韓
国
泰
安
半
島
に
お
け
る
油
流
出
事
故
に
よ
る
環
境
汚

染
：
20
08
年
１
月
の
砂
海
岸
と
岩
海
岸
の
浄
化
方
法
．

鈴
木
祐
恵
・
田
崎
和
江
・
藤
沢
瑛
子

P
-1
75

土
壌
中
か
ら
の
放
出
さ
れ
る
水
銀
ガ
ス
量
と
地
質
構
造

と
の
関
連
．
飯
島
康
夫
・
板
井
秀
典

P
-1
76

マ
イ
ク
ロ
P
IX
E
精
密
定
量
分
析
に
基
づ
く
泥
岩
の
溶

出
試
験
に
お
け
る
砒
素
溶
出
の
原
因
．
菅
原
久
誠
・
榊

原
正
幸
・
D
av
id
 B
el
to
n・
鈴
木
哲
也
・
竹
花
大
介

P
-1
77

S
C
P
sの
表
面
形
態
と
化
学
組
成
の
関
係
．
村
上
晶

子
・
奥
平
敬
元
・
吉
川
周
作

P
-1
78

ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
に
よ
る
河
川
環
境
の
自
然
浄
化
作
用
．

佐
野
　
栄
・
河
野
里
代
子
・
木
津
友
実
・
榊
原
正
幸

（
定
番
）
地
学
教
育
・
地
学
史

P
-1
87

世
界
遺
産
屋
久
島
の
地
質
ポ
ス
タ
ー
，
地
質
図
を
用
い

た
新
た
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
例
．
斎
藤
　
眞
・
小
笠
原

正
継
・
下
司
信
夫
・
長
森
英
明

P
-1
88

化
石
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
－
新
し
い
地
質
・
古
生
物
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
－
．
利
光
誠
一
・
斎
藤
　
眞
・
森
尻
理
恵
・

青
木
正
博
・
古
谷
美
智
明
・
井
川
敏
恵
・
兼
子
尚
知
・

中
島
　
礼

P
-1
89

「
地
質
の
日
」
制
定
記
念
行
事
新
潟
大
学
『
サ
イ
エ
ン



（ ）23

■
9月
21
日
（
日
）
コ
ア
タ
イ
ム
13
：
00
-1
4：
00

ポ
ス
タ
ー
会
場
（
V
B
L・
総
合
研
究
棟
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
P
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
の
報
告
．
平
中
宏
典
・
栗
原
敏

之
・
小
河
原
孝
彦
・
大
河
内
　
誠
・「
地
質
の
日
」
制

定
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

P
-1
90

地
域
博
物
館
に
お
け
る
“
地
質
学
”
普
及
の
活
動
取
り

組
み
例
．
梅
田
美
由
紀

P
-1
91

地
学
教
育
と
環
境
教
育
の
視
点
か
ら
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

（
実
践
事
例
）．
太
田
泰
弘
・
野
井
英
明
・
井
村
隆
介

P
-1
92

地
域
振
興
を
目
標
と
し
た
地
質
観
光
情
報
の
開
発
と
利

用
の
試
み
－
茨
城
ジ
オ
パ
ー
ク
設
立
を
目
指
し
て
－
．

細
井
　
淳
・
滝
本
春
名
・
伊
藤
太
久
・
岡
本
高
幸
・
松

原
典
孝

P
-1
93

兵
庫
県
丹
波
市
で
の
恐
竜
発
掘
に
お
け
る
生
涯
学
習
と

“
ま
ち
づ
く
り
”
へ
の
支
援
．
先
山
　
徹
・
高
橋

晃
・
藤
本
真
理
・
三
枝
春
生
・
池
田
忠
広
・
嶽
山
洋

志
・
佐
藤
裕
司
・
古
谷
裕
・
松
原
尚
志
・
半
田
久
美

子
・
客
野
尚
志
・
小
林
文
夫

P
-1
94

小
・
中
学
校
に
お
け
る
地
層
の
野
外
観
察
の
実
施
状

況
－
ど
の
よ
う
な
地
層
で
学
習
し
て
い
る
か
－
．
三
次

徳
二
P
-1
95

中
学
校
に
お
け
る
新
た
な
火
山
岩
の
観
察
方
法
に
つ
い

て
―
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
火
山
岩
の
エ
ッ
チ
ン

グ
と
生
物
顕
微
鏡
の
活
用
―
．
橋
本
寿
夫
・
村
田

守
・
西
村
　
宏
・
藤
岡
達
也

■
M
E
M
O
■



（ ）24

■
9月
22
日
（
月
）
コ
ア
タ
イ
ム
13
：
00
-1
4：
00

ポ
ス
タ
ー
会
場
（
V
B
L・
総
合
研
究
棟
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
P
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

（
ト
ピ
ッ
ク
）
地
球
史
と
イ
ベ
ン
ト
大
事
件
４
：

環
境
と
生
命
の
進
化
に
迫
る

P
-1
1

熱
水
性
石
英
中
の
流
体
包
有
物
分
析
に
よ
る
古
海
水
組

成
の
復
元
．
齋
藤
拓
也
・
渋
谷
岳
造
・
西
澤
　
学
・
北

島
宏
輝
・
昆
　
慶
明
・
澤
木
佑
介
・
小
宮
　
剛
・
丸
山

茂
徳
・
平
田
岳
史

P
-1
2

層
状
チ
ャ
ー
ト
の
堆
積
リ
ズ
ム
は
ミ
ラ
ン
コ
ビ
ッ
チ
・

サ
イ
ク
ル
に
起
因
し
て
い
る
か
？
：
美
濃
帯
犬
山
地
域

中
部
三
畳
系
の
例
．
池
田
昌
之
・
佐
久
間
広
展
・
多
田

隆
治
P
-1
3

超
塩
基
性
岩
の
蛇
紋
岩
化
反
応
に
と
も
な
う
水
素
発
生

に
関
す
る
熱
水
実
験
．
吉
崎
も
と
子
・
鈴
木
勝
彦
・
中

村
謙
太
郎
・
山
口
耕
生
・
渋
谷
岳
造
・
山
本
伸
次
・
大

森
聡
一
・
高
井
　
研
・
丸
山
茂
徳

P
-1
4

D
X
C
L
掘
削
報
告
2：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ピ
ル
バ
ラ

海
岸
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ー
ン
帯
に
お
け
る
32
億
年
前
の
デ

キ
ソ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
層
・
D
X
サ
イ
ト
の
例
．
坂
本

亮
・
清
川
昌
一
・
伊
藤
　
孝
・
池
原
　
実
・
北
島
富
美

雄
・
奈
良
岡
浩
・
山
口
耕
生
・
菅
沼
悠
介
・
高
下
将
一

郎
・
坂
本
　
亮
・
徳
野
康
太

（
ト
ピ
ッ
ク
）
高
分
解
能
火
山
地
質
学

P
-1
5

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，
ロ
ン
ボ
ク
島
に
お
け
る
リ
ン
ジ
ャ
ニ

火
山
に
先
行
す
る
火
山
活
動
の
時
空
間
変
化
．
土
志
田

潔
・
高
田
　
亮
・
古
川
竜
太
・
N
as
ut
io
n 
A
sn
aw
ir

P
-1
6

沼
沢
火
山
B
C
34
00
年
噴
火
（
沼
沢
湖
噴
火
）
の
マ
グ

マ
溜
り
（
そ
の
２
）．
増
渕
佳
子
・
石
崎
泰
男

P
-1
7

男
体
火
山
の
山
頂
火
口
内
に
見
ら
れ
る
湖
沼
堆
積
物
と

ア
グ
ル
チ
ネ
ー
ト
の
14
C
年
代
．
石
崎
泰
男
・
及
川
輝

樹 P
-1
8

御
岳
火
山
の
最
近
の
活
動
史
―
記
録
と
小
規
模
テ
フ
ラ

か
ら
．
及
川
輝
樹
・
奥
野
　
充

P
-1
9

霧
島
，
御
鉢
火
山
に
お
け
る
ア
グ
ル
チ
ネ
ー
ト
の
形
成

機
構
．
筒
井
正
明
・
小
林
哲
夫

（
ト
ピ
ッ
ク
）
沖
積
層
研
究
の
新
展
開

P
-2
0

東
京
低
地
東
縁
の
沖
積
層
に
含
ま
れ
る
火
山
砕
屑
物
の

層
序
と
対
比
．
本
田
孝
子
・
卜
部
厚
志
・
田
辺
　
晋
・

木
村
克
己

P
-2
1

北
海
道
石
狩
平
野
の
縄
文
海
進
の
痕
跡
と
汽
水
湖
（
古

石
狩
湖
）
の
広
が
り
．
嵯
峨
山
　
積

P
-2
2

ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
福
岡
平
野
地
下

の
地
質
・
地
盤
モ
デ
ル
と
そ
の
問
題
点
．
江
藤
稚
佳

子
・
石
原
与
四
郎
・
木
村
克
己

P
-2
3

荒
川
低
地
の
沖
積
層
基
盤
地
形
．
小
松
原
純
子
・
木
村

克
己

（
定
番
）
地
域
地
質
・
地
域
層
序

P
-2
6

宮
崎
市
南
方
か
ら
日
南
市
に
か
け
て
分
布
す
る
宮
崎
層

群
の
石
灰
質
ナ
ン
ノ
化
石
と
地
質
時
代
．
亀
尾
浩
司
・

一
井
直
宏
・
勝
山
美
奈
子

P
-2
7

岡
山
県
東
部
，
超
丹
波
帯
上
月
層
の
緑
色
岩
－
チ
ャ
ー

ト
シ
ー
ク
エ
ン
ス
の
岩
相
と
放
散
虫
化
石
．
竹
村
静

夫
・
竹
村
厚
司
・
菅
森
義
晃
・
古
谷
　
裕

P
-2
8

舞
鶴
-小
浜
地
域
の
地
質
：
超
丹
波
帯
・
丹
波
帯
の
地

質
構
造
．
亀
高
正
男
・
菅
森
義
晃
・
石
田
直
人
・
東
篤

義
・
山
根
博
・
杉
森
辰
次
・
魚
住
誠
司
・
梅
田
孝
行
・

松
井
和
夫
・
永
田
高
弘
・
岩
森
暁
如
・
玉
田
潤
一
郎
・

金
谷
賢
生

P
-2
9

兵
庫
県
篠
山
地
域
の
“
超
丹
波
帯
”
上
滝
層
か
ら
産
出

し
た
三
畳
紀
中
世
放
散
虫
化
石
と
そ
の
意
義
．
菅
森
義

晃 P
-3
0

和
泉
層
群
中
の
W
ild
fi
re
堆
積
物
及
び
溶
結
凝
灰
岩
層

が
も
た
ら
す
和
泉
堆
積
盆
の
形
成
発
達
像
．
清
家
一
馬

P
-3
1

笠
原
断
層
の
隆
起
ブ
ロ
ッ
ク
に
載
る
時
代
未
詳
の
堆
積

物
．
牧
野
内
猛
・
瀬
尾
修
平
・
江
見
嘉
明

P
-3
2

三
河
高
原
南
部
の
新
第
三
系
．
尾
崎
正
紀
・
西
岡
芳

晴
・
宮
崎
一
博
・
中
島
　
礼

P
-3
3

富
士
川
谷
曙
層
の
層
序
と
地
質
時
代
．
廣
瀬
祐
市
・
柴

正
博
・
富
士
幸
祐
・
角
田
謙
朗

P
-3
4

神
奈
川
県
大
磯
丘
陵
で
掘
削
さ
れ
た
大
深
度
温
泉
井
の

地
質
．
小
田
原
　
啓

P
-3
5

神
奈
川
県
愛
川
町
周
辺
に
分
布
す
る
四
万
十
帯
相
模
湖

層
群
か
ら
産
出
し
た
中
期
始
新
世
放
散
虫
化
石
．
猿
田

一
樹
・
高
橋
　
修

P
-3
6

特
殊
地
質
図
N
o.
39
「
千
葉
県
清
和
県
民
の
森
周
辺
の

地
質
図
（
１
万
５
千
分
の
１
）
と
同
説
明
書
」
の
紹
介

お
よ
び
地
質
研
修
や
堆
積
学
的
研
究
等
で
の
活
用
の
メ

リ
ッ
ト
．
徳
橋
秀
一
・
石
原
与
四
郎

P
-3
7

茨
城
県
大
子
町
北
西
部
に
分
布
す
る
新
第
三
系
の
堆
積

環
境
の
復
元
．
及
川
敦
美
・
松
原
典
孝
・
天
野
一
男

P
-3
8

吉
見
変
成
岩
類
の
放
射
年
代
と
化
学
組
成
．
宮
下

敦
・
若
木
重
行
・
木
村
祐
美
子
・
横
山
一
己

P
-3
9

福
島
県
富
岡
町
の
ボ
ー
リ
ン
ブ
コ
ア
A
-1（
JS
G
 B
32
6）

の
30
0M
aの
花
崗
岩
類
．
大
友
幸
子
・
李
輝
・
横
山
一

己
・
中
村
光
一

P
-4
0

干
渉
S
A
R
に
よ
る
平
成
19
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に

伴
う
柿
崎
地
域
の
地
表
変
動
解
析
．
山
本
勝
也
・
辻

健
・
松
岡
俊
文
・
山
田
泰
広

P
-4
1

佐
渡
島
相
川
地
域
第
三
系
の
層
序
学
的
研
究
．
横
山
真

人
・
小
笠
原
憲
四
郎

P
-4
2

男
鹿
半
島
の
地
質
学
的
再
検
討
．
大
口
健
志
・
鹿
野
和

彦
・
柳
沢
幸
夫
・
粟
田
泰
夫
・
小
林
紀
彦
・
林
信
太

郎
・
北
里
　
洋
・
佐
藤
雄
大
・
小
笠
原
憲
四
郎

P
-4
3

秋
田
県
中
央
部
太
平
山
麓
に
分
布
す
る
新
第
三
系
扇
状

地
ー
前
浜
堆
積
物
お
よ
び
土
石
流
堆
積
物
の
存
在
と
そ

の
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
上
の
意
義
．
千
代
延
俊
・
佐
藤
時

幸
・
山
闢
誠
・
斉
藤
崇
人

P
-4
4

南
部
北
上
帯
日
頃
市
地
域
の
下
部
石
炭
系
鬼
丸
層
か
ら

産
す
る
有
孔
虫
群
集
と
そ
の
年
代
．
上
野
勝
美
・
宮
崎

友
秀
P
-4
5

北
海
道
勇
払
地
域
，
あ
け
ぼ
の
S
K
-4
D
抗
井
カ
コ
ウ
岩

定
方
位
コ
ア
の
岩
石
磁
気
パ
ラ
メ
ー
タ
．
伊
藤
康
人
・

指
宿
敦
志
・
玉
川
哲
也

P
-4
6

後
期
中
新
世
北
海
道
望
来
層
珪
質
堆
積
物
の
珪
藻
化
石

年
代
と
堆
積
リ
ズ
ム
．
小
竹
敦
子
・
鈴
木
顴
行
・
阿
波

根
直
一
・
嵯
峨
山
　
積

P
-4
7

北
海
道
北
穂
別
地
域
に
お
け
る
上
部
白
亜
系
大
型
化
石

層
序
．
本
田
豊
也
・
闍
橋
昭
紀
・
平
野
弘
道

P
-4
8

白
亜
系
蝦
夷
層
群
の
層
序
区
分
と
広
域
的
対
比
に
つ
い

て
．
川
村
信
人
・
吉
田
孝
紀
・
植
田
勇
人

（
定
番
）
岩
石
・
鉱
物
の
破
壊
と
変
形

P
-9
2

地
震
前
兆
期
に
お
け
る
地
殻
歪
と
大
気
中
ラ
ド
ン
濃
度

変
化
．
長
濱
裕
幸
・
川
田
祐
介
・
安
岡
由
美
・
大
森
康

孝
・
石
川
徹
夫
・
床
次
眞
司
・
志
野
木
正
樹

P
-9
3

宮
城
県
牡
鹿
半
島
に
お
け
る
大
気
中
ラ
ド
ン
（
R
n
-

22
2）
濃
度
と
地
殻
歪
変
動
．
大
森
康
孝
・
長
濱
裕

幸
・
東
穂
い
づ
み
・
石
川
陽
一
・
高
橋
正
人
・
佐
藤
博

明
・
関
根
　
勉

P
-9
4

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
変
動
地
形
と
餅
転
-細
倉
構

造
帯
．
中
村
教
博
・
大
槻
憲
四
郎
・
鹿
島
雄
介
・
遠
藤

渓
・
中
里
　
翔
・
石
山
達
也
・
今
泉
俊
文
・
越
谷
　
信

P
-9
5

西
南
日
本
，
有
馬
‐
高
槻
構
造
線
六
甲
断
層
沿
い
に
発

達
す
る
破
砕
帯
と
断
層
岩
の
構
造
的
特
徴
．
山
下
和

彦
・
林
　
愛
明

P
-9
6

福
岡
県
，
警
固
断
層
に
お
け
る
fa
u
lt
 d
am
ag
e 
zo
n
e

内
の
化
学
的
・
鉱
物
学
的
特
徴
．
坂
　
啓
惟
・
小
林
健

太 P
-9
7

T
he
 w
id
en
in
g 
of
 f
au
lt
 g
ou
ge
 z
on
e:
 a
n 
ex
em
pl
e

fr
om
 Y
an
gb
uk
-m
ye
on
, 
G
ye
on
gj
u 
ci
ty
, 
K
or
ea
．

C
ha
ng
 T
ae
 W
oo

P
-9
8

粒
界
に
そ
っ
た
石
英
集
合
体
の
離
散
：
花
崗
岩
質
ウ
ル

ト
ラ
マ
イ
ロ
ナ
イ
ト
中
の
細
粒
多
相
集
合
体
の
一
形
成

過
程
．
石
井
和
彦
・
奥
平
敬
元
・
金
川
久
一
・
重
松
紀

生 P
-9
9

花
崗
岩
中
の
ヒ
ー
ル
ド
マ
イ
ク
ロ
ク
ラ
ッ
ク
方
位
を
規

定
す
る
要
因
：
淡
路
島
北
部
に
お
け
る
例
．
山
田
哲

史
・
高
木
秀
雄

P
-1
00

領
家
花
崗
岩
中
の
ヒ
ー
ル
ド
マ
イ
ク
ロ
ク
ラ
ッ
ク
を
用

い
た
古
応
力
場
の
復
元
と
中
央
構
造
線
の
折
れ
曲
が

り
．
会
沢
辰
介
・
高
木
秀
雄

P
-1
01

マ
イ
ク
ロ
ブ
ー
デ
ィ
ン
地
質
古
応
力
計
の
誤
差
見
積
も

り
．
木
村
希
生
・
月
村
勝
宏
・
高
木
智
史

P
-1
02

超
微
小
硬
度
計
に
よ
る
岩
石
微
細
構
造
の
力
学
的
不
均

質
性
の
解
明
：
測
定
精
度
の
評
価
．
大
森
康
智
・
増
田

俊
明
P
-1
03

容
器
内
（
含
水
条
件
）
高
速
摩
擦
試
験
の
テ
ス
ト
試
験

結
果
．
高
野
聡
一
郎
・
林
　
愛
明

P
-1
04

高
速
す
べ
り
破
壊
に
伴
う
断
層
帯
の
透
水
係
数
の
変
化

の
推
定
．
坂
口
真
澄
・
谷
川
　
亘
・
廣
瀬
丈
洋
・
多
田

井
修
P
-1
05

未
固
結
泥
を
用
い
た
中
-高
速
摩
擦
実
験
と
含
水
率
の

影
響
．
多
田
井
　
修
・
谷
川
　
亘

P
-1
06

高
温
高
圧
条
件
下
で
の
多
結
晶
石
英
の
弾
性
波
速
度
へ

の
水
の
影
響
．
松
本
有
希
・
石
川
正
弘
・
有
馬
　
眞

P
-1
07
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■
9月
22
日
（
月
）
コ
ア
タ
イ
ム
13
：
00
-1
4：
00

ポ
ス
タ
ー
会
場
（
V
B
L・
総
合
研
究
棟
）

そ
れ
ぞ
れ
に
（
P
）
の
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
．
＊
印
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
，
鉱
物
科
学
会
側
の
講
演
に
は
鉱
物
科
学
会
の
講
演
番
号
と
（
鉱
物
）
が
つ
い
て
い
ま
す
．

九
州
東
部
，
津
久
見
海
岸
の
剪
断
変
形
を
被
っ
た
蛇
紋

岩
の
産
状
．
曽
田
祐
介

（
定
番
）
ノ
ン
テ
ク
ト
ニ
ッ
ク
構
造

P
-1
23

飛
騨
山
脈
蝶
ヶ
岳
に
分
布
す
る
多
重
山
稜
の
地
形
と
地

質
構
造
．
法
橋
　
亮
・
大
塚
　
勉

（
定
番
）
噴
火
と
火
山
発
達
史
＊

（
鉱
物
科
学
会
合
同
）

P
-1
33

由
布
川
火
砕
流
堆
積
物
に
お
け
る
マ
グ
マ
溜
り
の
組
成

変
化
．
中
村
千
怜
・
榊
原
正
幸

（
定
番
）
情
報
地
質

P
-1
63

深
海
底
岩
石
ア
ー
カ
イ
ブ
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

“
G
A
N
S
E
K
I”
．
市
山
祐
司
・
相
馬
伸
介
・
華
房
康

憲
・
齊
藤
千
鶴
・
川
畑
　
博
・
田
村
芳
彦
・
岡
別
府
陽

子 P
-1
64

地
層
名
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
―
そ
の
７
．
巖
谷

敏
光
・
鹿
野
和
彦
・
中
野
　
俊
・
松
浦
浩
久
・
中
江

訓
・
原
　
英
俊
・
宮
崎
一
博
・
長
谷
川
功
・
高
橋

浩
・
西
岡
芳
晴
・
尾
崎
正
紀

P
-1
65

５
万
分
の
１
シ
ー
ム
レ
ス
地
質
図
「
近
畿
・
中
部
」
の

作
成
．
井
川
敏
恵
・
脇
田
浩
二
・
尾
崎
正
紀

P
-1
66

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
地
盤
情
報
の
提
供
．
倉

橋
稔
幸
・
佐
々
木
靖
人
・
稲
崎
富
士

P
-1
67

W
eb
-G
IS
に
よ
る
３
次
元
地
質
モ
デ
リ
ン
グ
の
た
め
の

ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
層
相
対
比
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開

発
．
櫻
井
健
一
・
野
々
垣
進
・
ニ
ン
サ
ワ
ッ
ト
　
サ
ラ

ウ
ッ
ト
・
塩
野
清
治
・
升
本
眞
二

P
-1
68

地
質
構
造
の
論
理
モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
調
査
デ
ー
タ

か
ら
境
界
面
推
定
用
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

G
eo
S
E
Q
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
．
岩
村
里
美
・
升
本
眞

二
・
塩
野
清
治

P
-1
69

S
R
T
M
-3
デ
ー
タ
欠
損
部
の
H
or
iz
on
20
00
に
よ
る
補

間
．
能
美
洋
介 （
定
番
）
応
用
地
質
一
般

★
特
別
サ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
関

連 P
-1
79

20
08
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
伴
う
地
震
断
層
．
越

谷
　
信
・
石
山
達
也
・
今
泉
俊
文
・
大
槻
憲
四
郎
・
中

村
教
博
・
丸
島
直
史
・
杉
戸
信
彦
・
堤
浩
之
・
廣
内
大

助
・
佐
藤
比
呂
志

P
-1
80

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
る
秋
田
県
内
の
被
害
分

布
．
西
川
　
治
・
白
石
建
雄
・
江
川
佳
苗
・
吉
田
昌

幸
・
尾
形
啓
輔
・
秋
田
県
関
係
者
一
同

P
-1
81

20
08
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
る
地
盤
災
害
と
地

形
．
福
塚
康
三
郎
・
金
折
裕
司
・
佐
藤
忠
信
・
中
井
卓

巳
・
飯
島
康
夫
・
福
塚
健
次
郎

P
-1
82

20
07
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
時
の
円
柱
灯
籠
の
転
倒
．

加
藤
清
次
・
道
家
涼
介

P
-1
83

神
奈
川
県
西
部
，国
府
津
－
松
田
断
層
の
活
動
性
調
査
．

丸
山
　
正

P
-1
84

断
層
間
の
力
学
的
相
互
作
用
を
考
慮
し
た
活
断
層
系
の

連
動
破
壊
に
関
す
る
検
討
．
入
谷
　
剛
・
北
川
陽
一
・

木
場
正
信

P
-1
85

安
定
計
算
式
か
ら
み
た
地
震
時
の
地
盤
挙
動
．
大
河
内

誠 P
-1
86

平
成
18
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お
い
て
土
石
流
が
発
生
し

た
木
曽
山
地
東
縁
の
地
質
構
造
．
北
村
悠
子
・
大
塚

勉

（
定
番
）
第
四
紀
地
質

P
-1
96

熊
本
市
西
部
金
峰
山
地
域
に
お
け
る
中
期
更
新
統
の
全

有
機
炭
素
分
析
か
ら
み
た
古
環
境
変
動
の
復
元
．
岩
本

は
る
か
・
公
文
富
士
夫
・
長
谷
義
隆

P
-1
97

九
州
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
，
最
終
氷
期
以
降
の
環
境
変
遷
と

湖
消
滅
過
程
．
打
越
山
詩
子
・
長
谷
義
隆
・
宮
縁
育

夫
・
佐
々
木
尚
子
・
野
口
絵
梨
・
岩
内
明
子

P
-1
98

宮
崎
海
岸
の
現
世
堆
積
相
に
基
づ
く
地
殻
変
動
傾
向
．

市
原
季
彦
・
下
山
正
一

P
-1
99

播
磨
灘
に
お
け
る
現
生
貝
形
虫
群
集
の
分
布
と
時
系
列

変
化
．
後
燈
明
あ
す
み
・
入
月
俊
明
・
辻
本
　
彰
・
吉

川
周
作

P
-2
00

京
都
市
南
部
，
巨
椋
池
干
拓
地
の
地
形
と
地
下
地
質
か

ら
復
元
し
た
湖
水
深
分
布
と
湖
水
位
．
伊
藤
有
加
・
増

田
富
士
雄

P
-2
01

京
都
府
北
部
久
美
浜
湾
に
お
け
る
貝
形
虫
群
集
と
古
環

境
変
遷
．
増
馬
鉄
朗
・
石
田
桂
・
瀬
戸
浩
二
・
高
田
裕

之
・
内
田
昌
男

P
-2
02

ト
レ
ン
チ
掘
削
調
査
に
基
づ
く
福
井
平
野
東
縁
断
層
帯

の
古
地
震
活
動
．
廣
内
大
助
・
杉
戸
信
彦
・
細
矢
卓

志
・
眞
柄
耕
治
・
吉
岡
敏
和

P
-2
03

た
め
池
底
質
中
に
含
ま
れ
る
重
金
属
の
分
析
に
よ
る
大

気
汚
染
履
歴
の
解
明
～
四
日
市
工
業
地
域
を
例
と
し
て

～
．
石
渡
真
己
・
金
井
篤
史
・
香
村
一
夫

P
-2
04

静
岡
県
御
前
崎
の
完
新
統
か
ら
産
出
し
た
貝
形
虫
化
石

群
集
と
古
環
境
．
春
木
あ
ゆ
み
・
入
月
俊
明
・
藤
原

治
・
平
川
一
臣
・
長
谷
川
四
郎
・
長
谷
義
隆
・
内
田
淳

一
・
阿
部
恒
平

P
-2
05

阿
寺
断
層
帯
中
部
，
加
子
母
川
左
岸
に
お
け
る
変
動
地

形
と
新
規
断
層
露
頭
．
佐
藤
善
輝
・
道
家
涼
介
・
羽
生

孝
史
・
安
江
健
一
・
廣
内
大
助

P
-2
06

長
野
県
北
部
，
野
尻
湖
に
お
け
る
堆
積
物
分
布
と
堆
積

モ
デ
ル
．
青
木
優
作
・
井
内
美
郎
・
井
上
卓
彦
・
近
藤

洋
一
・
岩
本
直
哉

P
-2
07

野
尻
湖
に
お
け
る
過
去
約
４
万
年
間
の
湖
水
面
変
動
．

井
内
美
郎
・
青
木
優
作
・
井
上
卓
彦
・
近
藤
洋
一
・
岩

本
直
哉

P
-2
08

新
潟
県
柏
崎
周
辺
の
中
～
後
期
更
新
世
の
段
丘
の
層
序

と
堆
積
相
．
保
坂
達
也

P
-2
09

新
潟
県
出
雲
崎
町
・
柏
崎
市
に
お
け
る
貝
形
虫
化
石
群

集
と
1.
15
～
1.
60
 M
aの
堆
積
環
境
．
中
澤
理
久
・
石

田
　
桂
・
田
中
裕
一
郎
・
保
柳
康
一

P
-2
10

秋
田
市
南
東
部
太
平
向
斜
に
分
布
す
る
高
岡
層
の
層
序

学
的
研
究
．
尾
形
啓
輔
・
白
石
建
雄
・
西
川
　
治

P
-2
11

男
鹿
半
島
北
部
に
分
布
す
る
更
新
世
段
丘
群
上
の
ロ
ー

ム
層
層
序
．
江
川
佳
苗
・
白
石
建
雄
・
西
川
　
治
・
江

口
誠
一

P
-2
12

青
森
市
新
田
（
1）
遺
跡
に
お
け
る
完
新
統
の
河
川
堆

積
物
と
土
地
利
用
．
鎌
田
耕
太
郎

P
-2
13

ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
法
を
用
い
た
津
波
堆
積
物
と
広
域
テ

フ
ラ
の
年
代
測
定
の
試
み
．
重
野
聖
之
・
七
山
　
太
・

長
友
恒
人
・
下
岡
順
直
・
須
闢
憲
一
・
古
川
竜
太
・
石

井
正
之
・
猪
熊
樹
人
・
北
沢
俊
幸
・
中
川
　
充

P
-2
14

北
海
道
北
部
，
下
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
の
形
成
時
期
と
過
去

60
00
年
間
の
環
境
変
化
．
三
橋
順
・
鈴
木
徳
行

P
-2
15

素
焼
き
し
て
軟
質
粘
土
を
固
化
す
る
試
み
．
中
村
典

之
・
吉
岡
修
司
・
井
上
雅
裕
・
小
澤
栄
一
・
大
坪
友
英
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ランチョン

都合により急遽会場が変更になる場合もございますので，会期

中の掲示にご注意下さい．

9月21日（日）12：00-13：00

工資-224会場　堆積地質部会（世話人　小松原純子）堆積地質

部会の定例会合

工資-321会場　海洋地質部会（世話人　徳山英一・片山　肇＊・

芦　寿一郎・小原泰彦）海洋地質部会の活動に関する議論と情

報交換

工資-320会場　男女共同参画委員会　～女性地球科学者集会＋

～（世話人　堀　利栄）女性地球科学者の未来を考える委員会

から，名称を男女共同参画委員会に変更して初めての地質学会

学術大会となります．今後の本委員会の具体的な活動のあり方

や本年度の金沢での集会の企画等について話し合いたいと思い

ます．女性地球科学者・技術者の方のみならず，子育て等で男

女共同参画にご意見をお持ちの男性の方々にぜひ参加していた

だきたいと思います．お子様同伴での参加も歓迎いたします．

般1-302会場　構造地質部会（世話人　松田達生・大坪　誠）構

造地質部会の定例会合

般1-305会場　地域地質部会・層序部会合同（世話人　吉川敏之）

部会活動や世話人体制についての議論と情報交換

9月22日（月）12：00-13：00

工資-127会場　Island Arc編集委員会（世話人　竹内圭史）

Island Arc誌の編集に関する打合せ（注：岩石部会と同室）

工資-127会場　岩石部会（世話人　青矢睦月）岩石部会の定例

会合（注：Island Arc編集委員会と同室）

般1-402会場　古生物部会（世話人　北村晃寿）古生物部会の定

例会合

VBL大セミナー会場　火山部会（世話人　古川竜太）火山部会の

定例会合

夜　間　小　集　会

都合により急遽会場が変更になる場合もございますので，会期

中の掲示にご注意下さい．

9月21日（日）18：00-20：00

工資-127会場　南極地質研究委員会（世話人　本吉洋一）第49

次（2007/08）セールロンダーネ山地地質調査報告，第50次

（2008/09）セールロンダーネ山地地質調査計画，第51次

（2009-）以降の調査計画について，その他

工資-224会場　炭酸塩堆積学に関する懇談会（世話人　山田

努・松田博貴）鍾乳石を用いた古環境解析に関する近年の研究

報告ならびに情報交換

工資-321会場　地質学会若手の集い（世話人　大坪 誠・山口飛

鳥・山口直文・山岡香子・大橋聖和・池田昌之）若手の交流の

場の提供と地球科学研究の今後の展望について参加者で議論す

る．

工資-320会場　地質学史懇話会（世話人　会田信行・金　光男）

秋田の地質学史についての講演２題．

丸山孝彦：秋田大学地質学教室の歴史/林　信太郎：秋田地学

教育学会の歴史．

般1-302会場　地質環境の長期安定性に関する研究委員会（世話

人　吉田英一・高橋正樹・梅田浩司・渡部芳夫）「地質環境の

長期安定性に関する研究委員会」で企画している地質学会から

出版予定のリーフレット（第10回理事会承認済）についての構

成や内容について執筆者および当該委員による議論を行う．

般1-305会場　考古学への地質学の貢献（8）（世話人　渡辺正

巳・趙　哲済・松田順一郎・井上智博・別所秀高・小倉徹也）

開催地にちなんだ講演会を行う予定です．秋田城跡遺跡の考古

学的な紹介（現在交渉中）/秋田城跡遺跡の地質学的，地形学

的な見地からの紹介（未定）．

般1-402会場　【ジュラ系＋】の集い（世話人　松岡　篤・小松

俊文・近藤康生・堀　利栄・尾上哲治・石田直人）T/J境界の

GSSP設定の状況およびIGCにおけるジュラ系研究の動向につ

いて情報交換を行う．

般1-405会場　環境地質部会（世話人　田村嘉之・風岡　修）環

境地質部会の定例会合（講演含む）

般1-208（休憩室）会場　南海トラフ地震発生帯掘削（世話人

斎藤実篤・坂口有人・倉本真一）南海トラフ地震発生帯掘削ス

テージ２の計画概要，乗船者募集，ちきゅうの現状等について

情報交換を行う.
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日本地質学会地学教育委員会では，５年前から地学普及行事の

一環として，地学教育の普及と振興を図ることを目的として，学

校における地学研究を紹介する「地学研究」発表会をおこなって

います．秋田大会でも，小・中・高等学校の地学クラブの活動，

および授業の中で児童・生徒が行った研究の発表を募集いたしま

した．会場は研究者も発表するポスター会場内に，特設コーナー

を用意いたします．同時並行で研究者の発表も行われますので，

児童・生徒同士のみならず，研究者との交流もできます．この会

を通じて生徒，研究者，市民の交流が進み，地質学，地球科学へ

の理解が深まって，未来を担う生徒たちの学習意欲への良い刺激

と励みになることを願っております．

日時　９月21日（日） ９：00～16：00

場所　日本地質学会年会ポスター会場（VBL・総合研究棟１階）

後援　秋田県教育委員会・秋田市教育委員会

参加校（８月１日現在）

大阪府立花園高等学校・愛知教育大学附属高等学校・八峰町立

岩館小学校・八峰町立八森小学校・秋田県能代市立渟城南小学

校・秋田県立新屋高等学校理科研究部・秋田県立横手高等学校

理数科２年地学班・兵庫県立加古川東高等学校地学部Ⅰ，地学

部Ⅱ・秋田県能代市立渟城西小学校・早稲田大学高等学院理科

部地学班

問い合わせ・申し込み先：

日本地質学会地学教育委員会（担当　三次）

〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル６F

TEL：03-5823-1150 FAX：03-5823-1156

e-mail：main@geosociety.jp

日時：９月19日（金）～21日（日） 10：00～17：30（入場無料）

（体験コーナーは，コーナー毎に開始・終了時間が異なり

ます。）

会場：秋田市民交流プラザ　ALVE きらめき広場

主催：独立行政法人　産業技術総合研究所 地質調査総合センタ

ー・秋田市教育委員会・日本地質学会・秋田大学工学資源

学部附属環境資源学研究センター

後援：秋田大学・秋田大学工学資源学部附属鉱業博物館・秋田

県・NHK秋田・東北地質調査業協会・石油鉱業連盟・秋

田県教育庁生涯学習課

展示テーマ（予定）：秋田の地質（秋田周辺の地質となりたち），

地震・火山・地すべり（秋田周辺海域の地質，活断層，火

山噴火とその恵み），海洋（海の調査，第四紀の日本海，

チムニー），地下の恵み（石油・天然ガス資源，温泉と地

熱，金属鉱物資源），ジオパークほか

体験コーナー（予定）：自分だけの化石レプリカを作ろう！　石

を割ってみよう！　顕微鏡で石を観察してみよう！　地層

のできかたをみてみよう！　ペットボトルで地盤の液状化

を再現！　ゆすって知ろう，地下の様子　マンガン団塊を

採ろう！　フライトシミュレータ　パソコンで地学クイズ

にチャレンジ！　キッチン火山実験　岩石破壊実験　砂を

観察してみよう！　自然の不思議「鳴り砂」 不思議な砂

箱「砂変幻」！　海底の泥を顕微鏡で見てみよう！

お問い合せ先：地質調査総合センター地質情報展開催事務局

URL：http://www.gsj.jp/Info/event/2008/johoten_2008/

e-mail：g08akita@m.aist.go.jp

TEL：029-861-3754 Fax：029-861-3746

日時：９月20日（土）13：00～15：00（入場無料）

会場：秋田大学手形キャンパス教育文化学部３号館大講義室（3-

145）

秋田大会実行委員会・ジオパーク支援委員会　共催

日本地質学会はジオパーク設立推進委員会を設置し，「地質遺

産の保全とその教育・普及・観光への利用が地域の振興と活性化

につながる」という理念に基づき，適切に地質遺産が保全・活用

されるよう，各方面に働きかけています．本講演会では昨年に引

き続き，「ジオパーク」に関連して，男鹿半島-八郎潟地域の多彩

な地形・地質・産業遺産の活用可能性を探ります．さらに，「地

下なる鉱脈無限の宝庫」と唄われかつて活況を呈していた秋田の

鉱山業にも光をあて，日本の近代化を支えた鉱山関連産業の遺産

を保存・活用していく活動を紹介し，その意義について広く市民

や会員とともに考えていきます

プログラム

男鹿半島の地質遺産：男鹿半島は地形・地質の宝庫．大潟村は人

間が造り出した人工の大地．そして豊川油田は日本の近代化を下

支えした産業遺産．ここには自然の長い営みと，人間と自然との

交流の跡が生き生きと残されている．未来における人間と自然と

共生のあり方を探るために，この地域をジオパークに！

白石建雄（秋田大学工学資源学部教授）

ジオパークとは－海外の例を含めて－：ジオパークとは何か，世

界や我が国におけるこれまでの取り組み状況，今後の方向等につ

いて 佃　栄吉（日本地質学会前副会長）

新生の大地―八郎潟干拓の歴史―：干拓前の八郎潟，干拓の歴史，

大潟村における産業について 薄井伯征（大潟村干拓博物館）

「秋田まるごと地球博物館」ネットワーク構築に向けて：秋田県

に豊富な地下資源，それらの関係資源施設を活用し，「地球科学」

と「地球の恵み」を学ぶネットワーク構築の意義について

佐々木詔雄（秋田大学産学連携推進機構客員教授）

近代石油産業と豊川油田―「豊川石油の里」構想―：秋田県にお

ける石油産業の推移，アスファルト沼からの出土化石，「豊川石

油の里」構想について

佐々木榮一（エスケイエンジニアリング（株）地質部長）

意見交換

市民講演会
大地の成り立ちと人びとの生活・歴史

－男鹿半島・大潟村・豊川油田をジオパークに

地質情報展2008あきた
－発見・体験！地球からのおくりもの－

小さなEarth Scientistのつどい
～第6回小，中，高校生徒「地学研究」発表会～

関　連　行　事
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男鹿半島安田海岸における更新統鮪川層と潟西層の
傾斜不整合関係ならびに両層中の広域テフラ

写真・解説：白石建雄（秋田大学工学資源学部）

男鹿半島北岸，安田海岸の海食崖には，下位より順に脇本層，鮪

川層，潟西層，五里合層が連続露出している．これらの地層のうち，

鮪川層以上には堆積サイクルが認識されており，さらに化石を多産

することから，良い巡検地として知られている．中央の写真はこの

露頭中央部における鮪川層（下位）と潟西層（上位）の層位関係を

写したものである．地層は東傾斜しているが，鮪川層は急傾斜し，

その上位を緩傾斜の潟西層が覆っていて，両層は明瞭な傾斜不整合

関係を示している．不整合面は非常に平滑であるが，これは潟西層

堆積に伴う海進時侵食面（ravinement surface）として成形された

ためであると考えられている．

この露頭における両層からは４枚の広域テフラが検出されてい

る．上位より順に阿蘇４テフラ（Aso-4；写真上左），洞爺テフラ

（Toya；写真上中），阿蘇１テフラ（Aso-1；写真上右），白頭山-男

鹿テフラ（B-Og；写真下左）である．Aso-4とToyaは潟西層中に

挟まれている．中央の写真の不整合面上約1.5mの潟西層中に認め

られる白味を帯びた薄層はToyaである．Aso-1とB-Ogは鮪川層中

のテフラであり，それぞれ同層中部・下部の亜炭層中に挟まれてい

る．B-Ogの陸上における検出地点は，現在までのところ男鹿半島

のみである．また，同じ写真の亜炭層下位の白色層は男鹿パミスタ

フ（男鹿pmt）であり，半島西端の戸賀火山由来のベースサージ堆

積物であると考えられている．

以上のテフラの存在は，本露頭における鮪川層以上の地層が

MIS12～５の期間に堆積したことを示している．また，下位の層準

のテフラほど大きく傾斜している．このことはこれらの地層形成期

に西方隆起・東方沈降の傾動運動が進行していたことを物語ってい

る．



日本地質学会員のみなさま

「日本地質学会の公益法人化」にあたっての
基本的な考え方

日本地質学会はこれまで公益法人化を目指して文部科学省へ
の申請を行ってきましたが，改正法人法の施行を受け，これに
基づく一般社団法人の申請受付が今年12月１日から開始される
ところとなりました．新しい法律では，一般社団法人を経過せ
ずに公益法人の認定申請をすることはできないため，日本地質
学会としては当初の方針のとおり公益法人化の実現に向けて，
まずは一般社団法人の申請をし，その上で公益法人の認定を受
けるための申請をするべく，具体的な準備を進めているところ
です．
今後の予定としては，12月に一般社団法人の設立が認められ

たとしても，公益法人認定を受けるまでの日時は全く予想が付
かない状況にあるため，現行の任意団体の地質学会は，現在の
役員任期末の来年５月の総会（予定）まではその活動を継続さ
せ，一般社団法人の日本地質学会は，当面公益認定のための作
業のみを事業目的として行う予定でおります．
公益法人の認定がおりた段階で「任意団体日本地質学会」の

解散と事業・資産の引き継ぎを「公益社団法人日本地質学会」
に行うことになりますが，それについては今後検討を進めると
ころです．

さて，これまでの日本地質学会の法人化の議論と決議にあ
たっては，会員全員の意向を学会運営に反映する機能として，
評議員会の保持と全会員による会長・副会長選挙の２点を法人
化においても確保するべく努力することとなっておりました．
それらをふまえた現行会則については，今般の法人申請に際し，
新法人法への準拠とそのガイドラインに沿っての確認と見直し
が必要となりました．現在法人化作業委員会で進めております
新法人法に沿った会則（法人定款）ならびに各種規則等の見直
し・修正においては，特に上記２点の確保に当たり，以下の通
りの基本的な学会運営の方針を再確認して進めるところです．
法人化までの準備作業のスケジュールとしましては，９月の秋

田での評議員会において，新法人に基づいた定款案（添付資料
１）ならびに主要な付帯規則類（運営細則，理事会規則，選挙
細則等）の原案を準備し，評議いただく予定でおります．とり
わけ新法人の基本規則である定款案については学会運営全体に
かかる大きな方針の確認となると判断し，これについても会員
の皆様にお示しすることといたしました．
内容等についてのご質問等があれば，９月末日をめどに理事

会および法人化準備委員会までお送りいただければご説明した
いと考えております．

記

１．重要検討課題
１）法人化に当たって現在の評議員会の機能をいかに保持する
か．
＜保持すべき内容＞
（1）組織決定を含む重要な学会運営について，年に１度の
総会だけではなく，年４回の評議員会で広く意見を汲み
取る現在のしくみ

（2）各階層の代表者の構成を持つ現在の評議員会の構成

２）会長選挙に会員全体の意向をいかに反映させるか．

２．提案概要
１）理事会構成
役付き理事による執行理事会（現状の理事会に相当，毎月開

催を原則）と会員階層を反映する理事（現状の評議員に相当）
による理事会（年４回程度）を組織し，以下の学会運営を分担
する．

蘆執行理事会：定款に従った通常の学会運営を行う．
蘆理事会：重要な審議（規則の改正や財務判断等）を行うと
共に，次期会長・副会長の選出を行う．

新法人の定款等においては，現在の評議員会の設定を引き続
き行うことができないため，評議員会の機能を理事会に統合す
る必要がある．これにより，役員組織が単純になり，位置づけ
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「日本地質学会の公益法人化」にあたっての基本的な考え方
平成20年８月８日

日本地質学会理事会・法人化作業委員会

（付図）



も明瞭になる．選挙制度も簡潔にでき，結果的に，現在の理事
と評議員の選ばれ方の不統一がなくなり，役員としての立場を
同じくできる．以上により，上記問題意識は満たされる．

２）会長選出過程への会員意向の反映（付図参照）
上記１）項の理事会での会長・副会長の選出において参考に

するため，役員選挙（理事選挙）と同時に全会員への会長・副
会長の（推薦）意向投票を実施し，理事会はこの結果を参考に
する．したがって，理事選挙で選出された理事からは会長・副
会長を互選しないことを，学会での共通理解とする．
なお選挙の詳細は理事会の議決する規則（選挙細則）とし，

新法人設立後は速やかに設定し，来年度の総会にかける．

３）新法人における選挙方法（前項２）への補足説明）
新法人の理事会構成の再編を上記案に沿って行うとした場合

には，現在の下記の人員構成に見合った半数改選の原則を変更
することが望ましい．
【現状】

蘆評議員：全国区代議員当選者より40名，毎年半数改選
蘆理事：14名，毎年半数改選

【新法人】
蘆理事：理事50名程度（執行理事15名程度含む）を，同時全
議席改選（２年任期）
蘆会長・副会長・監事：理事と同時に改選（２年任期）

その理由は，半数改選の原則で選挙を実施する場合には，理
事および執行理事は毎年選出するが，任期２年の会長・副会長，
監事については，１年おきの選出となり選挙の仕組みが複雑に
なる．したがって，全ての理事の改選時期を会長・副会長と同
様に，２年ごとに改選することとしたい．全役員の改選による
業務執行の継続性については，執行理事会の運営に支障が出な
いよう最善を尽くすこととする．会長・副会長の改選に全理事
の改選時期を合わせることは役員選挙の合理性にもつながるも

のである．
役員数については，会長・副会長，理事，評議員の総数が現

状では57名に達するが，新法人での理事の定員は学会の規模に
照らして，50名程度に抑えたい．理事の定員や執行理事の担当
等は今後検討の予定であるが，具体的には，執行理事（役付き）
数を15名程度とし，理事総数を40～60名などと表記することに
より，現評議員からの理事移行人数に幅を持たせる事を検討す
ることとしたい．また，会員による選挙では理事の定員全員を
選出し，その理事により構成された理事会内で役付き執行理事
を選任する（互選）こととしたい．

３．補足
１）現職理事，評議員の任期延長
上記の役員改選方法の再設定により，現行の規約では来年度

（2009年度）改選予定の全役員（代議員＝評議員を含む）につ
いて，新法人移行時点から新規約による一斉改選が行われるま
で，任期を最大１年程度延長していただくことを予定している．
これは，法人化準備段階である本年末に役員改選をあえて行わ
ずに，十分な共通理解を得た上で選挙細則の整備を行い，新法
人設立の後に選挙を行いたいという意味もある．

２）役員と社員
日本地質学会（一般社団法人）における役員とは，「理事

（会長・副会長を含む）」と「監事」のことを言う．総会は，現
行どおり代議員制を採用するので，代議員をもって法律上の
「社員」とする．ただし，上記２項の１）による改正により，
現行の評議員＝代議員という仕組みはなくなる．法人化後の代
議員の定数は，現行会則上の代議員の定数「170名以上220名以
下」と同程度と考えているので，移行期においては，評議員の
人数だけ減ることになる．これについては別途検討の必要があ
る．代議員の任期は２年，選出については役員同様に２年ごと
とする．

以上
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（添付資料）

以下に示す定款案は，現行の「日本地質学会会則」を下敷き
にしつつ，一般社団法人および公益社団法人の要件を満たすよ
うに，法律をふまえて修正を加えたものです．また，上記でお
示しした考え方に基づく章立てと条文も盛り込まれています．
定款は公益認定の際の重要な資料となりますので，公明でわか
りやすい，かつ法律に即した表現になるよう心がけました．

日本地質学会定款案

第１章　総　　則
（名　称）
第１条　この法人は，日本地質学会（The Geological Society
of Japan. 略称J.G.S.）という．
２　以下この定款においては「学会」と称する．

（事務所）
第２条　この学会は，事務所を東京都千代田区に置く．
２　この学会は，理事会の議決を経て，日本国内の必要の地に
支部を置くことができる．

（目　的）
第３条　この学会は，地質学とその応用についての研究成果の
公表，知識の交換，内外の関連学会との連携協力等を行うこと

により，地質学の進歩と普及を図り，学術の振興と社会の発展
に寄与・貢献することを目的とする．

（規　律）
第４条　この学会は，別に定める「日本地質学会倫理綱領」の
理念と規範に則り，公正かつ適正に会を運営し，前条の公益目
的の達成と社会的信頼の維持・向上に努めるものとする．

（事　業）
第５条　この学会は，第３条の目的を達成するために次の事業
を行う．
（1）地質学に関する研究開発の推進ならびに奨励，援助
（2）地質学に関する研究成果の公表，普及ならびに情報の提
供

（3）地質学に関する調査，情報収集
（4）地質学に関する技術指導，人材育成
（5）地質学に関する教育，普及・啓発
（6）地質学に基づく献策
（7）関連する諸団体および諸機関との交流および協力
（8）前号にあげるもののほか，本会の目的を達成するために
必要な事業

２　前項の事業は，日本全国において行うとともに海外との学
術交流を通じて行う．

（事業年度）



第６条　この学会の事業年度は，毎年４月１日に始まり，３月
31日に終わる．

第２章　会　員
（種　別）
第７条　この学会の会員は次の４種とする．
（1）正会員　　地質学あるいはその関連科学に関し学識経験
を有しこの学会の目的に賛同して入会した個人．

（2）賛助会員　この学会の目的に賛同し，この学会の事業を
賛助するため入会した個人または法人

（3）名誉会員　　正会員の中から，地質学の発展に関する功
績または学会への貢献が特に顕著な者で，代議員総会（以
下総会という）の議決をもって推薦された者

（4）準会員　　この学会の目的に賛同して入会した地質学に
関心のある学生・生徒およびこれに準ずる個人で，正会員
の資格取得予定者．

２　正会員は，理事，監事および代議員の選挙権および被選挙
権を有する．
３　会員は，一般社団・財団法人法に規定された情報公開に関
する社員の権利を，学会に対して行使することができる．

（入　会）
第８条　入会は別に定めるところにより，所定の入会申込書を
提出し，理事会の承認を受けなければならない．

（会　費）
第９条　この学会の会費は総会の議決をもって別に定め，会員
は規定の会費を納入しなければならない．
２　名誉会員は，会費を納めることを要しない．
３　会費の減免については別に定める．

（会員の責務）
第10条　会員は学会の目的に従い，「日本地質学会倫理綱領」
を遵守しなければならない．

（資格の喪失）
第11条　会員は，次の各号の一に該当する場合はその資格を喪
失する．
（1）退会したとき．
（2）死亡，もしくは失踪宣告を受けたとき，またはこの学会
が解散したとき．

（3）成年被後見人または被保佐人になったとき．
（4）会費を滞納し，理事会の議決があったとき．
（5）総会の議決により除名されたとき．
（6）全代議員の同意があったとき．

（退　会）
第12条　会員が退会しようとするときは，退会届を提出し，任
意に退会することができる．

（除　名）
第13条　会員が次の各号の一に該当するときは，総会の議決に
基づき，除名することができる．この場合その会員に対し，総
会の１週間前までに理由を付して除名する旨を通知し，総会の
議決の前に弁明の機会を与えなければならない．
（1）会員としてこの学会の名誉を傷つけたとき．
（2）学会の目的に違反する行為があったとき．
（3）学会の倫理綱領に著しく抵触する行為があったとき．
（4）その他の正当な事由があるとき．
２　前項に関し，事実確認に必要な手続きは別に定める．
３　前項により除名が議決されたときは，その会員に対し，通

知するものとする．
（会員資格喪失に伴う権利および義務）
第14条　会員が第13条の規定によりその資格を喪失したとき
は，この学会に対する権利を失い，義務を逃れる．ただし，未
履行の義務はこれを逃れることはできない．
２　会員がその資格を喪失した場合，既納の会費はいかなる事
由があっても返還しない．

第３章　代議員
（定　数）
第15条　この学会に170名以上220名以下の代議員をおく．

（選　任）
第16条　代議員は，一般社団法人に関する法律上の社員として
正会員の中から選挙により選出し，総会で選任する．
２　代議員は役員を兼ねることができない．
３　代議員の選挙は，総会の決議により別に定める規程に基づ
いて行う．
４　代議員の欠員が生じた場合は，別に定める規定に従い，速
やかに欠員を補充する．

（職務・権限）
第17条　代議員は社員として総会に出席し，総会での議決権を
有するものとする．
２　代議員は，全代議員の30分の１以上の連署により理事に対
し，総会開催日の６週間前までに一定の事項を総会の目的事項
とすることを請求できる．
３　代議員は，全代議員の30分の１以上の連署により，総会に
おいて総会目的事項の議案を提出することができ，理事にたい
し，総会開催日の６週間前までに当該議案の要領を代議員に通
知することを請求できる．

（代議員の任期）
第18条　代議員の任期は選任後２年以内に終了する事業年度の
うち，最終のものに関する定時総会の終結のときまでとし，総
会の決議によってその任期を短縮すること，および再任を妨げ
ない．ただし，代議員が「一般社団・財団法人法」に基づく，
総会決議取り消しの訴え，解散の訴え，責任追及の訴えおよび
役員解任の訴えを提起している場合には当該訴訟が解決するま
での間，当該代議員は社員としての地位を失わない．
３　欠員又は増員により選任された代議員の任期は，前任者又
は現任者の残任期間とする．
４　代議員は，その辞任または任期満了後でも後任者が就任す
るまでは，その任務を行う．

（代議員の解任）
第19条　代議員が次の各号の一に該当するときは，理事会およ
び総会の各々の３分の２以上の議決により，解任することがで
きる．
（1）心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められると
き．

（2）職務上の義務違反その他代議員たるにふさわしくない行
為があると認められるとき．

（代議員の報酬）
第20条　代議員は無報酬とする．

第４章　総　会
（種　類）
第21条　この学会の総会は，「一般社団・財団法人法」に定め
る社員総会とし，定時総会および臨時総会の２種とする．
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（構　成）
第22条　総会は代議員をもって構成する．
２　総会における議決権は，代議員１名につき１個とする．

（権　限）
第23条　代議員総会は，「一般社団・財団法人法」に規定する
事項およびこの定款で定める事項を議決する．
（1）役員ならびに代議員の選任および解任
（2）役員等の報酬の額またはその規定
（3）定款の変更
（4）各事業年度の事業報告および決算報告
（5）各事業年度の事業計画および予算案
（6）会費等の金額
（7）会員の除名
（8）長期借入金ならびに重要な財産の処分および譲受け
（9）解散および残余財産の処分
（10）合併，事業の全部もしくは一部の譲渡または公益目的
事業の全部の廃止

（11）理事会において総会に付議した事項
（12）前各号に定めるものの他，「一般社団・財団法人法」に
規定する事項およびこの定款に定める事項
２　前項に関わらず定時および臨時総会においては，予め書面
をもって通知した総会の目的以外の事項は，議決することがで
きない．

（開　催）
第24条　定時総会は毎事業年度終了後，３ヵ月以内に開催する．
２　臨時総会は，次の各号の一に該当する場合に開催する．
（1）理事が必要と認め，理事会に招集の請求をしたとき．
（2）議決権の1/10以上を有する代議員から，会議の目的であ
る事項および招集の理由を記載した書面により，招集の請
求が理事にあったとき．

（3）前項の請求をした代議員は，請求後遅滞なく招集の手続
きが行われない場合，また，請求があった日から６週間以
内の日を総会の日とする招集の通知が発せられない場合に
は，裁判所の許可を得て，総会を招集することができる．

（招　集）
第25条　総会は，理事会の決議に基づき会長が招集する．ただ
しすべての代議員の同意がある場合には，その招集手続きを省
略することができる．
２　会長は，前条第24条第２項の規定による請求があったとき
は，その日から６週間以内（30日以内）に臨時総会を招集しな
ければならない．
３　総会を招集するときは，会議の日時，場所，目的である事
項を記載した書面または電磁的方法をもって，開催日の２週間
前までに通知しなければならない．役員および代議員に通知す
る．
４　代議員以外の正会員も総会に陪席することができる．

（議　長）
第26条　総会の議長は，会議のつど，出席代議員の中から選出
する．

（定足数）
第27条　総会は，代議員の過半数が出席しなければ，議事を開
き議決することができない．

（議　決）
第28条　総会の議事は，「一般社団・財団法人法」第49条第２
項に規定する事項およびこの定款に特に規定するものを除き，

代議員である出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは，
議長の裁決するところによる．
２　前項の場合において，議長は代議員として表決に加わるこ
とはできない．

（書面表決等）
第29条　やむを得ない理由のため総会に出席できない代議員
は，予め通知された事項について，書面または電磁的方法によ
り表決し，または他の代議員を代理人として表決を委任するこ
とができる．
２　前項の場合における前２条の規定の運用については，その
代議員は出席したものとみなす．
３　理事または代議員が，総会の決議の目的である事項につい
て提案した場合において，代議員の全員が書面または電磁的方
法により同意の意思表示をしたときは，その提案を可決する旨
の同意があったものとみなす．

（報告の省略）
第30条　理事が代議員の全体に対し，総会に報告すべき事項に
ついて予め通知した場合，その事項を総会において報告するこ
とを要しないことにつき，代議員の全員が書面または電磁的記
録により同意した場合には，その報告が総会においてあったも
のとみなす．

（議事録）
第31条　総会の議事については法令の定めに従って議事録を作
成しなければならない．
２　議事録は速やかに全会員に公開し，議決事項を知らせるも
のとする．
３　議事録は総会の日から10年間，主たる事務所に備え置く．

（総会規約）
第32条　総会の運営に関し必要な事項は，法令またはこの定款
に定めるもののほか，総会において定める総会規約による．

第５章　役員等
（種類および定数）
第33条　この学会には，次の役員を置く
（1）理事　40名以上60名以内，
（2）監事　２名以上
２　理事のうち１名を代表理事とし，会長とする．また，理事
のうち２名を副会長とし，常務・副常務理事各１名を含む15名
以内を執行理事とする．

（選任等）
第34条　理事および監事は総会の決議によって選任する．
２　理事会において，会長１名，副会長２名，執行理事を選任
する．この場合において理事会は，総会の決議により会長，副
会長を選出し，理事会において当該候補者を選任する方法によ
ることができる．
３　この学会の役員および役員候補に選出されたものは，代議
員に関する選挙権，被選挙権を有しないものとする．
４　監事は理事または使用人を兼ねることができない．
５　理事のいずれか１名とその配偶者または３親等内の親族そ
の他特別の関係にある者の合計数は，理事数の３分の１を超え
てはならない．監事についても同様とする．
６　他の同一団体の理事または使用人である者，その他これに
準ずる相互に密接な関係にあるものとして法令で定める者であ
る理事の合計数は，理事総数の３分の１を超えてはならない．
監事についても同様とする．
７　理事または監事に異動があったときは，２週間以内に登記
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し，遅滞なく行政庁に届け出なければならない．

（理事の職務・権限）
第35条　理事は理事会を構成し，定款の定めるところにより，
この学会の業務の執行を決定する．
２　会長はこの学会を代表し，業務を執行する．
３　副会長は会長を補佐し，この学会の業務を分担執行する．
４　正・副常務理事は会長・副会長を補佐しその他の執行理事
とともに，この学会の業務を分担執行する．
５　理事および執行理事の権限は理事会が別に定める職務権限
規定による．
６　会長，副会長，正・副常務理事および前項の業務を執行す
る理事は，毎事業年度ごとに３ヵ月を超える間隔で３回以上，
自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない．

（監事の職務・権限）
第36条　監事は，次の各号に規定する職務を行う．
（1）理事の職務執行の状況を監査すること．
（2）学会の業務ならびに財産の状況を監査すること．
（3）総会および理事会に出席し，意見を述べること．
（4）理事が不正の行為をし，もしくはその行為をする恐れが
あると認めるとき，または法令もしくは定款に違反する事
実もしくは著しく不当な事実があると認めるときは，これ
を理事会，総会に報告すること．

（5）前号の報告をするため必要があるときは，会長に理事会
の招集を請求すること．ただし，請求のあった日から５日
以内に，２週間以内の日を理事会とする招集通知が発せら
れないときは，直接理事会を招集すること．

（6）理事が総会に提案しようとする議案，書類その他法令で
定めるものを調査し，法令もしくは定款に違反し，または
著しく不当な事項があると認めるときは，その調査の結果
を総会に報告すること．

（7）理事が学会の目的範囲外の行為とその他法令もしくは定
款に違反する行為をするおそれがあるときは，その理事に
対し，その行為をやめることを請求すること．

（8）その他監事に認められた法令上の権限を行使すること．

（任　期）
第37条　理事の任期は選任後２年以内に終了する事業年度のう
ち，最終のものに関する定時総会の終結のときまでとし，総会
の決議によってその任期を短縮すること，および再任を妨げな
い．
２　監事の任期は選任後２年以内に終了する事業年度のうち，
最終のものに関する定時総会の終結のときまでとし，再任を妨
げない．
３　補欠又は増員により選任された役員の任期は，前任者の残
任期間とする．
４　役員は，その辞任または任期満了後でも後任者が就任する
までは，その職務を行う．

（解　任）
第38条　役員が次の各号の一に該当するときは，理事会および
総会で各々の３分の２以上の議決権により解任することができ
る．この場合，理事会および総会で議決する前にその役員に弁
明の機会を与えなければならない．
（1）心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められると
き．

（2）職務上の義務に違反し，またはその職務を怠ったとき，
その他役員たるにふさわしくない行為があると認められる
とき．

（報酬等）
第39条　役員は，有給とすることができる．
２　役員には，職務執行に要する費用の支払いをすることがで
きる．
３　役員の報酬は，総会の議決を経て会長が定める．

（取引の制限）
第40条　理事が次にあげる取引をしようとする場合は，その取
引について重要な事実を開示し，理事会の承認を得なければな
らない．
（1）自己または第三者のためにするこの学会の事業の部類に
属する取引

（2）自己または第三者のためにするこの学会との取引
（3）この学会がその理事の債務を保証することその他理事以
外のものとの間におけるこの学会とその理事との利益が相
反する取引

２　前項の取引をした理事は，その取引の重要な事実を遅滞な
く，理事会に報告しなければならない．
３　前２項の取り扱いについては，第52条に定める理事会規則
によるものとする．

（責任の免除または限定）
第41条　この学会は，役員の「一般社団・財団法人法」第111
条第１項の賠償責任について，法令に定める要件に該当する場
合には，理事会は監事の同意を得て総会に諮り，総会の決議に
よって賠償責任額から法令に定める最低責任限度額を控除して
得た額を限度として，免除することができる．
２　この学会は，外部役員との間で，前項の賠償責任について
法令に定める要件に該当する場合には，賠償責任を限定する契
約を締結することができる．ただし，その契約に基づく賠償責
任の限度額は，金50万円以上で予め定めた額と法令の定める最
低責任限度額とのいずれか高い額とする．

第６章　理事会
（構成）
第42条　理事会はすべての理事をもって構成する．

（権限）
第43条　理事会は，この定款に別に定めるもののほか，次の職
務を行う．
（1）総会の日時および場所ならびに目的事項の決定
（2）規則の制定，変更および廃止に関する事項
（3）前各号に定めるもののほかこの学会の業務執行の決定
（4）理事および執行理事の職務の執行の監督
（5）会長，副会長，ならびに理事の選任および解職．
（6）業務の執行においては，執行理事による執行理事会がこ
れを行う．執行理事会については別に定める理事会規則に
よるものとする．

２　理事会は，内部管理体制の整備および以下にあげる事項，
その他の重要な業務執行の決定を，理事に委任することができ
ない．また，以下の事項については，理事会の議決を経て総会
の議に付すものとする．
（1）重要な財産の処分および譲り受け
（2）多額の借財
（3）重要な使用人の選任および解任
（4）従たる事務所その他重要な組織の設置，変更および廃止　
（5）第41条第１項の責任の免除および同条第２項の責任限定
契約の締結

（開　催）
第44条　定例理事会は毎事業年度に３回以上開催する．また，
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次の各号の一に該当する場合は臨時理事会を開催する．
（1）会長が必要と認めたとき．
（2）会長以外の理事から，会議の目的である事項を記載した
書面をもって招集の請求があったとき．

（3）前号の請求があった日から５日以内に，その日から２週
間以内の日を理事会の日とする理事会の招集通知が発せら
れない場合に，その請求をした理事が招集したとき．

（4）第36条第１項第５号の規定により，監事から招集の請求
があったとき，または監事が招集したとき．

（招　集）
第45条　理事会は会長が招集する．ただし，前条第１項第３号
により理事が招集する場合および第４号後段の監事が招集する
場合を除く．
２　会長は，前条第１項第２号または４号前段に該当する場合
は，その請求があった日から２週間以内に臨時理事会を招集し
なければならない．
３　理事会を招集するときは，会議の日時，場所，目的である
事項を記載した書面または電磁的方法により，開催日の５日前
までに通知しなければならない．
４　前項の規定にかかわらず，理事および監事の全員の同意が
あるときは，招集の手続きを経ることなく理事会を開催するこ
とができる．

（議長）
第46条　理事会の議長は，執行理事以外の理事の互選により選
出された理事がこれにあたる．

（定足数）
第47条　理事会は，理事の過半数以上の出席がなければ，会議
を開くことができない．

（議決）
第48条　理事会の議事はこの定款に定めがあるもののほか，議
決に加わることができる理事の過半数が出席し，その過半数を
もって決し，可否同数のときは議長の裁決するところによる．
２　前項の場合においては，議長は，理事として表決に加わる
ことができない．

（決議の省略）
第49条　理事が，理事会の決議の目的である事項について提案
した場合において，その提案について議決に加わることができ
る理事の全員が，書面または電磁的記録により同意の意思表示
をしたときは，その提案を可決する旨の理事会の議決があった
ものとみなす．ただし，監事が異議を述べたときは，その限り
ではない．

（報告の省略）
第50条　理事または監事が理事または監事の全員に対し，理事
会に報告すべき事項を通知した場合においては，その事項を理
事会に報告することを要しない．
２　前項の規定は，第36条第６号の規定による報告には適用し
ない．

（議事録）
第51条　理事会の議事については，法令で定めるところにより
議事録を作成し，出席した理事および監事は，これに署名しな
ければならない．

（理事会規則）
第52条　理事会に関する事項は，法令またはこの定款に定める

もののほか，理事会において定める理事会規則による．

第７章　財産および会計
（特定財産の維持および処分）
第53条　第５条の公益目的事業を行うために不可欠な特定財産
はこの学会の基本財産として，その適正な維持および管理に務
めるものとする．
２　やむを得ない理由により，基本財産の全部もしくは一部を
処分または担保に提供する場合は，理事会において議決に加わ
ることのできる理事の３分の２以上の議決を経て，総会の議事
に付す．
３　基本財産の維持および処分について必要な事項は，理事会
の議決により別に定める財産管理運用規定によるものとする．

（財産の管理・運用）
第54条　この学会の財産の管理・運用は会長が行うものとし，
その方法は理事会の議決により別に定める財産管理運用規定に
よるものとする．

（事業計画および収支予算）
第55条　この学会の事業計画および収支予算，資金調達および
設備投資の見込みを記載した書類については，毎事業年度の開
始の日の前日までに会長が作成し，理事会の決議を経て直近の
総会の承認を得るものとする．これを変更しようとする場合も
同様とする．
２　前項の規定にかかわらず，やむを得ない事情により予算が
成立しないときは，理事会の議決に基づき，予算成立の日まで
前年度の予算に準じ収入および支出することができる．
３　前項の収入支出は，新たに成立した予算の収入および支出
とみなす．
４　第１項の事業計画書および収支予算書等については，毎事
業年度の開始の日の前日までに理事会が作成して行政庁に提出
しなければならない．

（事業報告および決算）
第56条　この学会の事業報告および決算については，毎事業年
度終了後，会長が事業報告書および決算書類ならびにこれらの
付属明細書を作成し，監事の監査を受け，理事会の承認を得た
うえで，定時総会において報告，承認を得るものとする．
２　前項の計算書類等については，毎事業年度の経過後３ヵ月
以内に行政庁に提出する．
３　第１項の定時総会終了後直ちに，法令の定めるところによ
り，貸借対照表を公告するものとする．

（長期借入金および重要な財産の処分または譲受け）
第57条　資金借り入れをしようとするときは，その会計年度の
収入をもって償還する短期借入金を除き，総会において代議員
の半数以上であって，総代議員の議決権の３分の２以上の議決
を経なければならない．
２　重要な財産の処分または譲受けを行おうとするときも，前
項と同じ議決を経なければならない．

（会計原則）
第58条　この学会の会計は，一般に公正妥当と認められる公益
法人の会計の慣行に従うものとする．

第８章　定款の変更，合併および解散等
（定款の変更）
第59条　この定款は68条の規定を除き，総会において，総代議
員の半数以上であって，総代議員の議決権の３分の２以上の議
決により変更することができる．
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２　前項の変更を行った場合は，遅滞なく行政庁に届けなけれ
ばならない．

（合併等）
第60条　総会において，総代議員の半数以上であって，総代議
員の議決権の３分の２以上の議決により，他の「一般社団・財
団法人法」上の法人との合併，事業の全部または一部の譲渡お
よび公益目的事業の全部を廃止することができる．
２　前項の行為をしようとするときは，予めその旨を行政庁に
届け出なければならない．
（解　散）
第61条　この学会は「一般社団・財団法人法」第148条第１号
および第２号ならびに第４号から第７号までに規定する事由に
よるほか，総会において，全代議員の半数以上であって，全代
議員の議決権の３分の２以上の議決により解散することができ
る．

（公益目的取得財産残額の贈与）
第62条　この学会が合併により消滅する場合，その権利義務を
継承する団体が公益法人の場合を除いて，公益目的取得財産残
額があるときは，これに相当する額の財産を１ヵ月以内にこの
学会と類似の事業を目的とする公益法人または国，もしくは地
方公共団体に贈与するものとする．

（残余財産の処分）
第63条　この学会が解散等により清算するときに有する残余財
産は総会の議決により，この学会と類似の事業を目的とする他
の公益法人または国，もしくは地方公共団体に寄付するものと
する．

第９章　専門部会・研究委員会・委員会
（専門部会）
第64条　この学会の事業を推進するために理事会はその議決に
より，専門部会を設置することができる．
２　専門部会の設置，運営に関し必要な事項は別に定める．

（研究委員会）
第65条　この学会は会員の要請により地質学及びこれに関連す
る諸科学の特定課題研究するために研究委員会を設置すること
ができる．
２　研究委員会の設置，運営に関し必要な事項は別に定める．

（委員会）
第66条　この学会の事業を推進するために必要あるときは，理
事会はその議決により委員会を設置することができる
２　委員会の設置，運営に関し必要な事項は別に定める．

第10章　事務局

（設置）
第67条　この学会の事務を処理するため，事務局および必要な
職員を置く．
２　職員は，理事会の承認を得て会長が任免する．
３　事務局の組織および運営に関し必要な事項は，理事会の議
決により別に定める．

（備付け帳簿および書類）
第68条　事務所には，常に次に掲げる帳簿および書類を備えて
おかなければならない．
（1）定款
（2）会員名簿（および会員の移動に関する書類）

（3）理事および監事の名簿
（4）認定，許可，認可等および登記に関する書類
（5）定款に定める機関（理事会および総会）の議事に関する
書類

（6）財産目録
（7）事業計画書および収支予算書
（8）事業報告書および計算書類等
（9）監査報告書および会計監査報告書
（11）その他法令で定める帳簿および書類
２　前項各号の帳簿および書類等の閲覧については，法令の定
めによるほか，第68条第２項の定めによるものとする．

第11章　情報公開および個人情報の保護
（情報公開）
第69条　この学会は，公正で開かれた活動を推進するため，そ
の活動状況，運営内容，財務資料等を積極的に公開するものと
する．
２　情報公開に関する必要な事項は，理事会の議決により別に
定める．

（個人情報の保護）
第70条　この学会は業務上知り得た個人情報の保護に万全を期
すものとする．
２　個人情報の保護に関する必要な事項は，理事会の議決によ
り別に定める．

（公　告）
第71条　この学会の公告は，電子公告による．
２　やむを得ない事由により，電子公告によることができない
場合は，官報に掲載する方法による．

第12章　補　則
（委　任）
第72条　この定款に定めるもののほか，この学会の運営に必要
な事項は，理事会の議決により別に定める．

附　則
１　この定款は2008年12月○日から施行する．
２　この学会の設立当初の役員は，第34条１項の規定に関わら
ず，設立総会の定めるところによるものとし，その任期は第37
条第１項および第２項の規定に関わらず平成○年○月○日まで
とする．
３　この学会の設立初年度の事業計画および予算は55条に関わ
らず，設立総会の定めるところによる．
４　この学会の設立初年度の事業年度は，第７条の規定に関わ
らず平成20年12月○日から平成21年３月31日までとする．

【この後ろに設立時全社員の住所氏名（署名）が続きます】
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Tel. 029-856-0561 Fax. 029-856-0568

E-mail：gsis-smg@abox.so-net.ne.jp

gsis@kb3.so-net.ne.jp

所属：新潟大学教育研究院自然科学系　自然

構造科学系列

担当大学院・学部：大学院自然科学研究科主

担当・理学部

担当予定科目：大学院：自然構造科学演習な

ど/学部：地質科学科の野外実習・地質調

査法など

担当分野：地球科学分野

職種・人員：助教　１名

採用予定日：平成20年12月１日以降のなるべ

く早い時期．

任期：採用時から５年間． 再任なし．

職務内容・条件

大学院自然科学研究科及び理学部の地球科

学分野の教育目標と教育内容を理解し，野外

地質調査を研究手法とする地質科学分野の教

育及び研究に情熱を持って取り組むこと．ま

た，新潟大学地球環境・地球物質研究セン

ターの教育研究プロジェクトを積極的に推進

すること．

応募資格：

（1）博士の学位を有すること．なお，着任

時までに取得見込みの者を含む．（2）野外地

質調査に基づく地質図作成の実績があり，野

外実習の指導ができること．

応募書類（各１部）

（1）履歴書（写真付きとし，連絡先として

電話番号と電子メールアドレスを明記のこ

と）．（2）著書，学術論文（学位論文，レ

フェリー付きの原著論文，総説に区分）及び

その他の論文（レフェリーなしの原著論文，

国際会議発表論文など）を分けた研究業績の

リスト．なお，論文名，著者名，雑誌名，巻，

最初と最後のページ，発表年（西暦）につい

て記載し，インパクトファクターのある論文

にはマーク（◎）を付けること．（3）レフェ

リー付きの原著論文の別刷あるいはコピー．

（4）これまでの教育研究概要と採用された場

合の教育研究の抱負を2000字程度にまとめた

文書．（5）研究助成金の受領状況，特許，受

賞，社会的活動状況をまとめた文書．（6）応

募者について意見を聞くことのできる方２名

の氏名，連絡先（勤務先，電話番号，電子

メールアドレス）．

応募の締切：平成20年９月16日（火）必着

提出書類の送付及び問合せ先：

日時：平成20年11月６日（木）

13：30－16：00

会場：静岡商工会議所会館５階ホール

（JR静岡駅北口西側）

テーマ：東海地震に備える

座長：東海地震防災研究会

代表・世話人　静岡大学名誉教授

土　隆一

１．中越沖地震と災害の教訓

産業技術総合研究所・活断層研究センター

長　杉山　雄一

２．東海地震はどのように近づいているか

東京大学名誉教授　溝上　恵

主催：東海地震防災研究会

連絡先：〒422-8035静岡市駿河区宮竹1-9-24

土研究事務所　土　隆一

Tel.：054-238-3240 Fax：054-238-3241

独）産業技術総合研究所地質調査総合セン

ターは，「地質の調査」に関する研修制度の

認定プログラムとして，地質調査の研修を行

います．この研修は地質調査総合センターの

職員またはOBを講師とし，民間企業の若手

技術者を対象とした地質調査の研修です．今

回は「基礎コース」として基本的地質調査技

術を学び，独自で地質調査を行うことのでき

るノウハウの習得を目指します．

この地質調査の研修を受講された方には，

産総研地質調査総合センター代表から修了証

とCPD40単位の認定が受けられます．

詳しくは，問合せ・申込先である地学情報

サービス株式会社のウェブページ

http://www008.upp.so-net .ne.jp/gsis/

gykensyu.htmをご覧下さい．また，概要は

以下の通りです．

日程：2008年10月６日（月）～10日（金）

４泊５日

場所：千葉県君津市及びその周辺地域

費用：13万円（消費税込み），宿泊代，昼食

代，現地までの交通費は各自（会社）負担が

必要です．

募集人数：５名前後

申込〆切：2008年９月５日（金）

問合わせ・申込先：

地学情報サービス株式会社　担当：佐藤

〒305-0045 つくば市梅園２丁目32-６

地質調査研修のご案内

（1）送付先　〒950-2181 新潟市西区五十嵐

２の町8050番地

新潟大学自然科学系総務課学系庶務係

（2）問合せ先　〒950-2181 新潟市西区五十

嵐２の町8050番地

新潟大学大学院自然科学研究科自然構造科

学専攻

教授　松岡　篤

電話　025-262-6376（直通）

E-mail：matsuoka@geo.sc.niigata-u.ac.jp

（3）担当予定研究科・学部の活動内容につい

ては，以下のホームページを参考のこと．

新潟大学大学院自然科学研究科

（http://www.gs.niigata-u.ac.jp/̃gsweb/

index.html）

新潟大学理学部地質科学科　

（http://geo.sc.niigata-u.ac.jp/index.html）

新潟大学地球環境・地球物質研究センター

（http://geo.sc.niigata-u.ac.jp/̃ceems/）

所属　教育学部（理学科）

職名及び人員　講師または准教授　１名

担当分野　理科教育

主な職務内容　学部・大学院の授業担当，お

よび大学院における研究指導

担当予定授業科目　大学院：「理科教育特論

Ⅰ」，「理科教育特別演習Ⅰ」他/学部：

「理科教育法（初等理科教育及び中等理科

教育Ⅰ～Ⅳ）」，「自然環境教材論実験」他

応募資格　年齢：着任時40歳以下

学歴等：修士または博士の学位を有する者/

専門等：理科教育に関する研究業績を有

し，中学校理科第２分野の内容に関する研

究をバックグラウンドにする者

採用予定日　平成21年４月１日

応募期限　平成20年９月17日（水）

17：00必着

応募書類

（1）履歴書（本人自著押印，写真貼付（裏

面に氏名記載），所属学会，社会的活動等も

記載してください）１通（2）研究業績一覧

表（著書，論文，学会発表，教育実践，その

他に分類した研究業績一覧）１通（3）主要

業績の提示（著書・論文５点について現物又

は別刷り・コピーを提示し，それぞれ200字

程度の要旨を添付してください）（4）｢教

育・研究歴及び赴任後の抱負｣について述べ

たもの（A４版，様式自由，2000字程度）１

通（5）本人について問い合わせが可能な人

（２人）の氏名，所属，連絡先

送付先　〒612-8522 京都市伏見区

深草藤森町１番地

京都教育大学　総務課　人事グループ

問い合わせ先

京都教育大学教育学部理学科

村上忠幸

京都教育大学「理科教育」担当
教員公募
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東海地震防災セミナー2008の
お知らせ［第25回］

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

新潟大学教育研究院自然科学系
教員（助教）公募

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募



門分野において筆頭著者として学術誌に公

表した論文を有すること．野外研究の経験

を有し，日本を除く東北アジアを対象とす

る研究に対して熱意を有する者．また，文

系など異分野との研究連携についても前向

きである者．年齢，性別，国籍を問わない．

英語による十分な研究能力と，日本語によ

る事務処理能力を有すること．

担当授業科目：（学部）地球惑星物質科学関

連科目及び地質調査の指導（大学院）上記

の専門科目に関連する大学院理学研究科の

授業科目

採用予定日：平成20年12月１日

応募締切日：平成20年９月30日（火）必着

提出書類：

（1）履歴書（写真添付のこと）（2）研究業

績一覧（論文（査読有り・査読無し）・著

書・その他）（3）主要な業績５点以内（別刷

またはコピー各１部）（4）従来の自身の研究

のレビュー．上記業績の紹介を含めること．

日本語でA４紙２枚以内．（5）着任後の研

e-mail：rikyo@kyokyo-u.ac.jp

送付書類等詳しくは，

http://www.kyokyo-u.ac.jp/KOUHOU/

saiyou/saiyou.htm

公募分野：東北アジア研究センター　基礎研

究部門　地球化学研究分野

職名・人員：助教１名（任期３年，再任可，

再任は任期２年，２回を限度とする）

専門分野：岩石学，地質学，火山学，地球化

学，鉱物学，鉱床学など．日本を含む東北

アジア地域を研究対象とする野外研究の実

績及び今後の計画があること．当該分野の

スタッフ（下記参照）との共同研究が可能

な者．

応募資格：　博士の学位を有する，または採

用予定日までに取得見込みであること．専

東北大学東北アジア研究セン
ター教員の公募

究・教育に対する抱負．日本語でA４紙1枚

以内．（6）その他の特記すべき成果，経験な

ど．主な野外調査経験，国外・国内の共同研

究への参加状況，国際・国内学会での主な講

演，受賞，現在までに取得した科学研究費補

助金など，教育・社会活動の経験など．A４

紙２枚以内．

書類提出先：　〒980-8576 仙台市青葉区川

内41 東北大学東北アジア研究センター長

宛て．

選考方法：書類選考の後，面接をお願いする

ことがある．

問合せ：TEL 022-795-6009

（東北アジア研究センター事務室）

E-mail：asiajimu@cneas.tohoku.ac.jp

当該分野のスタッフ　石渡　明（教授，岩石

学・地質学）・後藤章夫（助教，火山物理

学・マグマ物性）・宮本　毅（助教，火山岩

岩石学・火山地質学）
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場所：高知市
http://ofgs.ori.u-tokyo.ac.jp/ICAMG6/

月　September
◯第12回岩の力学国内シンポジウム
９月２日（火）～４日（木）
会場：山口大学工学部（山口県宇部市）
http://www.mmij-kyushu.com/JROCK2008/

◯第52回粘土科学討論会
９月月３日（水）～５日（金）
会場：沖縄ポートホテル
http://wwwsoc.nii.ac.jp/cssj2/index.html

◯土木学会第63回年次学術講演会
９月10日（水）～12日（金）
場所：東北大学川内北キャンパス
http://www.jsce.or.jp/committee/zenkoku/
h20/index.html

◯The 11th International Conference
on Thermochronometry（FT2008）
９月15日（火）～19日（金）
場所：アメリカ合衆国アラスカ州　ホテルキ
ャプテンクック
http://www.union.edu/ft2008/index.html

◯2008年度日本地球化学会年会
共催：日本地質学会ほか
９月17日（水）～19日（金）
会場：東京大学教養学部
http://www.geochem.jp/meeting/

★日本地質学会第115年学術大会
９月20日（土）～22日（月）
場所：秋田大学手形キャンパス
http://www.geosociety.jp

◯日本鉱物科学会2008年年会
９月20日（土）～９月22日（月）
会場：秋田大学手形キャンパス
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams3/
（注：日本地質学会との同時開催）

9
2008.8～

地球科学分野に関する研究会，学会，国
際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情
報をお待ちしています．
☆印は，日本地質学会行事．

2008年
月　August

◯Internatinal Geological Congress
OSLO 2008（The 33rd IGC）
８月６日（水）～14日（木）
http://www.33igc.org/

◯地学団体研究会2008年総会
８月22日（金）～24（日）
会場：大東文化大学板橋キャンパス（東京都
板橋区高島平1-9-1）
http://www.geocities.jp/obt_kk/2008soukai
/index.html

◯水環境学会市民セミナー
「温暖化，水とくらしはどうなる？どうす
る？」
８月25日（月）9：45～16：30
場所：品川区総合区民会館「きゅりあん」７
階
要申込（先着200名）
http://www.jswe.or.jp/kais/jour/event.html
◯第２回国際地学オリンピック
８月31日（日）～９月７日（日）
場所：フィリピン共和国
http://www.jpgu.org/ieso/

◯6th International Conference on
Asian Marine Geology
－Asian Waters explored by advanced
research of 21st Century－
８月29日（金）～９月１日（月）
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月　October
◯日本地理学会2008年秋季学術大会
10月４日（土）～10月６日（月）
会場　岩手大学（盛岡市上田3-18-34）
http://www.ajg.or.jp/

◯日本火山学会2008年度秋季大会
10月11日（土）～14日（火）
場所：岩手大学
11日-13日：学術講演会/14日：巡検
http://wwwsoc.nii.ac.jp/kazan/J/index.html

◯日本応用地質学会平成20年度研究
発表会
10月30日（木）・31日（金）
会場：横浜市開港記念会館（横浜市中区本町
1-6）
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jseg/

月　November
◯第４回IGCP516「東南アジアの地
質学的解剖：東テーチスの古地理と
古環境」シンポジウム
11月24日（月）～26日（水）
主催：チュラロンコン大学理学部（タイ・バ
ンコク）
http://staff.aist.go.jp/hara-hide/igcp516

◯日本地震学会2008年秋季大会
11月24日（月）～27日（木）
場所：つくば国際会議場
http://www.zisin.or.jp/meeting/2008/

月　December
◯IUMRSアジア国際会議 2008
12月９日（火）～13日（土）
場所：名古屋市国際会議場（名古屋市熱田区
西熱田町１番１号）
主催：日本MRS（Materials Research
Society of Japan（MRS-J））
http://www.iumrs-ica2008.jp/index.html

12
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真を眺めてスケッチを起こせば，その両者の

特性を活かせるのではないかと考えた」と述

べられている．著者の絵心に加えて，このこ

とが多数の自然景観を水彩画化された動機で

あった．

本の構成と各部分の規模，内容

・序文（３ページ）：フィールドでの簡略ス

ケッチの４例が説明文とともに付されてい

る．

・スケッチ地点索引地図（２ページ）：約180

点の国外の画の作成地点が図示されてい

る．約40点の国内分は示されていない．

・日本列島地質概略図（簡略なテクトニック

マップ）・地質年代図（１ページ）．

・解説（16ページ）：一般地質学の解説で５

章からなる．とくに多くの画が描かれた地

域（アフリカ大陸，アイスランド，トルコ）

をはじめとして国内外における画の作成地

域の構造地質学的な特徴，内成過程・表成

過程全般が記され，画の地質学的な理解を

助けている．I 地球の容貌と中身．IIマン

トルの中で対流が起こっている．IIIプ

レートがつくられるところ．IV プレート

がぶつかるところ．V大地の造形．

・スケッチ（221ページ）：この本の本体で，

約220点の画の掲載（各ページに１点ずつ）．

スケッチの説明 それぞれの下側に，画の表

題，作成地名，簡略な説明が付されている．

画は次の５章に分けて配置されている．I 裂

けていく大陸―アフリカ大陸．II 拡大して

いる大西洋―アイスランド．III 潰されるト

ルコ．IV 大陸と海洋の狭間．V 大地の造形

（最後に「地形の人工改変」が９点）．

作成地は，国外ではアフリカ大陸（とくに

ケニアとマラウイの東アフリカ・リフトバ

レー；約20点），アイスランド（とくにギャ

オとその周辺；20点），トルコ（主としてア

ナトリア断層；30点弱），中部ヨーロッパ

（ヨーロッパアルプスほか；13点），イギリス

（ネス湖・氷河地形など；６点），中国（東北

部・チベットほか；20点），米国（グランド

キャニオン付近ほか；17点）のほか，東南ア

ジアの数か国である（カッコ内は画の点数）．

国内での約40点の画には著者の長年の

フィールド内の対象が比較的多いが，それら

以外も多岐にわたって含んでいる．おおよそ

北から南へ，層雲峡，有珠山，日和山，三波

川変成帯，山中地溝帯，淡路島（野島断層），

中央構造線（大鹿村と三重県），仏像構造線

（三重県），四万十帯（三重県，海洋プレート

層序の露頭；表紙とスケッチに掲載），秋吉

台，ほか多数である．

読後感 本体の画については，国内外で著者

自身が訪問し写真撮影をした地域･分野に限

られ，それらを前記の章に配置したもので，

必ずしも体系的ではない．とはいうもののか

なり広範に扱われており，機会に恵まれない

と訪れることが困難な地域のさまざまな地質

どのような本？ 横型B５判で，まことにユ

ニークな，露頭を含む“地質風景”（自然景

観）のカラー水彩画集である．著者撮影の，

主に地質・地形に関する写真をもとに描かれ

た約220点の水彩画を主体とし，一般地質学

に関する解説文を冒頭に記している．画はそ

れぞれ１ページ全体に配置され，簡略な説明

が付けられている（文中に掲載の画を参照）．

背文字つきの縦型のケースに収められてい

て，書架に他の本とともに収めやすい．日本

図書館協会選定図書として選ばれている．

画集作成の経緯 著者は，早稲田大学に長年

勤務され，本年３月末に退職された．在職中

を通じて，国内外各地の地質調査・見学，観

光旅行の際に，露頭を含む諸地域の風物，自

然景観を数多く撮影されてきた．さらに，生

来すばらしい絵心の持ち主であることがうか

がわれ，とくに地質学・地形学の教材となり

得る対象については，写真とその場での簡略

スケッチメモをもとに多数の水彩画を描かれ

てきた．著者自身により一部はすでに教材と

して用いてこられたと思うが，それらを画集

としてまとめたものがこの本である．

著者の意図 遠景でも近景でも，現場では明

確に認識された対象物が写真では分かりにく

くなることがある．とくにさまざまなものが

入り混じっている場合，特定の対象が全体の

なかに埋没してしまう．一方，スケッチは観

察者の意図を十分に反映することができる．

とはいえ，とくに細部までとなると現場でた

いへんな時間を要する．本の序文には，「写

学的な自然景観（露頭を含む）を，解説付き

で眺めることができる．

また，約220点のカラフルな画には写真と

は自ずと異なる面，すなわち著者の見方・心

情，筆の運びが反映されているので，親しみ

を感じる．これらを見るのは，現地を知って

いる，いないにかかわらず，楽しいものであ

る．地質学的に著名であり重要である多数の

場所を訪問されて，多数の景観の記録画を描

かれたことに感嘆し，そして敬意を表する．

掲載された画を通覧すると，対象の遠近に

かかわらず，地形や露頭の記録に対する著者

の意図や心情をよく理解できる．著者の手法

は，作画が下手であったとしても，フィール

ドジオロジストにとって非常に有用であるに

違いない．

「教材になり得る対象を選んでの水彩画集」

として，この本は確かに一般地質学の教材と

して使用できる画を数多く含んでいる．全体

としては，何気なく見る風景が過去-現在の

地質作用の産物であることが語られ，個々の

画については，それぞれの風景にどのような

地質学的意味が隠されているのかが解説さ

れ，どのような見方をすればよいかが示唆さ

れている．小中高・大学での教育の材料とし

て大いに活用できるだろう．

そしてさらに，一般の人びとに対して，地

質学のリテラシーを高める有用な素材とし

て，普及に大いに役立つであろう．できるこ

とならば，５月10日の「地質の日」などの機

会に，科学博物館や自然史関係の博物館など

で，主な画について平易な解説付きで，原画

の個展を開いていただけるならば，さらに効

果的な普及となることは間違いないだろう．

付記 日本地質学会会員は，会員番号（雑誌

の封筒宛先面に記載されている）・住所・氏

名・電話番号を明記の上，９月末日までに下

記宛に申し込めば，定価の２割引，築地書館

送料負担で購入できる（電話/ファクス/メー

ル可）．築地書館（〒104-0045東京都中央区

築地7-4-4-201）受注担当　川上氏　電話03-

3542-3731，ファクス03-3541-5799，email：

eigyo@tsukiji-shokan.co.jp

（水野篤行）
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地質学者が見た風景

坂　幸恭　著

築地書館，2008年５月20日発行，

横型B５判，255ページ，

ISBN 978-4-8067-1368-5，定価5,600円＋税

紹　介



著者は，諸外国でのPT受容の様子や，戦

前からの日本地質学の系譜，そして地質学界

における日本地質学会と地学団体研究会（地

団研）の２つの学会の相克といった多面的な

考察を展開し，地質学者自身も意識してこな

かったと思われるいくつかの論点を指摘して

いる．そのひとつは，日本の地質学界に見ら

れた日本独自の地質学への追求願望である．

数学や物理学の世界なら，欧米の数学や物理

学を拒絶して日本独自の物理学を求めるなど

滑稽でしかない．しかし地質学においてはそ

の研究対象の地域性故に不幸にしてその余地

があったのであり，地域性のたこつぼに籠る

ことの愚は評者自身を含む地域地質研究者が

常々自戒せねばならないことである．

ここで評者が自己の体験に基づいた話をす

ることをお許しいただきたい．それは大学生

だった当時の話と，地団研役員時の体験談で

ある．評者は1983年に京都大学理学部地鉱教

室を卒業した．すなわち著者が指摘する，

PTが地質学界でまさに受容されつつある時

期に大学教育を受けていたことになる．当時，

古生代の○○変動といったことを講義で教

わったが，日本史の年号を暗記しているよう

に感じるだけで感銘を受けなかった．そんな

頃，先立つこと15年前に著者がそうしたと同

様に評者が読んだのが，NHKブックス「地

球の科学」（竹内・上田，1964）と岩波新書

「新しい地球観」（上田，1971）であった．そ

こに描かれていたPTは，地球というものの

体系的理解をすっきりと示す，文句なしに学

生を魅了するものであった．評者は島弧や中

央海嶺といった諸現象を説明できるきわめて

合理的な体系としてPTを受け入れた．未完

成であることは問題ではなかったし，まして

や欧米生まれであることなど意識もしなかっ

た．

著者は「地質学界においては付加体の受容

がPTの受容に直結した」と結論している．

評者は卒業論文で領家帯付加体を扱った際，

紡錘虫化石からペルム紀の地層だと思ってい

た．院生から付加体地質について教示された

が純一に理解できなかった．すなわち評者は

付加体を理解できるようになる以前にPTを

受容していたことになる．本書でPTに関す

本書は著者の東京大学大学院総合文化研究

科における学術博士論文を基にしたものであ

る．本書は，序章　プレートテクトニクスと

日本の科学史，第１章　大陸移動説からプ

レートテクトニクスへ―地球科学の革命，第

２章　戦前の日本の地球科学の発展とその特

徴，第３章　戦後の日本の民主主義運動と地

学団体研究会，第４章　「２つの科学」と地

学団体研究会，第５章　日本独自の「地向斜

造山論」の形成，第６章　プレートテクトニ

クスの登場と日本の地球科学，第７章　「日

本列島＝付加体」説の形成とプレートテクト

ニクスの受容，終章　プレートテクトニクス

の受容とそれ以降の日本の地球科学　から構

成されている．本書の主題は，「日本の地質

学界においてプレートテクトニクス（以下

PTと略す）が受け入れられるのが10年以上

遅れたのはなぜか」という問いである．著者

は本職の地質学者ではないが，PTの歴史や

日本地質学について本職以上に造詣が深く，

また学界内の出来事をも詳細に検証したこと

が各章末尾に付けられた多数の「参考文献と

注」に見て取れる．

る中学高校教科書の内容と大学教育の内容と

の逆転が指摘されているように，無知な学生

の方が素直にPTを吸収していった．既に見

識を持っていた研究者がそれを破棄してPT

を受け入れることは，理屈で言うほど容易な

ことではなかったのであろう．

また，著者は地団研について，特定の会員

の影響力があまりに大きかったことが弊害を

生じたと指摘している．評者は87年から6年

間地団研の役員であったが，最初期にその会

員が本の出版について反省会を開くべしとの

意見を提出したことがあった．評者は一会員

の意見はそれとしても我々役員の見解はどう

なのかと問うたが，何らの議論もなく反省会

の開催が決まってしまった．反省会ではその

会員が役員を含む関係者にお説教をした．特

定の会員の鶴の一声で地団研の動向が決まっ

ていたという指摘は認めざるを得ないと思

う．

他方，「地団研が地質学会に役員を送り込

んだ」という指摘については，別の見方もあ

るだろう．評者が知る1983年でもなお大学教

官の多くが地団研会員であったので，その人

たちが地位見識ゆえに地質学会役員に選出さ

れただけではないかとも思える．とはいえ地

団研が組織的な選挙運動をしていたことは事

実であるし，地質学会役員の中に同質の考え

方の集団が存在したこと自体が弊害を生じた

こともあったのかもしれない．

あとがきで著者が「地団研への厳しさが足

りないとの批判も受けた」とも述懐している

ように，本書に書かれた地団研への批判はむ

しろ抑制的であり，評者はそこに感情的にな

らず公正であろうとする姿勢を読み取り好感

を持つ．日本地質学会と地学団体研究会とい

う２つの学会の間に生じたさまざまな関係や

確執について，PTを軸とした一面からとは

いえ系統的に考察した文献は本書が初めてで

あろう．誰もが感じながら公には論じられる

ことのなかった，日本の地質学界がもってい

た陰の部分に取り組んだ著者の勇気に敬意を

表したい．

（竹内圭史）
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プレートテクトニクスの拒絶と
受容　戦後日本の地球科学史

泊　次郎　著

東京大学出版会，2008年６月２日初版発行，

A５判，258頁，定価3,990円（税込み）
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ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067
40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方

は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒340円
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒340円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒340円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，249pp., 1995年８月刊，会員頒価2,500円，〒340

円（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒290円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒340円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒340円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒340円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒450円．
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒340円．
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，221pp.，2000年１月刊，会員頒価2,800円，〒340円．

（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒340円．
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒340円．
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒340円．
第 59 号　沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒340円．

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員価格200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員価格 200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員価格300円（非会員400円）

国立公園地質リーフレットたんけんシリーズ
箱根火山たんけんマップ―今、生きている火山　2007年５月発行　会員価格300円（20部以上購入の場合割引あり）

国立公園地質リーフレットシリーズ
１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（20部以上購入の場合割引あり）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

講演要旨集ほか
第114年学術大会講演要旨（2007年札幌） 会員頒価4,000円，〒500円
第114年見学旅行案内書（2007年札幌） 会員頒価2,400円，〒500円
※このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知．見学旅行案内書は，2003年静岡，
2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内



あなたはどのようにしてこの職につきましたか．
産総研の地質標本館で，館内の展示解説をするという仕事の

公募を見たのが，前の職の期限が切れる１ヶ月前でした．私は，
地理学，災害科学の分野で地形学を学んでいたため，系統的な
地質学の教育をうけたことはありませんでした．そのため，岩
石や鉱物，化石についての専門的な知識は持ち合わせていませ
ん．そういった経歴でしたので，採用される可能性は低いと
思っていました．しかし，どういうわけか，採用していただく
ことになりました．修士時代に中学校で非常勤講師をしていた
経験を評価してもらえたのかもしれません．

１日がどのように過ぎますか．
定型の仕事は，ありませんでした．展示の案内をするという

のが，主たる仕事だったので，団体見学があるときに，それに
対応していました．多い日には2～3団体来ることもありました
が，冬季などは．全く無い日もあります．案内以外の時間は，
地質標本館での特別展や各種イベントの準備，出版物の原稿書
きや編集作業などをしていました．仕事をどのように進めるか
は，自由でした．1年過ぎたころには，自分で特別展の企画を
提案することもしていました．

仕事の内容
地学の博物館である地質標本館で，自分の持っている知識や

スキルを，案内の時にどう生かせるのかということを考えまし
た．一つの工夫として，地形実験を専門としていた前の職場か
ら，小型の水路を借りて地層の実験を取り入れました（写真１）．
また，館には，つくば市周辺から来られる方が多いので，特に
筑波山，霞ヶ浦，筑波台地など地域の自然を軸にして館の案内
をするようにしました．前の職場でお世話になった先生が，つ

くば周辺の地形について詳しい方でしたので，その方と一緒に
巡検や調査で各地に行っていた経験が生きました．来館者の方
と標本の間に，私が入り込み，実験や，身近な自然という「し
かけ」を使って，標本との関係性を構築してもらおうと考えて
いました．
これらの活動を通して地球科学の情報を専門家でない人にど

う伝えるか，さらに，地質学を通して，科学そのものの面白さ
を伝えることができないか，そして一方通行的な啓蒙普及活動
ではなく，研究所にも，なにかしらのフィードバックがあるよ
うなサイエンスコミュニケーションの活動ができないかという
ことを考えました．地質標本館は，組織上，産総研の広報部に
所属していたため，広報部の人たちと一緒に仕事を進めること
ができました．取り組みの一つは，サイエンスカフェの実施で
した．ちょうど各地でサイエンスカフェが開かれるようになっ
た頃に，広報部でサイエンスカフェを実施することになり，運
営に携わることになりなりました．研究機関の広報部といえど
も，広報，サイエンスコミュニケーションの専門的なトレーニ
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今，大学あるいは大学院で地質学を学んでいる若きジオロジ
ストのみなさん，
地質学を学べば学ぶほど，その面白さが伝わってきて，もっと
もっと学びたくなります．それと同時に，最近の就職状況も大
変気になります．社会全体では，氷河期を脱して，就職は好調
のようですが，学問を続けていくのは困難な要素が並んでいる
ようです．これは，決して地球科学をめぐる情況だけではない
ようです．
そこで，日本地質学会では就職支援ワーキンググループを作

り，さまざまな就職支援の道を探り，推進していこうと考えま
した．この特集は，若きジオロジストのさまざまな将来希望
・学校の先生になりたい！
・テレビ番組をつくりたい！
・サイエンスコミュニケーターになりたい！
・博物館の学芸員になりたい！
・科学ジャーナリストになりたい！
・行政職ではたらきたい！

・研究所ではたらきたい！
・資源ビジネスではたらきたい！
・コンサルタント会社ではたらきたい！
・大学の先生になりたい！
などなどに対して，今，それぞれの分野で生き生きと活躍して
いらっしゃる先輩の方々に，以下のような質問を投げかけて，
答えていただく形で職業紹介をすることになりました．
・あなたはどのようにしてこの職につきましたか．
・１日がどのように過ぎますか．
・これから就職するとしたら何をするべきでしょう．
・学部（修士，博士，PD）から入れますか．
・就職してから多様な道がありましたら，ご紹介ください．
今回はNHKの高山英男さん，自然保護助成基金の目代邦康

さんに原稿を寄せていただきました．お忙しい中，寄稿してい
ただいた方々に感謝申し上げると同時に，もし，どなたでも原
稿の要請がありましたら，快く寄稿していただけますよう，お
願い申し上げます．

特集：地質学に基づいて，地質学を活かして
日本地質学会就職支援ワーキンググループ（伊藤谷生，小松原純子，成瀬　元，向山　栄，矢島道子）

★サイエンスコミュニケーターになりたい！－産総研の地質標本館では－
目代邦康（自然保護助成基金）



ングを受けた人はいないので，自らで考えながら実践をしてい
かなければならないことを痛感しました．そこで，情報を得る
ため，科学教育や博物館関係，STS（科学技術社会論）のシン
ポジウムやワークショップに参加するようになりました．その
おかげで活動の幅が広がりました．

これから就職するとしたら何をするべきでしょう．
サイエンスコミュニケーションの活動を主たる仕事とする職

場は，現在，あまり多くないと思います．研究機関の広報のセ
クションは，そういった仕事をしていますが，サイエンスコ
ミュニケーターを募集するということはほとんどありません．
博物館での求人もごくまれにしかないようです．しかし，専門
は何であれ，科学的なものの見方，考え方を身につけていて，
詳しく語れる専門分野を持っていて，あとはコミュニケーショ
ンスキルがあれば，どういった立場にあってもサイエンスコ

ミュニケーションの活動はできるのではないかと思っていま
す．

就職してから多様な道がありましたら，ご紹介ください．
実は，私は，2008年の２月末で地質標本館を辞めました．現

在は環境NGOで研究員として働いています．これまでの，自
然保護，環境保全に関する研究活動は，生態学者，生物学者が
中心になって行われてきました．それは，種の保護，保全とい
う問題があったためだと思われます．生態学者の貢献に比べる
と，地球科学者の果たした役割は小さいといわざるを得ません．
しかし，生物の活動の場である地学現象の理解無くしては，本
当の意味での環境の保全はできないでしょう．そういった考え
を持って，現在の職場に移りました．私のなかでは，科学と社
会をつなぐ，サイエンスコミュニケーションという意味で，現
在の仕事は，地質標本館での活動の延長線上にあります．
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－どんな職業につきたいですか－

地質学会会員の皆さん，こんにちは．私は９年前に地質学専
攻の大学院博士課程を修了し，テレビ局でディレクターとして
働いています．現在の仕事に就いてから，名古屋，東京，新潟
と３ヵ所の放送局に勤務し，主に科学系の番組を企画制作して
きました．東京では教育テレビ「サイエンスZERO」制作班に
所属し，地球科学系の分野では“メタンハイドレート”，“雷”，
“しんかい6500”，“高感度地震観測網Hi-net”などをテーマに
した回を担当．新潟局に転勤してからは，“新潟県中越沖地震”
や“二酸化炭素の地下貯留技術”についての番組に携わってい
ます．

現在の仕事に就くまで
私の場合，学部・大学院時代は地質学の研究一筋の生活でし

た．北海道東部で地質図を作るためのフィールドワークを行っ
たり，国際深海掘削計画のジョイデス・レゾリューション号に
乗り込み２ヶ月にわたる大西洋横断航海に参加したりしていま
した．メディアとの最初の出会いは，博士論文を書くためにカ
リブ海地域の白亜紀-第三紀境界層の研究をしていた時です．
今の会社の先輩が番組で取り上げたいと研究室に取材にやって
きたのです．番組の制作をお手伝いするうちに自分でも企画や
制作をしてみたいと考えたことが，TV局へ就職することに
なった直接のきっかけになりました．調べてみると，私のいた
教室からは，数年ごとにTV局や出版社などメディアに就職す
る人がおり，中には助手を経てTV局のディレクターになった
先輩もいることが解りました．そこで，博士課程２年目の冬に
就職活動を始め，学部生や修士課程の人たちと同じように試験
を受け，博士課程修了と同時に新卒者として採用されました．

典型的な一日の仕事内容
ディレクターの仕事は，一言で言うと，様々なTVの番組を

裏側から支えることです．具体的には，テーマとなる出来事を
調査し，決められた時間の中で誰にでも解るように説明をまと
め，映像と音声を組み合わせるというものです．仕事の内容が
多岐にわたるので，なかなか典型的と言える一日がありません．

テーマを決める期間は調査が中心なので，図書館に一日こもっ
たり，色々な分野の学会で取材したりします．必要があれば国
内，場合によっては海外の専門家に話を伺うこともあります．
そして，テーマが決まり予算が付けば，撮影チームを組み，カ
メラマンや音声照明の担当者と打ち合わせを行い，撮影に入り
ます．最後に撮影した映像を編集し，番組によってはスタジオ
収録を行います．研究者の仕事に例えるなら，数週間から数ヶ
月ごとに学会で特定のテーマについてのレビュー（総説）を発
表するようなものだと自分では感じています．また，地震や水
害などの大きな災害が起きた場合には，直ちに現場に行き中継
を出すといった緊急性の高い仕事が発生することもあります．

TV局の仕事に就くためには
残念ながら，就職するために，学んでおいた方が良い特定の

分野や取得した方が採用に有利な資格というのはないように思
います．私は，自己啓発と趣味を兼ねて気象予報士の資格を就
職後に取りましたが，業務で技術が必要とされることは極めて
希です．ただ，正確な情報を誰にでも解りやすく伝えるという

★サイエンス・ジャーナリストへの道－TV局で活躍する地質学会会員から－
高山英男（NHK新潟放送局ディレクター）

写真：中継車の様子（右側が筆者）



ことが仕事ですので，研究のみならず，普段から自分が見たこ
と，聴いたこと，学んだことを，他人に解りやすく説明するよ
うに心掛けることは良い訓練になるかもしれません．また，こ
の仕事だけに必要とされるわけではありませんが，情報がどの
ような根拠に基づいて発せられているかをきちんと見抜ける能
力を養っておくと良いでしょう．そして，普段から新聞や
ニュースなどを見て，自分が研究している分野以外の世の中の
動きを幅広く追っておくことは必要だと思います．なおNHK
は，年度によって多少の変化はありますが，新卒採用者の年齢
はだいたい30歳未満となっています．年齢制限を充たしていれ
ば大学の学部卒業生からPDまで応募資格があります．

TV局に就職してからの多様な進路
NHKのディレクターは転勤が多く，常に科学系の取材をす

る部署にいられるとは限りません．大きな組織なのでスポーツ
中継から選挙報道まで様々な業務をこなすことが求められま
す．希望をすればドラマや音楽番組の制作をすることも可能で
す．しかし，その場合でも，地質学で学んだことは色々な場面
で役立つことになると思います．それは単に学問の知識や分析
の技術を利用するということではなく，科学的な論理思考，も
のごとを長期的なタイムスパンで捉える見方，フィールドワー
クで培われる現場での実践的な知恵といったものが役に立つの
です．これからも地球科学を学ばれた多くの方が，この分野の
様々な場面で活躍されることを期待しています．
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平素は学会ホームページにご活用ありがとうございます．昨年９月に新装開店し，
やや作業が遅れていました会員情報のオンライン編集機能が使用可能となりました．
ホームページ（http://www.geosociety.jp）からアクセスして頂き，会員ページにロ
グインしますと住所，メールアドレス，専門部会などなど皆様ご自身の登録情報の確
認と更新ができます．大変便利です．なお従来の郵送やメールでの変更サービスも継
続しております．どうぞご利用下さい．なおセキュリティのためにもログインパス
ワードの管理（定期変更
など）をどうぞよろしく
お願いいたします．
今後ますます使いやす

い環境にしていく予定で
すが，会員皆様のご意見，
ご要望をお待ちしており
ます．

2008年８月
日本地質学会広報委員会

会
員
情
報
の
変
更
がネ

ッ
ト
で
Ｏ
Ｋ
！

ここから変更できます！



サイエンスフェスティバル
－化石やきれいな石にさわろう－
本年より制定された５月10日の「地質の日」を記念して，新

潟では，新潟大学と新潟県立自然科学館，NPOジオプロジェク
ト新潟が協力して，「サイエンスフェスティバル－化石やきれ
いな石にさわろう－」を開催しました．会場となった新潟大学
理学部と同サイエンスミュージアムには，小学生とその保護者
を中心に約450名が詰めかけ，大盛況のうちに終了しました．
以下では，「サイエンスフェスティバル」に参加された方々の
声と参加したスタッフの声を紹介し，本イベントを開催するに
あたってのポイントについても紹介をいたします．

参加者の声
「サイエンスフェスティバル」では，参加者の方々にアン
ケートを行い，イベントに対する率直な感想や御意見を多数い
ただきました．その中からいくつかをご紹介いたします．
『参加者が多いのにビックリ！こんなイベントはたくさんやっ
てもらいたいです．』（小学校１・２年生　保護者）
『とても喜んでいました．地質が身近に感じられました．』（小
学校１・２年生　保護者）
『レプリカを作るのが，すごく楽しかった．鉱物展示コーナー
も，すごく楽しかった．』（小学校３・４年生）
『今日は楽しかったです．また来年もやって欲しいです．』（小
学校３・４年生）
『石割りしたし、他の所ではできないことができて楽しかった
です．』（小学校５・６年生）
『ルビーとかアメジストなど、石があってすごかったです！こ
れからもガンバレ！！』（小学校５・６年生）
『楽しいブースがたくさんあり，びっくりしました．子ども達
にはとてもいいです．』（一般）
『大学が近くて子ども達は幸せだなと思います．またいろんな
イベントを企画して下さい．』（一般）
このような声は，地質のおもしろさや魅力が，参加者に伝

わったことを十分に感じさせてくれました．また，アンケート
の『次回も参加したいですか？』の項目には，実に９割以上の
方が「参加したい」と回答してくださっており，地域に開かれ
たイベントを楽しみにしてくださる方々が多いことや，大学・
博物館への期待感を強く感じました．

参加したスタッフの声
参加者にたいへん満足していただいた今回の「サイエンス

フェスティバル」．スタッフとして参加した学部生や大学院生
からも様々な感想が聞かれましたので，その一部をご紹介いた
します．
『化石のクリーニングや恐竜のクラフト作り，微化石を顕微鏡
で観察，折り紙などといった体験コーナーを主に設けました．
好奇心旺盛な子どもたちの評判はよく，どのコーナーも楽しん
でもらうことができたと思います．特にクリーニングコーナー
は大人気で大変でしたが，保護者の方々からも興味をもっても
らうことができ嬉しかったです．』（学部生）
『鉱物の展示・鉱物の無料配布といったことを行いました．非
常に好評で，多くの方が来てくれました．積極的に質問をして
くれる小中学生や保護者の方も見られました．準備など，なか
なか大変でしたが，多くの方が楽しんでくれたこと・多少でも
地学に興味を持ってもらえたことなど，考えると，やってよ
かったと思います．』（学部生）
『予想以上に子どもたちが多く，人気のコーナーは午前中で終
了になるほどで，イベントは成功しとてもよかったと思います．
外でハンマーを使って石をたたくなど，体を動かし石に実際に
触れることや，そばに知識のある大人がいるということが，地
学の楽しさを知る良いきっかけになると思いました．』（大学院
生）
『予想を上回る来場者数によるイベントらしい賑やかな雰囲気
に，イベントの成功を感じました．また，まだ字を書けない年
齢の子が多かったので，そういう子には知識としてではなく，
感覚として地学の楽しさを感じてもらえたらと思いました．』
（大学院生）
このように，関わったスタッフにも大きな充実感を残し，ま

た，次のステップへさらに良い企画を立てようという動きも広
がりを見せており，今後への期待が膨らみます．

「サイエンスフェスティバル」の開催にあたって
このように，参加者にもスタッフにも大きな充実感をもたら

した今回のイベントですが，開催するにあたっては，組織，広
報，内容という３点のポイントがありました．それらを順にご
紹介いたします．
組織（大学－自然科学館－NPO法人の連携） 今回のイベント
では，「地質の日」制定記念イベント実行委員会（委員長：宮
下純夫）が，理学部，教育学部，災害復興科学センターの３部
局をまたいで構成されました．それに新潟県立自然科学館と
NPO法人ジオプロジェクト新潟，そして地団研新潟班が加わっ
た連携事業として取り組むことができました．
このような連携は今回が初めての試みでしたが，イベントの
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第1回の「地質の日」に前後して各地で開催された，様々なイベントをご紹介していきます．地質の日の
関連イベントは，http://www.gsj.jp/geologyday/もご参照ください．

新潟大学・新潟県立自然科学館・NPO法人ジオ
プロジェクト新潟

左から写真１　大盛況であったメイン会場の様子．化石のクリーニングや自然科学館のレプリカづくりは開始直後から大行列でした．写真

２　人気ブースのひとつ『砂鉄を集めよう』の様子．子どもたちは夢中になって砂鉄を集めていました．写真３　予想外の人出のため，急

きょ用意された岩石割り体験ツアー．石捨て場も宝の山？？　色々な岩石や鉱物を見つけました．



素材，マンパワーなどに相乗作用的なふくらみが出て得るとこ
ろ大でした．特に，人出が予想以上にあったため，いろいろな
ノウハウが生かされる場面が多かったように感じました．
広報（地域との連携） 理学部地質科学科では，長年，様々な
形で市民に向けた地学普及活動を行っており，最近では，大学
の付属施設（新潟大学旭町学術資料展示館）を利用した展示や
科学技術振興機構（JST）の助成を受けた活動なども行われて
います．後者は大学近辺に住む小学生を対象に，地学への興味
を掘り起こすことを意識した活動で，地方自治体と大学との連
携強化の流れと相まって，最近，特に力が入れられはじめてい
ます．
また，ジオプロジェクト新潟も，地域連携型の普及事業を通

して新潟市西区政策企画課と関係を深めています．そのおかげ
で，今回はスムースに西区の協力を得ることができ，区内18小
学校の全生徒約8,500名に案内チラシを配布しました．もちろ
ん，大学の公式サイトやジオプロジェクト新潟のホームページ
にも案内を掲載しましたので，それらを見て参加した方も少な
くなかったようですが，アンケートの回答を見ても，このよう
な地域との連携による力は大きかったようです．
内容（多種のイベントブースの設置） 本イベントでは，化石
や鉱物など小学生にも親しみやすいものから，地質学の専門的
な内容をわかりやすく遊びながら解説しようというもの，さら
に中越地震のパネル展示まで，多方面の内容に及びました．具
体的なブースとしては，化石のレプリカ作成，化石のクリーニ
ング，恐竜のペーパークラフト・塗り絵，微化石の観察，岩石
薄片の観察，プレート運動のパズル，鉱物展示，火山岩変成岩
の展示，液状化の実験，生痕の観察，堆積構造形成実験，中越
地震のパネル展示が設けられ，ミニツアーとして，サイエンス
ミュージアムのガイドツアーと，岩石を割ってみようが組まれ
ました．
これらの多くは，地質科学科の学生が運営する幾つかのグ

ループ（自主ゼミと呼ばれる）によって企画されたもので，学
生たちの自由な発想と行動力が存分に発揮されていたと思いま
す．また，化石のレプリカ作成は，自然科学館の出展によって
行われましたが，大人気のブースの１つとなりました．このよ
うにさまざまなブースがあったことが，参加者の充実感をより
高めていたようです．

おわりに
開催前の来場者数の見積もりは，多くても100人といったと

ころでしたが，400人を越える参加者があったのは嬉しい誤算
です．運営上，多少のスムーズさを欠く部分もあったことは否
めませんが，臨機応変な対応によって多くの参加者に楽しんで
もらうことができたと思われます．そして，来場した子どもた
ちの熱気が，スタッフとして関わった学生・教員あるいは来場
した大学関係者に大きなインパクトを残したことは想像に難く
ありません．結果として，「地質の日」が我々の普及活動に対
する意識を大きく変化させることになったといえます．特に子
どもたちや親たちが潜在的にもっている地学への興味を確認で
きたことは，なによりの大きな収穫であったように思います．
現在，今後のさらなる戦略的な取り組みも検討され，新潟県

内の地学普及ネットワークの構築を目指した「新潟地学・教育

普及連携協議会」も６月28日に立ち上げられました．このよう
な活動が多方面に波及し，これからの多様な普及活動の一助と
なればと思います．

平中宏典・栗原敏之（新潟大学）
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写真４　参加したス

タッフでの記念撮

影．50名ほどのス

タッフが運営にあた

りました．

日本地質学会秋田大会

夜間小集会「地質学会若手の集い」の
ご案内

2008年９月20日～22日に秋田大学で開催される地質学会秋
田大会において，夜間小集会「地質学会若手の集い」を企画
しています．

日時：９月21日（日）18：00～20：00
会場：工資-321
世話人：大坪　誠（産総研）・山口飛鳥（東大）・山口直文
（京大）・山岡香子（東大）・大橋聖和（広島大）・池田昌之
（東大）

この小集会では，「地球科学研究の今とこれから」につい
て考えます．地球科学には現在，多種多様な専門分野が存在
しますが，「地球を知る」ということを目的にした学問であ
ることに変わりはありません．人類共通財産である学問とし
ての地球科学を発展させるために，いま力を入れるべきこと
は何か？障害となっているのは何か？社会から求められてい
ることは何か？などについて参加者全員で議論し，その上で
地質学のこれからについて考えていきたいと思います．
今回の小集会における特徴は，10人程度のグループで行う
ワーク形式で進めていくことです．参加者一人一人が意見を
述べ，参加者間で考えを共有し，そこから新たなアイデアを
模索することができる小集会を目指しています．
若手と銘打っていますが，年齢は問いません．また，鉱物
科学会の皆様の参加も歓迎します．意欲ある多くの皆様のご
参加をお待ちしています．

問い合わせ先
世話人代表　大坪　誠（産総研）
Tel：029-861-3934 e-mail：otsubo-m@aist.go.jp

院生コーナー



SMBCファイナンスサービス株式会社 

日 本 地 質 学 会 会 費 等 

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

蕁03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先） 
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部 

（金融機関へのお願い） 

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。 

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。 

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。 
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（金融機関用） 
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広告募集 

News誌に広告を掲載しませんか． 
　News誌の掲載広告を募集しています．学会の直接取り扱

いになりますので，カラー印刷・掲載サイズなどご相談に

応じます．ぜひご利用ください． 

申込・問い合わせ：日本地質学会事務局 
電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156 
e-mail ; main@geosociety.jp

表3

表2

表4

＜広告掲載価格表＞ 

（単位：円） 

カラー 

＋10,000 

－ 

－ 

－ 

版下作成 

＋10,000 

＋10,000 

＋10,000 

＋5,000

価格（モノクロ） 

60,000 

50,000 

40,000 

35,000

 

表４ 

表２ 

表３ 

普通 



狡日本地質学会　〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F 電話03-5823-1150
Fax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jp
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